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このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、予告なしに変更されることがあります。このマニュアルに記載されている表現、情報、および

推奨事項は、すべて正確であると考えていますが、明示的であれ黙示的であれ、一切の保証の責任を負わないものとします。このマニュアルに記載されている製

品の使用は、すべてユーザ側の責任になります。

対象製品のソフトウェア ライセンスおよび限定保証は、製品に添付された『Information Packet』に記載されています。添付されていない場合には、代理店にご連絡

ください。

FCC クラス A 準拠装置に関する記述：この装置はテスト済みであり、FCC ルール Part 15 に規定された仕様のクラス A デジタル装置の制限に準拠していること

が確認済みです。これらの制限は、商業環境で装置を使用したときに、干渉を防止する適切な保護を規定しています。この装置は、無線周波エネルギーを生成、使

用、または放射する可能性があり、この装置のマニュアルに記載された指示に従って設置および使用しなかった場合、ラジオおよびテレビの受信障害が起こるこ

とがあります。住宅地でこの装置を使用すると、干渉を引き起こす可能性があります。その場合には、ユーザ側の負担で干渉防止措置を講じる必要があります。

FCC クラス B 準拠装置に関する記述：このマニュアルに記載された装置は、無線周波エネルギーを生成および放射する可能性があります。シスコの指示する設

置手順に従って設置されなかった場合、ラジオ、テレビによる受信障害が発生することがあります。この装置はテスト済みであり、FCC ルール Part 15 に規定され

た仕様のクラス B デジタル装置の制限に準拠していることが確認済みです。これらの仕様は、住宅地で使用したときに、このような干渉を防止する適切な保護を

規定したものです。ただし、特定の設置条件において干渉が起きないことを保証するものではありません。

シスコの書面による許可なしに装置を改造すると、装置がクラス A またはクラス B のデジタル装置に対する FCC 要件に準拠しなくなることがあります。その場

合、装置を使用するユーザの権利が FCC 規制により制限されることがあり、ラジオまたはテレビの通信に対するいかなる干渉もユーザ側の負担で矯正するよう

に求められることがあります。

装置の電源を切ることによって、この装置が干渉の原因であるかどうかを判断できます。干渉がなくなれば、シスコの装置またはその周辺機器が干渉の原因に

なっていると考えられます。装置がラジオまたはテレビ受信に干渉する場合には、次の方法で干渉が起きないようにしてください。

・干渉がなくなるまで、テレビまたはラジオのアンテナの向きを変えます。

・テレビまたはラジオの左右どちらかの側に装置を移動させます。

・テレビまたはラジオから離れたところに装置を移動させます。

・テレビまたはラジオとは別の回路にあるコンセントに装置を接続します（装置とテレビまたはラジオがそれぞれ別個のブレーカーまたはヒューズで制御され

るようにします）。

シスコでは、この製品の変更または改造を認めていません。変更または改造した場合には、FCC 認定が無効になり、さらに製品を操作する権限を失うことになり

ます。

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB's public 
domain version of the UNIX operating system. All rights reserved. Copyright © 1981, Regents of the University of California. 

ここに記載されている他のいかなる保証にもよらず、各社のすべてのマニュアルおよびソフトウェアは、障害も含めて「現状のまま」として提供されます。シスコ

およびこれら各社は、商品性の保証、特定目的への準拠の保証、および権利を侵害しないことに関する保証、あるいは取引過程、使用、取引慣行によって発生する

保証をはじめとする、明示されたまたは黙示された一切の保証の責任を負わないものとします。

いかなる場合においても、シスコおよびその供給者は、このマニュアルの使用または使用できないことによって発生する利益の損失やデータの損傷をはじめと

する、間接的、派生的、偶発的、あるいは特殊な損害について、あらゆる可能性がシスコまたはその供給者に知らされていても、それらに対する責任を一切負わな

いものとします。

このマニュアルで使用している IP アドレスは、実際のアドレスを示すものではありません。マニュアル内の例、コマンド出力、および図は、説明のみを目的とし

て使用されています。説明の中に実際のアドレスが使用されていたとしても、それは意図的なものではなく、偶然の一致によるものです。
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はじめに

ここでは、『Cisco Aironet 1550 シリーズ屋外メッシュ アクセス ポイント ハードウェア インスト
レーション ガイド』の目的、対象読者、構成、および表記法について説明します。

目標
このマニュアルでは、Cisco Aironet 1550 シリーズ屋外メッシュ アクセス ポイント（本書ではア
クセス ポイントと呼びます）の設置手順について説明しています。このアクセス ポイントは、
1552 モデルで用意されています。

1552 モデルは、デュアル バンド（2.4 GHz と 5 GHz）での動作をサポートしているデュアル無線プ
ラットフォームです。

対象読者
このマニュアルは、初めてアクセス ポイントを設置して設定する人を対象としています。設置者
はネットワークの構造、用語、および概念をよく知っている必要があります。

警告 この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。
ステートメント 1030

警告 この装置は、ノルウェー、フィンランド、およびスウェーデンではアクセスが制限された場所に
設置する必要があります。この装置の設置、交換、保守は、本設置ガイドに従って、訓練を受け、適
切な資格を持つ人によって実施される必要があります。
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マニュアルの構成
このマニュアルの構成は、次のとおりです。

表記法
本書では、次の表記法を使用しています。

章 タイトル 説明

第 1 章 概要 アクセス ポイントの主要なコンポーネント
と機能について説明します。

第 2 章 アクセス ポイントの設置 警告、安全性に関する情報、およびアクセス 
ポイントの設置と取り付けについて説明し
ます。

第 3 章 トラブルシューティング アクセス ポイントの基本的なトラブル
シューティング手順を説明します。

第 4 章 バックアップ バッテリの
取り付けまたは交換

アクセス ポイントのバックアップ バッテ
リの取り付けまたは交換を行う手順を説明
します。

付録 A 翻訳版の安全上の警告 このマニュアルで示される安全上の警告の
翻訳版を提供するマニュアルへのアクセス
方法を示します。

付録 B 適合宣言および規制情報 アクセス ポイントが準拠する規制の表記を
説明し、日本でアクセス ポイントを動作さ
せる際のガイドラインを示します。

付録 C チャネルと電力レベル 世界中の規制地域でサポートされている、
アクセス ポイント無線チャネルと 大電力
レベルがリストされたマニュアルへのアク
セス方法を示します。

付録 D アクセス ポイントの仕様 アクセス ポイントの技術仕様を示します。

付録 E アクセス ポイントのピン
配置

アクセス ポイントのコネクタ ピン割り当
てを示します。

付録 F DHCP オプション 43 の設定 DHCP オプション 43 の設定手順について説
明します。

表記法 説明

太字フォント コマンド、コマンド オプションおよびキー
ワードは太字で示しています。

イタリック体 ユーザが値を指定する引数は、イタリック体
で示しています。

[ ] 角カッコの中の要素は、省略可能です。

screen フォント システムが表示する端末セッションおよび情
報は、screen フォントで示しています。

太字の screen フォント ユーザが入力しなければならない情報は、太
字の screen フォントで示しています。
2
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（注）は、次のように表しています。

（注） 読者に留意していただきたいことを示します。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料な
どを紹介しています。

注意は、次のように表しています。

注意 「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されてい
ます。

警告は、次のように表しています。

イタリック体 の screen フォント ユーザが値を指定する引数は、イタリック体
の screen フォントで示しています。

^ ^ 記号は、Ctrl キーを表します。たとえば、画面
に表示される ^D というキーの組み合わせは、
Ctrl キーを押しながら D キーを押すことを意
味します。

< > パスワードのように出力されない文字は、山
カッコ（< >）で囲んで示しています。

表記法 説明

Warning IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger. You are in a situation that could cause bodily injury. Before you 
work on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar 
with standard practices for preventing accidents. Use the statement number provided at the end of 
each warning to locate its translation in the translated safety warnings that accompanied this 
device. Statement 1071 

SAVE THESE INSTRUCTIONS

Waarschuwing BELANGRIJKE VEILIGHEIDSINSTRUCTIES

Dit waarschuwingssymbool betekent gevaar. U verkeert in een situatie die lichamelijk letsel kan 
veroorzaken. Voordat u aan enige apparatuur gaat werken, dient u zich bewust te zijn van de bij 
elektrische schakelingen betrokken risico's en dient u op de hoogte te zijn van de standaard 
praktijken om ongelukken te voorkomen. Gebruik het nummer van de verklaring onderaan de 
waarschuwing als u een vertaling van de waarschuwing die bij het apparaat wordt geleverd, wilt 
raadplegen.

BEWAAR DEZE INSTRUCTIES
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Varoitus TÄRKEITÄ TURVALLISUUSOHJEITA

Tämä varoitusmerkki merkitsee vaaraa. Tilanne voi aiheuttaa ruumiillisia vammoja. Ennen kuin 
käsittelet laitteistoa, huomioi sähköpiirien käsittelemiseen liittyvät riskit ja tutustu 
onnettomuuksien yleisiin ehkäisytapoihin. Turvallisuusvaroitusten käännökset löytyvät laitteen 
mukana toimitettujen käännettyjen turvallisuusvaroitusten joukosta varoitusten lopussa näkyvien 
lausuntonumeroiden avulla.

SÄILYTÄ NÄMÄ OHJEET

Attention IMPORTANTES INFORMATIONS DE SÉCURITÉ 

Ce symbole d'avertissement indique un danger. Vous vous trouvez dans une situation pouvant 
entraîner des blessures ou des dommages corporels. Avant de travailler sur un équipement, soyez 
conscient des dangers liés aux circuits électriques et familiarisez-vous avec les procédures 
couramment utilisées pour éviter les accidents. Pour prendre connaissance des traductions des 
avertissements figurant dans les consignes de sécurité traduites qui accompagnent cet appareil, 
référez-vous au numéro de l'instruction situé à la fin de chaque avertissement.

CONSERVEZ CES INFORMATIONS

Warnung WICHTIGE SICHERHEITSHINWEISE

Dieses Warnsymbol bedeutet Gefahr. Sie befinden sich in einer Situation, die zu Verletzungen führen 
kann. Machen Sie sich vor der Arbeit mit Geräten mit den Gefahren elektrischer Schaltungen und 
den üblichen Verfahren zur Vorbeugung vor Unfällen vertraut. Suchen Sie mit der am Ende jeder 
Warnung angegebenen Anweisungsnummer nach der jeweiligen Übersetzung in den übersetzten 
Sicherheitshinweisen, die zusammen mit diesem Gerät ausgeliefert wurden.

BEWAHREN SIE DIESE HINWEISE GUT AUF.

Avvertenza IMPORTANTI ISTRUZIONI SULLA SICUREZZA 

Questo simbolo di avvertenza indica un pericolo. La situazione potrebbe causare infortuni alle 
persone. Prima di intervenire su qualsiasi apparecchiatura, occorre essere al corrente dei pericoli 
relativi ai circuiti elettrici e conoscere le procedure standard per la prevenzione di incidenti. 
Utilizzare il numero di istruzione presente alla fine di ciascuna avvertenza per individuare le 
traduzioni delle avvertenze riportate in questo documento. 

CONSERVARE QUESTE ISTRUZIONI

Advarsel VIKTIGE SIKKERHETSINSTRUKSJONER

Dette advarselssymbolet betyr fare. Du er i en situasjon som kan føre til skade på person. Før du 
begynner å arbeide med noe av utstyret, må du være oppmerksom på farene forbundet med 
elektriske kretser, og kjenne til standardprosedyrer for å forhindre ulykker. Bruk nummeret i slutten 
av hver advarsel for å finne oversettelsen i de oversatte sikkerhetsadvarslene som fulgte med denne 
enheten.

TA VARE PÅ DISSE INSTRUKSJONENE
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Aviso INSTRUÇÕES IMPORTANTES DE SEGURANÇA 

Este símbolo de aviso significa perigo. Você está em uma situação que poderá ser causadora de 
lesões corporais. Antes de iniciar a utilização de qualquer equipamento, tenha conhecimento dos 
perigos envolvidos no manuseio de circuitos elétricos e familiarize-se com as práticas habituais de 
prevenção de acidentes. Utilize o número da instrução fornecido ao final de cada aviso para 
localizar sua tradução nos avisos de segurança traduzidos que acompanham este dispositivo.

GUARDE ESTAS INSTRUÇÕES 

¡Advertencia! INSTRUCCIONES IMPORTANTES DE SEGURIDAD

Este símbolo de aviso indica peligro. Existe riesgo para su integridad física. Antes de manipular 
cualquier equipo, considere los riesgos de la corriente eléctrica y familiarícese con los 
procedimientos estándar de prevención de accidentes. Al final de cada advertencia encontrará el 
número que le ayudará a encontrar el texto traducido en el apartado de traducciones que acompaña 
a este dispositivo. 

GUARDE ESTAS INSTRUCCIONES

Varning! VIKTIGA SÄKERHETSANVISNINGAR

Denna varningssignal signalerar fara. Du befinner dig i en situation som kan leda till personskada. 
Innan du utför arbete på någon utrustning måste du vara medveten om farorna med elkretsar och 
känna till vanliga förfaranden för att förebygga olyckor. Använd det nummer som finns i slutet av 
varje varning för att hitta dess översättning i de översatta säkerhetsvarningar som medföljer denna 
anordning.

SPARA DESSA ANVISNINGAR

Figyelem
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Aviso INSTRUÇÕES IMPORTANTES DE SEGURANÇA

Este símbolo de aviso significa perigo. Você se encontra em uma situação em que há risco de lesões 
corporais. Antes de trabalhar com qualquer equipamento, esteja ciente dos riscos que envolvem os 
circuitos elétricos e familiarize-se com as práticas padrão de prevenção de acidentes. Use o 
número da declaração fornecido ao final de cada aviso para localizar sua tradução nos avisos de 
segurança traduzidos que acompanham o dispositivo.

GUARDE ESTAS INSTRUÇÕES

Advarsel VIGTIGE SIKKERHEDSANVISNINGER

Dette advarselssymbol betyder fare. Du befinder dig i en situation med risiko for 
legemesbeskadigelse. Før du begynder arbejde på udstyr, skal du være opmærksom på de 
involverede risici, der er ved elektriske kredsløb, og du skal sætte dig ind i standardprocedurer til 
undgåelse af ulykker. Brug erklæringsnummeret efter hver advarsel for at finde oversættelsen i de 
oversatte advarsler, der fulgte med denne enhed.

GEM DISSE ANVISNINGER
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関連資料
アクセス ポイントの詳細情報は次のマニュアルに記載されています。

• Release Notes for Cisco Wireless LAN Controllers and Lightweight Access Points 

• Quick Start Guide: Cisco Aironet 1550 Series Lightweight Outdoor Mesh Access Points

• Cisco Wireless LAN Controller Configuration Guide

• Cisco Aironet 1550 Series Outdoor Mesh Access Point Power Injector Installation Instructions

• Cisco Aironet 1550 Series for Hazardous Locations Installation Guide

シスコの無線マニュアルのホームページを参照するには、次のリンクをクリックしてください。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/wireless/index.html

アクセス ポイントのドキュメントを参照するには、[Outdoor Wireless] にリストされている 
[Cisco Aironet 1550 Series] をクリックします。ドキュメントには [Support] ボックスからアクセス
できます。

シスコ ワイヤレス LAN コントローラのドキュメントを参照するには、[Wireless LAN 
Controllers] にリストされている [Standalone Controllers] をクリックします。ドキュメントには 
[Support] ボックスからアクセスできます。
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製品シリアル番号の記載場所 
アクセス ポイントのシリアル番号は、装置底面に記載されています（図 1 を参照）。

図 1 シリアル番号ラベルの場所 

アクセス ポイントのシリアル番号ラベルには、次の内容が記載されています。

• AIR-CAP1552E-x-K9 などのモデル番号。

• WCN0636279B などのシリアル番号（11 桁の英数字）。

• アクセス ポイントの MAC アドレス（例：68BDABF54600（12 桁の 16 進数字））シリアル番号
の下にあります。

• ケーブル構成で使用する、12 桁の 16 進数からなるケーブル モデム（CM）MAC アドレス（例：
54D46F17377A）。CM MAC アドレスは、アクセス ポイント ケーブル構成でのみ利用できま
す。MAC アドレスの右側にあります。

製品シリアル番号は、Technical Assistance Center からのサポートを要請する際に必要となります。

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルおよびサポートの入手方法、マニュアルに関するフィードバックの提供、セキュリ
ティ ガイドライン、推奨エイリアス、およびシスコ マニュアルに関する全般的な情報について
は、下記のサイトで毎月発行される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してくだ
さい。この資料には、新規のまたは改訂されたシスコ技術資料がすべて掲載されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

新しいすべての無線マニュアルを表示するには、[Wireless] をクリックします。

SN: NNNNNNNNN

SN: NNNNNNNNN

23
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47
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81
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A
0
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Cisco Aironet 1550 シリーズ屋外メッシ

OL-24247-01-J
C H A P T E R 1

概要

Cisco Aironet 1550 シリーズ屋外メッシュ アクセス ポイント（以下、アクセス ポイントまたは 
AP）は、メッシュ ネットワーク向けに設計されたモジュラ式屋外用無線アクセス ポイントです。
このアクセス ポイントは、無線クライアント アクセス、ポイントツーポイント ブリッジング、ポ
イントツーマルチポイント ブリッジング、ポイントツーマルチポイント メッシュ無線接続もサ
ポートしています。

1552 アクセス ポイントについて
1552 アクセス ポイントは、2 つの無線（2.4 GHz および 5 GHz）をサポートしており、ライセンス
がなくてもクライアント アクセスを提供します。5 GHz 無線は、主に有線ネットワークに接続す
るバックホールで使用します。2.4 GHz 無線は無線クライアントで使用します。無線の種類に応
じて、アクセス ポイントは 1 ～ 300 Mb/s データ レートをサポートします（具体的なデータ レー
トについては、付録 D「アクセス ポイントの仕様」を参照してください）。

1552 アクセス ポイントは、1520 シリーズのモジュラリティをサポートし、無線を柔軟に設定す
ることができます。802.11n クライアントとの完全な相互運用性に加えて、1552 アクセス ポイン
トは従来のクライアントとの相互運用も可能で、バックホール パフォーマンスの向上が実現し
ます。1552 アクセス ポイントは、内蔵 DOCSIS 3.0/Euro DOCSIS 3.0 ケーブル モデムを使用して
設定することもできます。

このアクセス ポイントはスタンドアロン型のユニットで、ケーブル ストランドまたはタワーに
取り付けることができます。アクセス ポイントは、有線ネットワークに直接接続されていない他
のアクセス ポイントのリレー ノードとしても動作します。インテリジェントな無線ルーティン
グは、特許取得済みの Adaptive Wireless Path Protocol（AWPP）によって実現されます。これを使用
することで、各アクセス ポイントはネイバー アクセス ポイントを識別し、パスごとに信号の強
度とコントローラへのアクセスに必要なホップ カウントについてコストを計算して、有線ネッ
トワークまでの 適なパスをインテリジェントに選択できるようになります。

アクセス ポイントの設定、監視、および操作には、Cisco ワイヤレス LAN コントローラ（以下、コ
ントローラ）を使用します。コントローラを使った作業については『Cisco Wireless LAN Controller 
Configuration Guide』で説明します。『Cisco Wireless Mesh Access Points, Design and Deployment 
Guide, Release 7.3』では、Cisco メッシュ ネットワークの計画および初期構成方法について説明し
ます。Cisco メッシュ ネットワークは、ワイヤレス ポイントツーポイント、ポイントツーマルチ
ポイント、およびメッシュ展開をサポートします。コントローラでは、ブラウザベースの管理シ
ステム、コマンドライン インターフェイス（CLI）、または Cisco Prime Infrastructure（PI）ネット
ワーク管理システムを使用して、コントローラおよびアソシエートされたアクセス ポイントが
管理されます。アクセス ポイントは、ハードウェアに基づく高度な暗号化標準（AES）による暗号
化を無線ノードとの間でサポートし、エンドツーエンドのセキュリティを提供します。
1-1
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第 1 章      概要

  ハードウェア モデル
この章では、次の項目について説明します。

• ハードウェア モデル（1-2 ページ）

• ハードウェア機能（1-4 ページ）

• ネットワーク配置の例（1-24 ページ）

ハードウェア モデル
表 1-1 に、Cisco Aironet 1552 屋外メッシュ アクセス ポイントのモデル番号（あるいは部品番号）
および設定を示します。個々の 1552 アクセス ポイント モデルでサポートされるコンポーネント
の詳細は、表 1-2 に示します。

Cisco Aironet 1552 シリーズ アクセス ポイントには、特に危険場所に導入することを想定した 
1552S と 1552H の 2 つのモデルが追加で用意されています。これらのモデルの詳細については、

『Cisco Aironet 1550 Series for Hazardous Locations Installation Guide』を参照してください。

1552 アクセス ポイントの適合宣言および規制情報の詳細については、付録 B「適合宣言および
規制情報」。を参照してください。

表 1-1 1552 アクセス ポイント モデル番号および説明

モデル（または部品番号） 設定

AIR-CAP1552E-x-K9 2 つの無線方式（2.4 GHz と 5 GHz）をサポート
するモジュラ式。このモデルは 3 つの外部
デュアルバンド アンテナ ポートをサポート
します。オプションのバッテリ バックアップ 
ユニット（BBU）および着脱可能小型フォーム 
ファクタ（SFP）ファイバ モジュールは、AP と
同時に発注できます。製品モデル番号の x は
国（規制ドメイン）を表しています。

このモデルでサポートされる具体的な規制区
域については、次のサイトにある製品のデー
タ シートを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/wire
less/ps5679/ps5861/product_data_sheet0900aecd
80537b6a.html

AIR-CAP1552EU-x-K9 2 つの無線方式（2.4 GHz と 5 GHz）をサポート
するモジュラ式。このモデルは、3 つの 2.4 GHz 
アンテナ ポートと 3 つの 5 GHz アンテナ 
ポートをサポートします。オプションのバッ
テリ バックアップ ユニット（BBU）および着
脱可能小型フォーム ファクタ（SFP）ファイバ 
モジュールは、AP と同時に発注できます。製
品モデル番号の x は国（規制ドメイン）を表し
ています。

このモデルでサポートされる具体的な規制区
域については、次のサイトにある製品のデー
タ シートを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/wire
less/ps5679/ps5861/product_data_sheet0900aecd
80537b6a.html
1-2
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  ハードウェア モデル
AIR-CAP1552C-x-K9 DOCSIS 3.0 または Euro-DOCSIS 3.0 ケーブル 
モデム付きの 2 つの無線帯域（2.4 GHz および 
5 GHz）バージョン。これは軽量ロー プロファ
イル AP です。ケーブル モデム バックホール
およびビーム形成をサポートし、内蔵型の 3 つ
の要素のアレイ アンテナを搭載しています。
製品モデル番号の x は国（規制ドメイン）を表
しています。

このモデルでサポートされる具体的な規制区
域については、次のサイトにある製品のデー
タ シートを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/wire
less/ps5679/ps5861/product_data_sheet0900aecd
80537b6a.html

AIR-CAP1552CU-x-K9 DOCSIS 3.0 または Euro-DOCSIS 3.0 ケーブル 
モデム付きの 2 つの無線帯域（2.4 GHz および 
5 GHz）バージョン。このモデルは、3 つの 
2.4 GHz アンテナ ポートと 3 つの 5 GHz アン
テナ ポートをサポートします。これは軽量
ロー プロファイル AP です。ケーブル モデム 
バックホールおよびビーム形成をサポート
し、内蔵型の 3 つの要素のアレイ アンテナを
搭載しています。製品モデル番号の x は国（規
制ドメイン）を表しています。

このモデルでサポートされる具体的な規制区
域については、次のサイトにある製品のデー
タ シートを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/wire
less/ps5679/ps5861/product_data_sheet0900aecd
80537b6a.html

AIR-CAP1552I-x-K9 2 つの無線（2.4 GHz および 5 GHz）の軽量ロー 
プロファイル バージョン。このバージョンは、
1 つの AC 電源、イーサネット バックホール、
内蔵 3 素子アレイ アンテナから構成されま
す。製品モデル番号の x は国（規制ドメイン）
を表しています。

このモデルでサポートされる具体的な規制区
域については、次のサイトにある製品のデー
タ シートを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/wire
less/ps5679/ps5861/product_data_sheet0900aecd
80537b6a.html

表 1-1 1552 アクセス ポイント モデル番号および説明（続き）

モデル（または部品番号） 設定
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1. 1552E/EU の電源が PoE で供給されている場合、PoE 出力ポートはアクティブになりません。

2. PoE 入力は 802.3af ではありません。PoE 802.3af 対応のイーサネット スイッチでは動作しません。専用のパワー イン
ジェクタ（AIR-PWRINJ1500-2=）が必要です。

規制ドメイン

1552 のモデル番号の「-x」はドメインを表します。たとえば、AIR-CAP1552C-x-K9 の場合、-x は特
定の国の規制ドメインを表します。

各 1552 アクセス ポイント モデルでサポートされる規制区域については、次のサイトにある 
Wireless LAN Compliance Status を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/wireless/ps5679/ps5861/product_data_sheet0900aecd805
37b6a.html

1552 アクセス ポイント モデルを確認するには、[802.11abgn Mesh Access Points] をクリックします。

ハードウェア機能
ここでは、1552 アクセス ポイント モデルのハードウェア機能について説明します。次のハード
ウェア機能について説明します。

• コネクタ（1-5 ページ）

• アンテナ ポートの場所（1-10 ページ）

• 複数の無線動作（1-11 ページ）

• アンテナ構成（1-12 ページ）

• 複数の電源（1-20 ページ）

• ケーブル モデム（POC）（1-21 ページ）

• イーサネット（PoE）ポート（1-22 ページ）

• ファイバ オプション（1-23 ページ）

表 1-2 各 1552 アクセス ポイント モデルのコンポーネント

1552E 1552EU 1552C 1552CU 1552I

アンテナ 外部 外部 統合 外部 統合

ファイバ SFP 〇 〇 - - -

PoE 出力ポート1

802.3af（ビデオなど）
〇 〇 - - -

ケーブル モデム
DOCSIS 3.0
Euro DOCSIS 3.0

- - 〇 〇 -

バッテリ バックアップ オ
プション

〇 〇 - - -

電源オプション AC、DC、
PoE2

AC、DC、
PoE2

40 ～ 90 VAC 
Power-over-Cable、

12 VDC

40 ～ 90 VAC 
Power-over-Cable、

12 VDC

AC、DC
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• 金属エンクロージャ（1-23 ページ）

• オプションのハードウェア（1-23 ページ）

コネクタ

図 1-1 から図 1-9 に、すべてのモデルのアクセス ポイントのコネクタを示します。図 1-10 と
図 1-11 に、外部アンテナ N 型コネクタを示します。

（注） このマニュアルの図では、アクセス ポイントで使用可能なすべての接続を示してあります。未使
用の接続はコネクタ プラグを装着して密閉し、アクセス ポイントの防水構造を保ってくださ
い。コネクタの開口部には、アクセス ポイントの配置前でも配置後でも取り付けることが可能な 
Liquid-Tight アダプタが用意されています。

1552E/1552EU コネクタ

図 1-1 アクセス ポイント モデル AIR-CAP1552E-x-K9 および AIR-CAP1552EU-x-K9 の底面コネクタ

（注） アンテナ ポート 1、2、および 3 は、図 1-1 に示してありません。これらのポートは、アクセス ポイ
ントの 上部にあります。

1 アンテナ ポート 4 6 ファイバ ポート

2 アンテナ ポート 5 7 PoE 出力ポート

3 アンテナ ポート 6 8 LED（ステータス、アップリンク、RF1、RF2）

4 データ ケーブル（屋外用カテゴリ 5 STP 
ケーブル）用の補助ケーブル グランド エ
ントリ（1/2-NPT）

9 PoE 入力ポート

5 モデル AIR-CAP1552E/EU-x-K9 専用 AC 
電源入力ポート

4 5 6

28
21
37

1 2 3

456789
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図 1-2 アクセス ポイント モデル AIR-CAP1552E-x-K9 および AIR-CAP1552EU-x-K9 のコンソール 

ポート

図 1-3 アクセス ポイント モデル AIR-CAP1552EU-x-K9 の 上部にあるコネクタ

1 コンソール ポート 2 未使用

28
21
38

1 2

23 1

34
56

75

1 アンテナ ポート 1 3 アンテナ ポート 3

2 アンテナ ポート 2
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1552I コネクタ

図 1-4 アクセス ポイント モデル AIR-CAP1552I-x-K9 の底面コネクタ

1552C/1552CU コネクタ

図 1-5 アクセス ポイント モデル AIR-CAP1552C-x-K9 の底面/側面コネクタ

1 AC コネクタ 4 LED（ステータス、アップリンク、RF1、RF2）

2 未使用 5 イーサネット バックホール コネクタ

3 コンソール ポート

28
21
39

1 2 3 54

1 ケーブル PDC 用 F-Connector アダプタ（ス
プリッタ）（任意）

4 コンソール ポート

2 AC 電源コネクタ（使用しない） 5 LED（ステータス、アップリンク、RF1、RF2）

3 未使用 6 未使用

1 2 3 4 65

33
15

77
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図 1-6 アクセス ポイント モデル AIR-CAP-1552CU-x-K9 の底面/側面コネクタ

図 1-7 アクセス ポイント モデル AIR-CAP1552CU-x-K9 の 上部のコネクタ

1 ケーブル PDC 用 F-Connector アダプタ（ス
プリッタ）（任意）

4 コンソール ポート

2 AC 電源コネクタ（使用しない） 5 LED（ステータス、アップリンク、RF1、RF2）

3 未使用 6 未使用

34
57

03

1 2 3 4 65

23 1

34
58

37

1 アンテナ ポート 1 3 アンテナ ポート 3

2 アンテナ ポート 2
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図 1-8 F-Connector アダプタ（スプリッタ）コンポーネント（AIR-CAP1552C-x-K9 および 

AIR-CAP1552CU-x-K9）

全モデルのコネクタ

図 1-9 アクセス ポイントの DC 電源コネクタとアース ラグ（全モデル）

1 RF スプリッタの減衰器（ATTN） 3 ケーブル PDC 用 F-Connector アダプタ
（スプリッタ）（任意）

2 RF スプリッタ シャント（SHUNT）1

1 シャントは、20 アンペアのヒューズです。

3

1
2

25
52

65

1 DC 電源ポート 3 ブラケット取り付けナット

2 ブラケット取り付け穴 4 アース ラグの場所（アース接続用（ 小 
VD 16 mm、6 AWG））

28
21
41

1 3 42
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アンテナ ポートの場所

図 1-10 にモデル AIR-CAP1552E-x-K9 のアンテナ ポートの場所を示します。使用されるポート
は発注したオプション アンテナによって異なります。

図 1-10 アクセス ポイント モデル AIR-CAP1552E-x-K9 の外部アンテナ ポートの場所

1 未使用 4 アンテナ ポート 4：N タイプ コネクタ
（キャップ付き）

2 未使用 5 アンテナ ポート 5：N タイプ コネクタ
（キャップ付き）

3 未使用 6 アンテナ ポート 6：N タイプ コネクタ
（キャップ付き）

2
5
5
2
4
7

123

456
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図 1-11 に、モデル AIR-CAP1552CU-x-K9 および AIR-CAP1552EU-x-K9 のアンテナ ポートの場
所を示します。使用されるポートは発注したオプション アンテナによって異なります。

図 1-11 アクセス ポイント モデル AIR-CAP1552CU-x-K9 および AIR-CAP1552EU-x-K9 の外部アンテ
ナ ポートの場所

複数の無線動作

1552 アクセス ポイントは、2.4-GHz 802.11b/g/n 複数入力複数出力（MIMO）無線と 5-GHz 
802.11a/n MIMO 無線を使用した同時デュアル無線動作をサポートします。2.4 GHz 無線は、米国
ではチャネル 1 ～ 11、ヨーロッパでは 1 ～ 13、日本では 1 ～ 13 をサポートします。802.11b/g/n 動
作用の 大総出力電力が 25 dBm の 2 つのトランスミッタが搭載されています。出力電力は、5 つ
のレベルに設定できます。3 つの受信機が搭載され、 大比合成（MRC）に対応できます。

5 GHz 無線は UNII-2 帯域（5.25 ～ 5.35 GHz）、UNII-2 Extended/ETSI 帯域（5.47 ～ 5.725 GHz）、上
層 ISM 帯域（5.725 ～ 5.850 GHz）、および拡張インド帯域（5.85 ～ 5.875 GHz）で動作します。
UNII-2 および Extended/ETSI 帯域用に、 大総出力電力が 26 dBm の 2 つのトランスミッタが搭
載されています。上層 ISM 帯域の 大総出力電力は 28 dBm です。出力電力は 3 dB ステップで 
5 段階の電力に設定できます。3 つの受信機により、 大比合成（MRC）に対応できます。

1 アンテナ ポート 3：N タイプ コネクタ
（キャップ付き）

4 アンテナ ポート 6：N タイプ コネクタ
（キャップ付き）

2 アンテナ ポート 2：N タイプ コネクタ
（キャップ付き）

5 アンテナ ポート 5：N タイプ コネクタ
（キャップ付き）

3 アンテナ ポート 1：N タイプ コネクタ
（キャップ付き）

6 アンテナ ポート 4：N タイプ コネクタ
（キャップ付き）

34
56

74

123

456
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アンテナ構成

1552 アクセス ポイントは、屋外使用向けに設計された各種のアンテナをサポートし、2.4 GHz お
よび 5 GHz 周波数帯域の無線で動作します。1552 は、内蔵アンテナ アレイに加えて、以下のセク
ションに示す外部アンテナをサポートします。

取り付け構成には、より線ケーブル取り付けと柱取り付けの 2 種類があります（「アクセス ポイ
ントの取り付け」セクション（2-16 ページ）を参照）。

オプションのアンテナ取り付けブラケット キットを使用すれば、指向性アンテナの 
AIR-ANT2413P2M-N と AIR-ANT5114P2M-N を、より線マウントまたは支柱マウント環境のア
クセス ポイントに直接取り付けることができます。アンテナ取り付けブラケット キットには、
4 つのブラケット セクションと留め具が含まれており、複数の設定に組み合わせて指向性アン
テナをさまざまな位置に固定し、向きを変えることができます。オプションの取り付けブラケッ
トを使用してアンテナを取り付ける方法については、『Installing Directional-Antenna Mounting 
Kits on Cisco 1550 Series Outdoor Mesh Access Points』を参照してください。

AIR-CAP1552E-x-K9 モデルは、常に 3 つの外部アンテナが接続された状態で稼働している必要
があります。図 1-10 に、1552E モデルのアンテナ ポートの場所を示します。

ロープロファイル デュアルバンド 2.4/5 GHz 全方向性アンテナ アレイ

ロープロファイル デュアルバンド 2.4/5 GHz 全方向性アンテナ アレイの基本機能は次のとおり
です。

• 3 つのデュアルバンド全方向性アンテナ アレイを内蔵：この 1 つのレドーム内に 3 つの全
方向性アンテナが内蔵されているため、アンテナの見かけ上の設置面積が大幅に小型化さ
れ、ケーブル バンドル、RF ケーブル、テスト ケーブルとアンテナが干渉する可能性が低下
します。

• 2.4 GHz 帯域と 5 GHz 帯域の両方で動作：3 つの全方向性アンテナは、それぞれがデュアルバ
ンド アンテナとなり、2.4 ～ 2.5 GHz 帯域と、5.2 ～ 5.9 GHz 帯域の両方で動作します。

• 2.4 GHz での利得は約 2 dBi、5 GHz では 4 dBi です。

• 屋外動作用の Cisco Light Gray 耐候性レドーム。
1-12
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図 1-12 は、AIR-CAP1552I-x-K9 モデルと AIR-CAP1552C-x-K9 モデルにのみ組み込まれる内蔵型 
Low Profile Dual-Band（2.4 GHz および 5 GHz）3 素子アレイ アンテナを示しています。

図 1-12 Cisco Aironet ロープロファイル デュアルバンド 2.4/5 GHz 全方向性アンテナ アレイ：
AIR-CAP1552I-x-K9 モデルと AIR-CAP1552C-x-K9 モデルのみに内蔵

Cisco Aironet デュアルバンド全方向性アンテナ（AIR-ANT2547V-N）

デュアルバンド全方向性アンテナ（別名「スティック」アンテナ）は、2.4 GHz および 5 GHz の周波
数帯域で動作する無線で Cisco Aironet 屋外アクセス ポイントとの屋外使用に向けて設計されて
います（図 1-13）。このアンテナの基本機能は次のとおりです。

• 全方向性共線アレイ

• 2.4 GHz 周波数帯および 5 GHz 周波数帯で動作

• ゲイン：

– 2400 ～ 2483 MHz：4-dBi 

– 5250 ～ 5875 MHz：7-dBi

このアンテナは全方向性ブロードキャスト パターンを作成よう設計されています。このパター
ンを実現するには、ラジエータ素子側に障害物がないようアクセス ポイントを取り付けてくだ
さい。

このアンテナの詳細については、『Cisco Aironet Dual-Band Omnidirectional Antenna 
(AIR-ANT2547V-N)』マニュアルを参照してください。アンテナを取り付けるときは、安全に関す
る注意事項に従います。安全性については、「安全上の注意」セクション（2-45 ページ）を参照して
ください。

1 内蔵型ロー プロファイル デュアルバン
ド 2.4/5 GHz 全方向性アンテナ アレイ 
ユニット

3 アンテナ素子（TX/RX）

2 アンテナ素子（RX のみ） 4 アンテナ素子（TX/RX）
20

91
88

1

4

3

2
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図 1-13 Cisco Aironet デュアルバンド全方向性アンテナをモデル AIR-CAP1552E-x-K9 のみに取り付
けた状態

Cisco Aironet 2.4 GHz/5 GHz 8-dBi 指向性アンテナ（AIR-ANT2588P3M-N）

Cisco Aironet 2.4-GHz/5-GHz 8-dBi 指向性アンテナは、2.4 GHz および 5 GHz の両方の周波数帯
域で動作する無線で Cisco Aironet 屋外アクセス ポイントとの屋外使用に向けて設計されていま
す。このアンテナは、両方の帯域で 8-dBi のゲインがあります。

このアンテナの詳細については、『Cisco Aironet 2.4-GHz/5-GHz 8-dBi Directional Antenna 
(AIR-ANT2588P3M-N)』ドキュメントを参照してください。アンテナの取り付け時には、安全上の
注意事項のすべてに従ってください（「安全上の注意」セクション（2-45 ページ）を参照）。

1 アンテナ ポート 4（Type-N コネクタ）に接
続されたアンテナ（TX/RX）

3 アンテナ ポート 6（Type-N コネクタ）に接
続されたアンテナ（TX/RX）

2 アンテナ ポート 5（Type-N コネクタ）に接
続されたアンテナ（RX 専用）

1
2

3

28
21

45
1-14
Cisco Aironet 1550 シリーズ屋外メッシュ アクセス ポイント ハードウェア設置ガイド

OL-24247-01-J



 

第 1 章      概要

  ハードウェア機能
図 1-14 Cisco Aironet 2.4 GHz/5 GHz 8-dBi 指向性アンテナ（モデル AIR-CAP1552E-x-K9 のみへの
設置）

Cisco Aironet 5-GHz 14-dBi 2 ポート指向性アンテナ（AIR-ANT5114P2M-N）

Cisco Aironet 5-GHz 14-dBi 2 ポート指向性アンテナは、5 GHz の周波数帯域で動作する無線で 
Cisco Aironet 屋外アクセス ポイントとの屋外使用に向けて設計されています。このアンテナは 
5 GHz 帯域の 14-dBi です。

このアンテナは、オプションの指向性アンテナ取り付けキット AIR-CCAMK-1 を使用して取り
付けることができます。これにより、アンテナをアクセス ポイントに取り付け、複数の設定に配
置することができます。詳細については、『Installing Directional-Antenna Mounting Kits on Cisco 
1550 Series Outdoor Mesh Access Points』を参照してください。

このアンテナの詳細については、『Cisco Aironet 5-GHz 14-dBi Directional Antenna 
(AIR-ANT5114P2M-N)』ドキュメントを参照してください。アンテナの取り付け時には、安全上の
注意事項のすべてに従ってください（「安全上の注意」セクション（2-45 ページ）を参照）。

33
45

74
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図 1-15 Cisco Aironet 5 GHz 14-dBi 指向性アンテナ（モデル AIR-CAP1552EU-x-K9 および 

AIR-CAP1552CU-x-K9 のみへの設置）

Cisco Aironet 2.4-GHz 13-dBi 2 ポート指向性アンテナ（AIR-ANT2413P2M-N）

Cisco Aironet 2.4-GHz 13-dBi 2 ポート指向性アンテナは、2.4 GHz の周波数帯域で動作する無線
で Cisco Aironet 屋外アクセス ポイントとの屋外使用に向けて設計されています。このアンテナ
は 2.4 GHz の周波数帯域で 13-dBi ゲインです。

このアンテナは、オプションの指向性アンテナ取り付けキット AIR-CCAMK-1 を使用して取り
付けることができます。これにより、アンテナをアクセス ポイントに取り付け、複数の設定に配
置することができます。詳細については、『Installing Directional-Antenna Mounting Kits on Cisco 
1550 Series Outdoor Mesh Access Points』を参照してください。

このアンテナの詳細については、『Cisco Aironet 2.4-GHz 13-dBi Directional Antenna 
(AIR-ANT2413P2M-N)』ドキュメントを参照してください。アンテナの取り付け時には、安全上の
注意事項のすべてに従ってください（「安全上の注意」セクション（2-45 ページ）を参照）。

図 1-16 Cisco Aironet 2.4 GHz 13-dBi 指向性アンテナ（モデル AIR-CAP1552EU-x-K9 および 

AIR-CAP1552CU-x-K9 のみへの設置）

33
45

76
33

45
76
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Cisco Aironet 2.4-GHz 2-dBi 全方向性アンテナ（AIR-ANT2420V-N）

Cisco Aironet 2.4-GHz 2 dBi 全方向性アンテナは、2.4 GHz の周波数帯域で動作する無線で Cisco 
Aironet 屋外アクセス ポイントとの屋外使用に向けて設計されています。このアンテナの基本機
能は次のとおりです。

• 2.4 GHz 周波数帯域で動作

• ゲイン：2 dBi

• 主により線（側面）取り付け用の直角アンテナ

アンテナの取り付け時には、安全上の注意事項のすべてに従ってください（「安全上の注意」セク
ション（2-45 ページ）を参照）。

図 1-17 Cisco Aironet 2.4 GHz 2-dBi 全方向性アンテナ（モデル AIR-CAP1552EU-x-K9 および 

AIR-CAP1552CU-x-K9 のみへの設置）

Cisco Aironet 2.4-GHz 5-dBi 全方向性アンテナ（AIR-ANT2450V-N）

Cisco Aironet 2.4-GHz 5 dBi 全方向性アンテナは、2.4 GHz の周波数帯域で動作する無線で Cisco 
Aironet 屋外アクセス ポイントとの屋外使用に向けて設計されています。このアンテナは 2.4 GHz 
の周波数帯域で 5-dBi ゲインです。

このアンテナの詳細については、『Cisco Aironet 5-dBi Omnidirectional Antenna 
(AIR-ANT2450V-N)-French』を参照してください。アンテナの取り付け時には、安全上の注意事項
のすべてに従ってください（「安全上の注意」セクション（2-45 ページ）を参照）。
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図 1-18 Cisco Aironet 2.4 GHz 5-dBi 全方向性アンテナ（モデル AIR-CAP1552EU-x-K9 および 

AIR-CAP1552CU-x-K9 のみへの設置）

Cisco Aironet 2.4-GHz 8-dBi 全方向性アンテナ（AIR-ANT2480V-N）

Cisco Aironet 2.4-GHz 8 dBi 全方向性アンテナは、2.4 GHz の周波数帯域で動作する無線で Cisco 
Aironet 屋外アクセス ポイントとの屋外使用に向けて設計されています。このアンテナは 2.4 GHz 
の周波数帯域で 8-dBi ゲインです。

このアンテナの詳細については、『Cisco Aironet 8-dBi Omnidirectional Antenna (AIR-ANT2480V-N)』
を参照してください。アンテナの取り付け時には、安全上の注意事項のすべてに従ってください

（「安全上の注意」セクション（2-45 ページ）を参照）。

図 1-19 Cisco Aironet 2.4 GHz 8-dBi 全方向性アンテナ（モデル AIR-CAP1552EU-x-K9 および 

AIR-CAP1552CU-x-K9 のみへの設置）
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Cisco Aironet 5-GHz 4-dBi 全方向性アンテナ（AIR-ANT5140V-N）

Cisco Aironet 5-GHz 4-dBi 指向性アンテナは、5 GHz の周波数帯域で動作する無線で Cisco 
Aironet 屋外アクセス ポイントとの屋外使用に向けて設計されています。このアンテナの基本機
能は次のとおりです。

• 5 GHz 周波数帯域で動作

• ゲイン：4 dBi

• 主により線（側面）取り付け用の直角アンテナ

アンテナの取り付け時には、安全上の注意事項のすべてに従ってください（「安全上の注意」セク
ション（2-45 ページ）を参照）。

図 1-20 Cisco Aironet 5 GHz 4-dBi 全方向性アンテナ（モデル AIR-CAP1552EU-x-K9 および 

AIR-CAP1552CU-x-K9 のみへの設置）

Cisco Aironet 5-GHz 8-dBi 全方向性アンテナ（AIR-ANT5180V-N）

Cisco Aironet 5-GHz 8-dBi 指向性アンテナは、5 GHz の周波数帯域で動作する無線で Cisco 
Aironet 屋外アクセス ポイントとの屋外使用に向けて設計されています。このアンテナは 5 GHz 
の周波数帯域で 8-dBi ゲインです。

このアンテナの詳細については、『Cisco Aironet 8-dBi Omnidirectional Antenna 
(AIR-ANT5180V-N)』を参照してください。アンテナの取り付け時には、安全上の注意事項のすべ
てに従ってください（「安全上の注意」セクション（2-45 ページ）を参照）。
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図 1-21 Cisco Aironet 5 GHz 8-dBi 全方向性アンテナ（モデル AIR-CAP1552EU-x-K9 および 

AIR-CAP1552CU-x-K9 のみへの設置）

複数の電源

1550 シリーズ アクセス ポイントでは、次の電源を使用できます。

• AC 電源：100 ～ 480 VAC、モデル 1552E と 1552EU のアクセス ポイント、柱取り付けの構成

• AC 電源：100 ～ 277 VAC、モデル 1552I アクセス ポイント

• Power-over-Cable（POC）：40 ～ 90 VAC、準方形波 AC、モデル 1552C と 1552CU（ケーブル モデ
ム構成の標準電源）

• 外部 12 VDC 

• Power-over-Ethernet（PoE）：56 VDC パワー インジェクタ（AIR-PWRINJ1500-2=）、モデル 
1552E と 1552EU のアクセス ポイントのみ

• 内部 6 アンペア時バッテリ バックアップ：1552E と 1552EU アクセス ポイント専用

警告 装置は、必ず、IEC 60950 に基づいた安全基準の安全超低電圧（SELV）の要件に準拠する DC 電源に
接続してください。ステートメント 1033

1552 アクセス ポイントは、複数の電源に接続することができます。アクセス ポイントは使用可
能な電源を検出し、次のデフォルトの優先順位を使用して対象の電源に切り替えます。

• AC 電源または POC 電源

• 外部 12 VDC 電力

• パワー インジェクタ PoE 電力 

• 内部バッテリ電力

警告 この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。すべての接続を取り外し、装置の
電源を遮断する必要があります。ステートメント 1028
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警告 火災の危険性を抑えるため、必ず 26 AWG 以上の太さの電話線コードを使用してください。ス
テートメント 1023

注意 インライン PoE を提供するには、1500 パワー インジェクタ（AIR-PWRINJ1500-2=）を使用する必
要があります。他のパワー インジェクタ、PoE スイッチ、および 802.3af 電源では十分な電源が供
給できず、アクセス ポイントが誤動作したり、電源が過電流状態になる可能性があります。

注意 1500 パワー インジェクタ（AIR-PWRINJ1500-2=）は屋内環境でのみ使用するようにしてください。

注意 アクセス ポイントを屋外または水に濡れたり湿度の多い場所に設置する場合は、National 
Electrical Code（NEC）の Article 210 で要求されているように、漏電遮断器（GFCI）付きで、アクセ
ス ポイントに電力を供給する AC 分岐回路をアクセス ポイントに装備する必要があります。

（注） ケーブル構成では、アクセス ポイントを POC 電源または外部 12VDC 電源で動作させている場
合にのみ、ケーブル モデムがアクティブになります。PoE 電源のみの使用では、ケーブル モデム
は非アクティブになります。

次の AC 電源コード オプションを使用できます。

• 米国およびカナダで街灯柱に取り付けるための 40 フィート（12.2 m）の電源コード。電源
コードの一方の端はアクセス ポイントの AC 電源コネクタ、もう一方の端は AC プラグ

（AIR-CORD-R3P-40NA=）でそれぞれ終端されます。

• 米国およびカナダ以外で使用する 40 フィート（12.2 m）の電源コード。電源コードの一方の
端はアクセス ポイントの AC 電源コネクタで終端され、もう一方の端は終端されていませ
ん。（AIR-CORD-R3P-40UE=）。

• 米国およびカナダで街灯柱に取り付ける長さ 4 フィート（1.2 m）の街路灯電源タップ アダプ
タ（AIR-PWR-ST-LT-R3P=）。

ケーブル モデム（POC）
アクセス ポイントの PDC ケーブル モデム構成では、柱取り付けのケーブル ラインからケーブ
ル ネットワークに接続するために内部ケーブル モデムを使用します。アクセス ポイントは、
ケーブル ネットワークから供給される 40 ～ 90VAC（準方形波 AC）電源で動作させることができ
ます。

このケーブル モデムは次の主な機能をサポートしています。

• Data Over Cable Service Interface Specifications（DOCSIS）3.0 

• 既存の DOCSIS 1.1 および 1.0 のネットワークとの下位互換性
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イーサネット（PoE）ポート

アクセス ポイントは、イーサネット アップリンク ポート（POE 入力）およびダウンリンク ポー
ト（POE 出力）をサポートします。アクセス ポイントの PoE 入力ポートでは RJ-45 コネクタ

（Liquid-Tight アダプタ付き）を使用してアクセス ポイントを 10/100/1000BASE-T ネットワーク
に接続します。イーサネット ケーブルは、イーサネット データの送受信に使用し、必要に応じて
パワー インジェクタから 56VDC インライン電源の供給に使用します。

（注） 1552E または 1552EU アクセス ポイントが PoE によって動作している場合は、PoE 出力ポートは
非アクティブです。

アクセス ポイントの PoE 出力（10/100/1000BASE-T）ポートでは、RJ-45 コネクタを使用して 
LAN 接続を実現し、カメラやセンサー ゲートウェイなど、ユーザが用意した周辺機器 1 台に 
IEEE 802.3af 電源を供給します。PoE 出力ポートをスイッチやハブには接続しないでください。
イーサネットの MAC アドレスは、アクセス ポイントの底面にある LED の下部に印刷されてい
ます。

（注） パワー インジェクタでアクセス ポイントが動作している場合は、PoE 出力ポートはディセーブ
ルになります。

ヒント アクセス ポイントはイーサネットと電源の信号を感知して、ケーブル接続に合った内部回路に
自動的に切り替わります。

警告 火災の危険性を抑えるため、必ず 26 AWG 以上の太さの電話線コードを使用してください。ス
テートメント 1023

イーサネット ケーブルには、シールド付きの屋外用カテゴリ 5e（CAT5e）以上の定格のものを使
用してください。アクセス ポイントはイーサネットと電源の信号を感知して、ケーブル接続に
合った内部回路に自動的に切り替わります。

注意 インライン PoE を提供するには、1500 パワー インジェクタ（AIR-PWRINJ1500-2=）を使用する必
要があります。他のパワー インジェクタ、PoE スイッチ、および 802.3af 電源では十分な電源が供
給できず、アクセス ポイントが誤動作したり、電源が過電流状態になる可能性があります。
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ファイバ オプション

警告 クラス 1 レーザー製品です。ステートメント 1008

工場に発注可能なファイバ オプションとして、ファイバ入出力機能が用意されています。ファイ
バ データの送受信は、次の SFP モジュールを使用して、アクセス ポイントに接続されたシング
ル ストランド ファイバ ケーブル経由で行われます。

• 耐久型 100BASE-BX10-U ファイバ着脱可能小型フォーム（SFP）モジュール 

• 耐久型 1000BASELX シングル モード SFP モジュール 

• 耐久型 1000BASESX マルチモード SFP モジュール

• EPON ONU 堅牢 SFP モジュール

（注） SFP モジュールはホットスワップ可能ではありません。

アクセス ポイントの底面には 1 つのファイバ接続があります（図 1-1 を参照）。クライアント 
データは、ファイバ対応スイッチからファイバ接続を経由して、ネットワーク コントローラに渡
されます。構成情報は、使用しているコントローラの構成ガイドに記載されています。

GPS オプション

GPS モジュールは、AP の場所を正確に特定し、それをコントローラにレポートするために必要
です。シスコの AIR-CAP 1552I/C/CU/E/EU/H 製品ラインの位置情報を提供します。

GPS アンテナの配線と固定の詳細については、『1550 Series GPS Hardware Mounting Guide』を参
照してください。

金属エンクロージャ

アクセス ポイントは金属製エンクロージャを使用し、屋内外での動作環境と工業用温度動作範
囲 -40 ～ 55°C（-40 ～ 131°F）に対応します。これにより、アクセス ポイントは NEMA 4 および 
IP67 の要求事項に適合しています。

オプションのハードウェア

発注内容によっては、次のオプションのアクセス ポイント ハードウェアが付属品として出荷さ
れます。

• 購入内容に応じた、外部アンテナ

• より線取り付けキット（AIR-ACCSMK1550=）

• 柱取り付けキット（AIR-ACCPMK1550=）

• 支柱取り付けキット用バンド取り付け工具（AIR-BAND-INS-TL=）

• AC 電源コード、北米用プラグ（AIR-CORD-R3P-40NA=）付き 40 フィート（12.2 m）

• AC 電源コード、ヨーロッパ用非終端（AIR-CORD-R3P-40NE=）40 フィート（12.2 m） 
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• 街路灯電源タップ（AIR-PWR-ST-LT-R3P=）

• パワー インジェクタ（AIR-PWRINJ1500-2=）

• 耐久型 1000BASELX シングルモード SFP（GLC-LX-SM-RGD=）

• 耐久型 1000BASESX マルチモード SFP（GLC-SX-MM-RGD=）

• EPON ONU 堅牢 SFP モジュール

• バッテリ、6 アンペア時（AIR-1520-BATT-6AH）

• FIPS キット（AIRLAP-FIPSKIT=）

• オプションの方向性アンテナ取り付けキット（AIR-ACCAMK-1）

• 避雷器キット（AIR-ACC245LA-N=）

• サードパーティ避雷器（現地機関の要請に応じて）

ネットワーク配置の例
アクセス ポイントは、無線クライアント アクセスと、ポイントツーポイント ブリッジング、ポイ
ントツーマルチポイント ブリッジング、およびポイントツーマルチポイント メッシュ無線接続
に対応するよう設計された無線デバイスです。アクセス ポイントは、別のアクセス ポイントに
リンクして有線ネットワーク接続にアクセスしたり、他のアクセス ポイントのリピータ動作を
提供したりするための 5 GHz のバックホール機能を備えています。

アクセス ポイントには、ルート アクセス ポイント（RAP）、またはすべてのアクセス ポイントの
デフォルトの役割であるメッシュ（非ルート）アクセス ポイント（MAP）という、無線が持つ 2 つ
の主要な役割があります。アクセス ポイントがファイバ、有線イーサネット、またはケーブルで

（スイッチを経由して）コントローラに接続されている場合、その無線の役割は RAP と呼ばれま
す。RAP であると見なすには、アクセス ポイントが RAP として設定されている必要があります。
RAP は、ブリッジングまたはメッシュ ネットワークへの親ノードとなります。コントローラは、
1 つ以上の RAP をサポートでき、それぞれの RAP が同じ無線ネットワークまたは異なる無線
ネットワークの親として機能します。同じメッシュ ネットワークに複数の RAP を配備して、冗
長性を確保することもできます。RAP と MAP のどちらのアクセス ポイントも、2.4 GHz および 
5 GHz 無線を使用して無線クライアントをサポートできます。5 GHz のクライアント アクセス
はユニバーサル クライアント アクセスと呼ばれます。

アクセス ポイントが有線イーサネット、光ファイバ、またはケーブルのいずれでもコントローラ
に接続されていない場合、その無線の役割は MAP と呼ばれます。MAP は、バックホール イン
ターフェイスを介して他の MAP に無線接続され、 終的には、スイッチを経由してイーサネッ
トまたはケーブルでコントローラに接続された RAP に接続されます。MAP は、ローカル LAN に
有線イーサネットで接続して、その LAN のブリッジエンド ポイントとして機能することもでき
ます（ポイントツーポイント ブリッジ接続またはポイントツーマルチポイント ブリッジ接続を
使用）。
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無線バックホール

アクセス ポイントは、5 GHz の無線を使用する無線バックホール機能をサポートすることで、別
のアクセス ポイントをブリッジして、コントローラとの有線ネットワーク接続にアクセスしま
す（図 1-22 を参照）。この構成では、有線ネットワークに接続されているアクセス ポイントは、
RAP と見なされます。リモート アクセス ポイントは MAP と見なされ、無線クライアント トラ
フィックを RAP に転送して、有線ネットワークへの転送を実現します。Control And Provisioning 
of Wireless Access Points（CAPWAP）で制御されているトラフィックも、このブリッジ リンクを介
して転送されます。

図 1-22 アクセス ポイントのバックホールの例

ポイントツーポイント ブリッジング 
アクセス ポイントを使用すると、リモートネットワークを延長できます。それには、図 1-23 に示
すように、5GHz のバックホール無線を使用して、2 つのネットワーク セグメントをブリッジン
グします。イーサネット ブリッジングをサポートするには、コントローラで各アクセス ポイン
トのブリッジングを有効にする必要があります。デフォルトでは、この機能はすべてのアクセス 
ポイントでオフになっています。

無線クライアント アクセスもサポートされますが、高層ビル間をブリッジングする場合、
2.4 GHz では無線範囲が制限されることがあるため、直接的な無線クライアント アクセスには
適さない場合があります。

図 1-23 アクセス ポイントのポイントツーポイント ブリッジングの例
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ポイントツーマルチポイント ブリッジング

アクセス ポイントを RAP として使用すると、複数のリモート MAP を、それらにアソシエートさ
れた有線ネットワークに接続することができます。デフォルトでは、この機能はすべてのアクセ
ス ポイントでオフになっています。イーサネット ブリッジングをサポートするには、コント
ローラで各アクセス ポイントのブリッジングを有効にする必要があります。無線クライアント 
アクセスもブリッジリンクを介して提供できますが、高層ビル間をブリッジングする場合、
2.4 GHz では無線範囲が制限されることがあるため、直接的な無線クライアント アクセスには
適さない場合があります。図 1-24 に、アクセス ポイントのポイントツーマルチポイント ブリッ
ジングの例を示します。

図 1-24 アクセス ポイントツー マルチポイント ブリッジングの例

ポイントツー マルチポイント メッシュ ネットワーク

アクセス ポイントは、一般的にメッシュ ネットワーク構成に配置されます。一般的なメッシュ
配置では、1 つ以上の RAP が、スイッチ経由でコントローラに有線ネットワーク接続されます。
有線ネットワーク接続されない他のリモート MAP は、バックホール機能を使用して、有線ネッ
トワークに接続されている RAP への 適なリンクを選択します。メッシュ ネットワークでは、
アクセス ポイント間のリンクがバックホール リンクと呼ばれます。

インテリジェントな無線ルーティングは Adaptive Wireless Path Protocol（AWPP）によって実現さ
れます。このプロトコルを使用することで、各 MAP はネイバー MAP を識別し、パスごとに信号
の強度とコントローラへのアクセスに必要なホップ数についてコストを計算して、有線ネット
ワークに接続されている RAP までの 適なパスをインテリジェントに選択できるようになり
ます。信号の強度でバックホールで使用できるデータ レートが決まるため、信号の強度にはプラ
イオリティが設定されています。

図 1-25 は、MAP および RAP を使用した一般的なメッシュ構成を示しています。

25
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第 1 章      概要

  ネットワーク配置の例
図 1-25 アクセス ポイントを使用した一般的なメッシュ構成

レイヤ 3 ネットワーク動作

アクセス ポイントは、レイヤ 3 ネットワーク動作をサポートします。レイヤ 3 構成のアクセス ポ
イントとコントローラは IP アドレスおよび UDP パケットを使用し、大規模なネットワークで
ルーティングが可能です。レイヤ 3 オペレーションは、拡張可能であり、シスコによって推奨さ
れています。

図 1-26 は、アクセス ポイントやコントローラを含む一般的なレイヤ 3 無線ネットワーク構成を
示しています。

図 1-26 レイヤ 3 アクセス ポイントの一般的なネットワーク構成例
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C H A P T E R 2

アクセス ポイントの設置

この章では、1552 アクセス ポイントを取り付ける方法について説明します。この章は、次の項で
構成されています。

• アクセス ポイントの開梱（2-2 ページ）

• 工具およびハードウェア（2-2 ページ）

• 警告（2-5 ページ）

• 安全にお使いいただくための情報（2-6 ページ）

• テスト環境での無線機器の損傷の回避（2-8 ページ）

• 取り付けに関するガイドライン（2-9 ページ）

• アクセス ポイントの取り付け（2-16 ページ）

• アンテナの取り付け（2-38 ページ）

• アクセス ポイントのアース接続（2-46 ページ）

• アクセス ポイントへの光ファイバ ケーブルの接続（2-46 ページ）

• アクセス ポイントへの電源供給（2-49 ページ）

• アクセス ポイントの設定（2-66 ページ）

• 次の作業（2-68 ページ）
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第 2 章      アクセス ポイントの設置

  アクセス ポイントの開梱
アクセス ポイントの開梱
アクセス ポイントを開梱する際は、アンテナ コネクタに取り付けられている発泡スチロールのブ
ロックを取り外さないでください。発泡スチロールは、設置時にアンテナ コネクタを保護します。

アクセス ポイントを開梱するには、次の手順に従ってください。

ステップ 1 梱包箱を開いて、中味を慎重に取り出します。

ステップ 2 梱包資材をすべて箱に戻して保管しておきます。

ステップ 3 「パッケージの内容」に記載されているすべての品目が揃っていることを確認します。内容物が
破損または不足している場合は、シスコの営業担当者にご連絡ください。

パッケージの内容

通常のアクセス ポイント パッケージには、次の品目が同梱されています。

• アクセス ポイント

• シスコ製品のマニュアルおよび翻訳版の安全についての警告

• Liquid-Tight アダプタ 3 個 

• 2 ピン DC 電源コネクタ

• アース ラグ（Panduit PLCD6-10A-L）およびロック ワッシャ付きネジ

• Power over Ethernet（PoE）ポートの防水ケーブル グランド（1552 アクセス ポイント モデルに
より、2 本または 3 本のケーブル グランドが提供されます）

工具およびハードウェア
1552 アクセス ポイントの取り付けに必要な工具および資材については、次を参照してください。

• オプションの工具および資材（2-2 ページ）

• ユーザが用意するオプションの工具および資材（2-3 ページ）

• 支柱への取り付けに使用するハードウェアおよび工具（2-4 ページ）

• より線ケーブルへの取り付けに使用するハードウェアおよび工具（2-4 ページ）

オプションの工具および資材

シスコから入手できるオプションの工具および資材は、次のとおりです。

• オプションのパワー インジェクタ（AIR-PWRINJ1500-2=）

• オプションの AC 電源コード

– 米国およびカナダで街灯柱に取り付ける長さ 40 フィート（12.2 m）の北米用プラグ付き
電源コード（AIR-CORD-R3P-40NA=）
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第 2 章      アクセス ポイントの設置

  工具およびハードウェア
– 米国およびカナダ以外の国の街灯柱に取り付ける長さ 40 フィート（12.2 m）のヨーロッ
パ式終端未処理 AC 電源コード（AIR-CORD-R3P-40UE=）

– 米国およびカナダで街灯柱に取り付けるための 4 フィート（1.2 m）の街路灯電源タップ 
アダプタ（AIR-PWR-ST-LT-R3P=）。

• 2.4/5 GHz アンテナ（「アンテナ構成」セクション（1-12 ページ）を参照）

• オプションのバッテリ バックアップ ユニット（AIR-1520-BATT-6AH=）：1552E および 
1552EU モデルでのみ使用

• FIPS キット（AIRLAP-FIPSKIT=）

• 耐久型 1000BASELX シングルモード SFP（GLC-LX-SM-RGD=）

• 耐久型 1000BASESX マルチモード SFP（GLC-SX-MM-RGD=）

• EPON ONU 堅牢 SFP モジュール

• オプションの柱取り付けキット（AIR-ACCPMK1550=） 

• オプションのより線取り付けキット（AIR-ACCSMK1550=） 

• オプションの結束ストラップ（BAND IT）（AIR-BAND-INST-TL=）

• オプションの方向性アンテナ取り付けキット（AIR-ACCAMK-1）

• 避雷器キット（AIR-ACC245LA-N=）

• サードパーティ避雷器（現地機関の要請に応じて）

ユーザが用意するオプションの工具および資材

ユーザが用意する工具および資材は、次のとおりです。

• アース ラグ用の圧着工具（CD-720-1 ダイ付の Panduit CT-720） 

• 6 AWG の銅製アース線

• 13 mm のメガネ レンチまたはソケット セット 

• 自在レンチ、22 mm ソケット、または Sealcon S-2200-WR ソケット レンチ

• #8 トルクス ドライバ

• DC 電源コネクタ用の小型マイナス ドライバ

• オプションの屋外用シールド タイプ イーサネット ケーブル（CAT5e 以上、直径 
0.20 ～ 0.35 インチ（0.51 ～ 0.89 cm）） 

• オプションのイーサネット用 RJ-45 コネクタと取り付けツール

• オプションの直径 0.20 ～ 0.35 インチ（0.51 ～ 0.89 cm）のシールド付き屋外用 DC 電源ケー
ブル

• オプションのケーブル F-Connector アダプタ（スティンガ）

• 地域の規制によって必要となるオプションの接地棒

• オプションのはしご、電動リフト、ロープ、またはその他の必要な工具
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第 2 章      アクセス ポイントの設置

  工具およびハードウェア
支柱への取り付けに使用するハードウェアおよび工具

垂直または水平な金属製、木製、またはファイバグラス製の支柱にアクセス ポイントを取り付け
る場合は、さらに次の工具と資材が必要です。

• 柱取り付けキット（AIR-ACCPMK1550=）

– 支柱クランプ ブラケット

– ストラップ ブラケット 2 個

– マウント ブラケット 1 個

– 六角ボルト（M8 X 16）12 個

– M8 フランジ ナット 1 個

– M8 平ワッシャ 6 個

– M8 スプリット ロック ワッシャ 10 個

– ステンレス スチール製の取り付けストラップ 2 個

• ユーザが用意する結束ストラップ工具（BAND IT）：（AIR-BAND-INST-TL=）

• ユーザが用意する 13 mm のメガネ レンチまたはソケット セット

• ユーザが用意する調整レンチ、22 mm ソケット、または Sealcon S-2200-WR ソケット レンチ 

より線ケーブルへの取り付けに使用するハードウェアおよび工具

より線ケーブルにアクセス ポイントを設置するには、次の追加の部品が必要です。

• より線ケーブル取り付けキット（AIR-ACCSMK1550=） 

– 六角ボルト（M8、0x16mmL）4 個

– M8 スプリット ロック ワッシャ（0.14 8mmoD、2mmT）4 個

– M8 平ワッシャ（16.0mmOD、1.6mmT）4 個

– 根角ボルトの留め具（5/16-18 x 1.25 インチ）2 個

– 鋸歯状フランジ付き六角ナット（5/16-18）6 個

– 根角ボルト（5/16 x 5/8LG）4 個 

– より線取り付けブラケット：左側ブラケット 1 個、右側ブラケット 1 個、調整可能ブラ
ケット 2 個

– ストラップ クランプ 4 個

• ユーザが用意する 13mm のメガネ レンチまたはソケット セット

• ユーザが用意する調整レンチ、22 mm ソケット、または Sealcon S-2200-WR ソケット レンチ 
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  警告
警告
安全についての警告の翻訳は、ご使用のアクセス ポイントに付属、または Cisco.com で入手可能
な安全上の警告についてのマニュアルに含まれています。Cisco.com にあるドキュメントを参照
する方法については、付録 A「翻訳版の安全上の警告」の説明を参照してください。

警告 安全上の重要事項
「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されています。装置の取り扱い作
業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止策に留意してください。各警告
の 後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の安全についての警告を参照
してください。ステートメント 1071
これらの注意事項を保管しておいてください。

警告 この装置の設置は、設置手順ごとに訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。設置者
は、地方自治体および監査部によって要求された設置の構造的完全性に対する地方または国の
安全検査を実施する責任があります。

警告 シールドされていない雷管の近くや爆発の可能性のある場所では、そうした環境での使用が想
定されていないユニットを使用しないでください。ステートメント 364

警告 指定した Liquid-Tight アダプタで使用される、この設置ガイドで指定したケーブルは、湿気侵入
から Type 4/IP67 エンクロージャを保護します。代替ケーブルを使用する場合は、ケーブルのサイ
ズ（OD）が液密アダプタの許容範囲を満たすことを確認する必要があります。

警告 本機器は、電力を供給する前に、お客様が準備した地線を使用して外部接地する必要がありま
す。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認して
ください。ステートメント 366

警告 設置手順を読んでから、システムを電源に接続してください。ステートメント 1004

警告 本製品の 終処分は、各国のすべての法律および規制に従って行ってください。ステートメ
ント 1040
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第 2 章      アクセス ポイントの設置

  安全にお使いいただくための情報
安全にお使いいただくための情報
この項のガイドラインに従って、アクセス ポイント を正しく操作し、安全に使用してください。

FCC 安全性に関する適合性声明

FCC は、ET Docket 96-8 での決定により、FCC 認証機器が放射する RF 電磁エネルギーに人体が
晒される場合の安全基準を採択しています。承認済みの Cisco Aironet アンテナを使用する場合、
Cisco Aironet 製品は、OET-65 および ANSI C95.1、1991 に明記されている非制御製品の環境に対
する制限事項を満たしています。この文書の指示に従ってこの無線装置を適切に操作すると、
ユーザへの照射は FCC 推奨限界値よりもかなり低く抑えられます。

安全上の注意事項

警告 FCC 無線周波数（RF）被爆制限に準拠するためには、アンテナと作業者全員の身体との間に、アン
テナ ゲインが 8 dBi 未満のアンテナの場合は 20 cm（7.9 インチ）以上の距離、13 dBi までのアンテ
ナの場合は 50 cm（20 インチ）以上の距離を保つ必要があります。ステートメント 332

警告 AC 電源には両極/中性極にヒューズが装備されています。ステートメント 188

警告 雷が発生しているときには、システムに手を加えたり、ケーブルの接続や取り外しを行ったりし
ないでください。ステートメント 1001

警告 クラス 1 レーザー製品です。ステートメント 1008

警告 バッテリが適正に交換されなかった場合、爆発の危険があります。交換用バッテリは元のバッテ
リと同じものか、製造元が推奨する同等のタイプのものを使用してください。使用済みのバッテ
リは、製造元が指示する方法に従って処分してください。ステートメント 1015

警告 容易にアクセス可能な二極切断装置を固定配線に組み込む必要があります。ステートメント 1022

警告 火災の危険性を抑えるため、必ず 26 AWG 以上の太さの電話線コードを使用してください。ス
テートメント 1023

警告 この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。すべての接続を取り外し、装置の
電源を遮断する必要があります。ステートメント 1028
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  安全にお使いいただくための情報
警告 この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。ス
テートメント 1030

警告 装置は、必ず、IEC 60950 に基づいた安全基準の安全超低電圧（SELV）の要件に準拠する DC 電源に
接続してください。ステートメント 1033

警告 装置を設置または交換する際は、必ずアースを 初に接続し、 後に取り外します。ステートメ
ント 1046。

警告 送電線またはその他の電灯/電力回線に近い場所や、これらの回線に接触する可能性のある場所
に、アンテナを設置しないでください。アンテナを設置するときには、死傷事故のおそれがある
ので、これらの回線に絶対に接触しないよう十分に注意する必要があります。アンテナの適切な
設置およびアース接続の手順については、国および地域の規定を参照してください（たとえば、
NFPA 70、National Electrical Code, Article 810（米国）。Canadian Electrical Code, Section 54（カナ
ダ）。ステートメント 1052

注意 電源コードを接続または遮断する前に、適切な遮断装置を使用して電源コードから AC 電源を取
り外してください。

AC 電源コードの安全性に関するその他の重要な注意事項については、AC 電源コードに付属し
ている『Cisco Aironet 1550 シリーズの屋外メッシュ アクセス ポイント用 AC 電源コード』を参照
してください。

安全を確保し、適切に設置するために、次の安全に関する注意事項を読み、その指示に従ってく
ださい。

• 安全性とパフォーマンスを念頭に置いて、取り付け場所を決定します。電力線と電話回線は
類似していることに注意してください。どのような架空線であっても、感電事故の危険性が
あると見なすようにします。

• 電力会社にお問い合わせください。設置計画について打ち合わせて、設置案を実際に見て確
認するよう依頼してください。

• 取り付けを開始する前に、取り付け手順を綿密に計画します。マストやタワーを正常に構築
できるかどうかは、作業の連携に大きく依存します。各作業員はそれぞれ特定のタスクを受
け持ち、そのタスクの内容とタイミングを認識している必要があります。1 人の作業員が作
業の責任者となって指示を出し、トラブルの兆候がないかをモニタします。

• アクセス ポイントおよびアンテナの設置時は、次のことに注意してください。

– 金属製のはしごを使用しない。

– 雨の日や風の強い日には作業しない。

– 適切な衣服を着用する。靴底とかかと部分がゴム製の靴、ゴム製の手袋、および長袖の
シャツまたはジャケットを着用する。
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  テスト環境での無線機器の損傷の回避
• アクセス ポイントは、ロープを使用して持ち上げます。組み立て部品が落下しかけた場合
は、その場所から離れ、部品をそのまま落としてください。

• アンテナ システムの一部が電力線に接触した場合は、その部分に触ったり自分で取り除こ
うとしたりしないでください。現地の電力会社にお問い合わせください。電力会社の担当者
が安全に取り除きます。

事故が発生した場合は、ただちに有資格者に連絡してください。

テスト環境での無線機器の損傷の回避
屋外ユニット（ブリッジ）の無線機器は、屋内ユニット（アクセス ポイント）よりも送信電力レベル
が高く設定されています。リンク内で高電力無線をテストする場合は、受信機の 大受信入力レベ
ルを超えないようにする必要があります。通常の動作範囲を超えると、パケット エラー率（PER）の
パフォーマンスが低下します。より高いレベルでは、受信機が恒久的に損傷を受けるおそれがあり
ます。受信機への損傷および PER の低下を防ぐには、次のいずれかの技術を使用します。

• 受信機への損傷を避けるには、全方向性アンテナ間の距離を 2 フィート（0.6 m）以上離し、
PER の低下を避けるには、25 フィート（7.6 m）以上離します。

（注） これらの距離は、自由空間パス損失を想定しているため、控えめに設定されています。実
際の導入において、見通しがよい場合には、損傷および性能低下を防ぐために必要な距離
を短くすることができます。

• 設定された送信電力を、 小レベルに変更します。

• 方向性アンテナを使用し、相互に離して設置します。

• アンテナ、コンバイナ、またはスプリッタを組み合わせて使用し、アンテナの総減衰量が 60 dB 
以上になるように無線を配線します。

放射テスト ベッドにおける送信電力、アンテナ ゲイン、減衰、および受信感度の関係は、次の式
によって表されます。

txpwr + tx gain + rx gain - [attenuation due to antenna spacing] < max rx input level

それぞれの説明は次のとおりです。
txpwr = Radio transmit power level
tx gain = transmitter antenna gain
rx gain = receiver antenna gain

伝導テスト ベッドにおける送信電力、アンテナ ゲイン、および受信感度の関係は、次の式によっ
て表されます。

tx 電力 - [同軸コンポーネントによる減衰] < 大 rx 入力レベル

注意 どのような場合でも、RF 減衰器を使用せずに 1 つのアクセス ポイントから別のアクセス ポイン
トのアンテナ ポートに接続しないでください。アンテナ ポート間を接続する場合は、 大存続
可能受信レベルである 0 dBm を超えないようにする必要があります。0 dBm を超えると、アクセ
ス ポイントが損傷を受けるおそれがあります。総減衰量が 60dB 以上の減衰器、コンバイナ、およ
びスプリッタを使用すると、受信機が損傷したり、PER パフォーマンスが低下したりすることは
ありません。
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第 2 章      アクセス ポイントの設置

  取り付けに関するガイドライン
取り付けに関するガイドライン
アクセス ポイントは無線デバイスであるため、スループットと範囲の低下をもたらす一般的な
干渉の影響を受けやすい性質があります。 高のパフォーマンスを得るため、次の基本ガイドラ
インに従ってください。

• Cisco Mesh ネットワークの計画と初期設定については、『Cisco Wireless Mesh Access Points, 
Design and Deployment Guide, Release 7.3』を参照してください。

• 屋外無線 LAN デバイスの設置と操作については、
http://www.cisco.com/en/US/partner/prod/collateral/routers/ps272/data_sheet_c78-647116_ps114
51_Products_Data_Sheet.html で入手可能な FCC ガイドラインを参照してください。

• 設置を開始する前に、サイト調査を行います。

• アクセス ポイントとの間の無線信号を妨げる建造物、樹木、または丘がないエリアにアクセ
ス ポイントを設置します。

• アクセス ポイントはどの高さにでも設置できますが、 高のスループットを得るには、すべ
てのアクセス ポイントを同じ高さに取り付ける必要があります。地上の無線クライアント
をサポートできるようにするため、アクセス ポイントを 40 フィート以下の高さに取り付け
ることを推奨します。

（注） パス ロスの計算とアクセス ポイントの設置間隔の決定については、RF 計画の専門家に相談して
ください。

サイト調査

ネットワーク アプリケーションごとに特有の設置方法があります。複数のアクセス ポイントを
設置する前に、サイト調査を実行してネットワーク コンポーネントの 適な使用方法を決定し、
範囲、カバレッジ、およびネットワーク パフォーマンスを 大限高める必要があります。

サイト調査を実施する際は、次の動作条件および環境条件を考慮してください。

• データ レート：感度と範囲は、データ ビット レートに反比例します。無線範囲は、動作可能
なデータ レートが も低いときに 大になります。無線データが増加すると受信感度が低
下します。

• アンテナのタイプと配置：無線範囲を 大化するには、アンテナの適切な設定が不可欠です。
一般に、範囲はアンテナの高さに比例して広くなります。ただし、位置が高すぎると、その他
の未認可無線システムからの干渉を受けやすくなり、地上に対する無線カバレッジが減少す
るため、アンテナを必要以上に高い位置に取り付けないでください。

• 物理的な環境：閉鎖または密集した場所よりも、見通しのよい開かれた場所のほうが無線範
囲は広くなります。

• 障害物：建造物、樹木、丘などの物理的な障害物があると、無線デバイスのパフォーマンスが
低下します。送信アンテナと受信アンテナの間に障害物がある場所には、デバイスを配置し
ないでください。
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第 2 章      アクセス ポイントの設置

  取り付けに関するガイドライン
取り付けを開始する前に

取り付け作業を開始する前に

• サイト調査が完了していることを確認します。

• ネットワーク インフラストラクチャ デバイスが稼働し、適切に設定されていることを確認
します。

• コントローラがスイッチのトランク ポートに接続されていることを確認します。

• アクセス ポイントに接続するために、スイッチがタグなしのアクセス ポートで設定されて
いることを確認します。

• オプション 43 が設定された DHCP サーバにアクセス ポイントが到達可能であることを確
認するか、アクセス ポイント内のコントローラ情報を手動で設定します（詳細については、

「DHCP オプション 43 の設定」セクション（F-1 ページ）を参照してください）。

• アクセス ポイントの設置コンポーネントを確認しておきます（「アクセス ポイントの設置コ
ンポーネントの確認」セクション（2-10 ページ）を参照）。

アクセス ポイントの設置コンポーネントの確認

アクセス ポイントは、高いビルの屋根の突出部や街灯柱などの屋外環境に設置するよう設計さ
れています。次の図を慎重に確認して、システム コンポーネント、コネクタ、インジケータ、ケー
ブル、システムの相互接続、およびアースについて理解してください。

• 一般的なアクセス ポイント設置におけるコンポーネント（図 2-1 を参照）

• 電柱への取り付け（図 2-2 を参照）

• より線ケーブルへの取り付け（図 2-3 を参照）

• 街路灯の電源タップの取り付け（図 2-4 を参照）

（注） このマニュアルの図では、アクセス ポイントで使用可能なすべての接続を示してあります。
1552E アクセス ポイントの AC 電源入力コネクタを除いて、未使用のコネクタにコネクタ プラ
グを装着し、アクセス ポイントの防水性を確保します。コネクタの開口部には、アクセス ポイン
トの配置前でも配置後でも取り付けることが可能な Liquid-Tight アダプタが用意されています。

AC 入力コネクタを使用しないで 1552E に電力を供給する場合（たとえば、Cisco パワー インジェ
クタを使用する場合）は、AC 電源入力コネクタをカバーすることが重要です。正しいキャップ
は、Remke 社の部品番号 75-0086 です（http://www.remke.com/）。
2-10
Cisco Aironet 1550 シリーズ屋外メッシュ アクセス ポイント ハードウェア設置ガイド

OL-24247-01-J

http://www.remke.com/


 

第 2 章      アクセス ポイントの設置

  取り付けに関するガイドライン
図 2-1 一般的なアクセス ポイント設置におけるコンポーネント

1 建物の屋根の突出部 6 地面

2 シールド付き屋外用イーサネット
（CAT5e 以上）ケーブル1

1. ユーザ側で用意。

7 AC 電源コード2

2. AC 電源コードの安全アース線には、接地棒への接地経路を設ける必要があります。

3 水きり用ループ 8 パワー インジェクタ3

3. シールド付きイーサネット ケーブルには、パワー インジェクタと AC 電源コードの保護アース線を経由した接地
経路があります。

4 6 AWG のアース線1 9 シールド付きイーサネット ケーブル
（CAT5e 以上）1

5 接地棒1 10 コントローラ（スイッチを経由）
28

19
38

1
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9
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5
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第 2 章      アクセス ポイントの設置

  取り付けに関するガイドライン
（注） 1552 アクセス ポイントは、アクセス ポイントの電子装置に対する落雷の影響を考慮して設計さ
れています。1552 アクセス ポイントのイーサネット ポートおよび電源ポートには、避雷器回路
が内蔵されています。入力イーサネット ポートでは、電源入力モジュール（PEM）でガス放電管

（GDT）を使用して落雷の影響を軽減します。AC 電源では、GDT をヒューズと共に使用して高電
流状態を軽減します。DC 電源の場合は、ヒューズを使用して高電流状態を軽減します。

あまり一般的ではありませんが、ユーザによっては追加の保護策を講じるため、アンテナ ポート
に落雷保護の導入を検討する場合があります。EN/IEC60950-22（条項 4.2）要件を満たすため、必
ず外部的に装置の追加保護を行い、アクセス ポイントの AC 電源入力時に過電圧 IV から過電圧
カテゴリ II への過渡的サージを軽減する必要があります。この保護に使用する過電圧および漏
電保護コンポーネントは、IEC 61643 シリーズの規格に準拠する必要があります。
CAN/CSA-C22.2 No. 60950-22-07/UL60950-22 の要件を満たすため、設置者が代替コンポーネン
トを使用して追加の保護を提供する場合があります。これらのコンポーネントの中には、
ANSI/IEEE C62.11、CSA Certification Notice No.516、CSA C22.2 No. 1、または UL 1449 に準拠して
いるものがあります。用途に対するコンポーネントの適合性を、対象となる設置に関して判断す
る必要があります。（たとえば、デバイスによっては引き込み口の負荷側への設置にのみ適した
ものや、コードに接続された装置での使用にのみ適したものがあります）。

警告 装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。ステートメント 1074

図 2-2 柱への取り付け 
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第 2 章      アクセス ポイントの設置

  取り付けに関するガイドライン
図 2-3 より線ケーブルへの取り付け例：1552 モデル AIR-CAP1552C-x-K9 の場合

1 ステンレス スチール製の取り付けスト
ラップ 

（柱取り付けキットに付属）

4 Cisco Aironet デュアルバンド全方向性アン
テナ。2.4 GHz 帯域と 5 GHz 帯域の両方をカ
バーするデュアルバンド アンテナです。

2 支柱（木製、金属製、またはファイバグラ
ス製）
直径 2 ～ 16 インチ（5.1 ～ 40.6 cm）

5 1552 シリーズ アクセス ポイント モデル 
AIR-CAP1552E-x-K9

3 取り付けブラケット（柱取り付けキットに
付属）

1 より線ケーブル取り付けキット ブラ
ケット

4 ロープロファイル デュアルバンド
（2.4 GHz および 5 GHz）3 素子アレイ アン
テナ ユニット

2 より線支持ケーブル 5 POC ケーブル用 F コネクタ アダプタ（モ
デル AIR-CAP1552C-x-K9 のみ）

3 ケーブル束

25
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第 2 章      アクセス ポイントの設置

  取り付けに関するガイドライン
図 2-4 街路灯の電源タップ アダプタの取り付け 

アクセス ポイントのヒンジ付きカバーを開く

光ファイバ SFP モジュールおよびファイバ ケーブル巻き取りリールを取り付ける際は、アクセ
ス ポイントのヒンジ付きカバーを開く必要があります。

アクセス ポイントのヒンジ付きカバーを開く手順は、次のとおりです。

ステップ 1 0.5 インチ（13 mm）のメガネレンチまたはソケット セットを使用して、ユニットの前面カバーの 
4 本のボルトを外します。ヒンジのボルトは手で簡単に回せるように 2 回転ほど緩めておきま
す。ボルトをヒンジから取り外さないでください（図 2-5）。

ステップ 2 カバーは底部がヒンジで固定されています。カバーを慎重に開き、取り外します。

（注） カバーが簡単に開かない場合は、再度ヒンジのボルトを慎重に緩めます。

1 屋外照明コントロール 3 6 AWG のアース線

2 街路灯の電源タップ アダプタ

28
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39

1 2

3

2-14
Cisco Aironet 1550 シリーズ屋外メッシュ アクセス ポイント ハードウェア設置ガイド

OL-24247-01-J



 

第 2 章      アクセス ポイントの設置

  取り付けに関するガイドライン
図 2-5 ヒンジ付きカバーのアクセス ポイントの前面

アクセス ポイントのヒンジ付きカバーを閉じる

アクセス ポイントのカバーを閉じる手順は、次のとおりです。

ステップ 1 アクセス ポイントのカバーを閉じるときに、内部のワイヤを挟まないように注意してください。

ステップ 2 アクセス ポイントのすべての側面を慎重にカバーの面に合わせ、各ボルトを手でゆっくりと締
めます。

ステップ 3 すべてのボルトを手で締めた後、13 mm のメガネ レンチまたはソケット セットを使用し、図 2-6 
に示す順序で少しずつ締めていきます。各ボルトを 3 ～ 4 フィート ポンド（0.34 ～ 0.45 Nm）で締
めます。

ステップ 4 同じ締め付けの順番でステップ 3 を繰り返し、各ボルトを 6 ～ 7 フィート ポンド 
（0.68 ～ 0.79 Nm）で完全に締めます。

1 M8 x32 ボルト 2 カバー ヒンジの M8 x32 ボルト
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第 2 章      アクセス ポイントの設置

  アクセス ポイントの取り付け
図 2-6 ヒンジ付きカバーのボルト締め付け順序

アクセス ポイントの取り付け
ここでは、アクセス ポイントの設置手順について説明します。アクセス ポイントを設置する担
当者は、ワイヤレス アクセス ポイント、ブリッジング技術、アース手法について理解している必
要があります。

注意 壁面にアクセス ポイントを取り付けるためのすべての設置方法は、各管轄地域で許可された方
法にする必要があります。

設置オプション

次の 2 つのオプションの取り付けキットがあります。

• より線取り付けキット：より線ケーブルへの取り付け用 

• 柱取り付けキット：支柱、壁、街路灯への取り付け用

警告 この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。ス
テートメント 1030

1 ～ 6 1 番から順番にボルトを締めます。
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第 2 章      アクセス ポイントの設置

  アクセス ポイントの取り付け
警告 装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。ステートメント 1074

注意 インライン PoE を提供するには、アクセス ポイント用として指定されているパワー インジェク
タ（AIR- PWRINJ1500-2=）を使用する必要があります。その他のパワー インジェクタ、PoE ス
イッチ、および 802.3af 電源は、適切な電力を提供しないため、アクセス ポイントの誤動作の原因
になり、電源での過電流状態を引き起こすことになります。アクセス ポイントに接続されている
スイッチ ポートで、PoE がオフになっていることを確認してください。

取り付けの詳細については、次の項を参照してください。

• アクセス ポイントの取り付け方向（2-17 ページ）

• 壁面への取り付けブラケットの取り付け（全モデル）（2-18 ページ）

• 支柱への取り付けブラケットの取り付け（全モデル）（2-20 ページ）

• 取り付けブラケットへの 1552E、1552EU、または 1552I の取り付け（2-26 ページ）

• 取り付けブラケットへの 1552C または 1552CU の取り付け（2-29 ページ）

– より線ケーブルへの 1552C または 1552CU アクセス ポイントの取り付け（2-29 ページ）

– 支柱/壁面への 1552C または 1552CU アクセス ポイントの取り付け（2-32 ページ）

– 丸天井への設置における上向きの 1552C または 1552CU アクセス ポイントの取り付け
（2-35 ページ）

アクセス ポイントの取り付け方向

アクセス ポイントを水平または垂直な面に取り付ける際は、LED インジケータが下向きになる
方向にアクセス ポイントを取り付けるようにします（図 2-2、図 2-3、および図 2-4 を参照）。この
位置に取り付けると、アクセス ポイント直下の地上から LED を確認できます。

また、ヒンジ付きアクセス カバーが外向きに取り付けられていることを確認する必要があります。

（注） 全方向性アンテナは垂直偏向となるため、アンテナを下向きにして垂直方向に取り付ける必要
があります。
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第 2 章      アクセス ポイントの設置

  アクセス ポイントの取り付け
壁面への取り付けブラケットの取り付け（全モデル）

オプションの柱取り付けキットには、壁面取り付け用の取り付けブラケットが付属しています。
取り付けブラケットをテンプレートとして使用し、設置用の取り付け穴の位置に印を付けるこ
とができます。準備が整ったら取り付けプレートを設置し、アクセス ポイントを取り付けます。
表 2-1 に、柱取り付けキット以外に用意する必要のある資材を示します。

注意 取り付け面、取り付けネジ、およびオプションのウォール アンカーには、50 ポンド（22.7 kg）の静
止耐荷重が必要です。

表 2-1 取り付けブラケットを垂直壁面に取り付けるために必要な資材 

必要な資材 キットに
付属

• アース ラグとネジ（アクセス ポイントに付属）

• アース ラグ用の圧着工具（CD-720-1 ダイ付きの 
Panduit CT-720）（http://onlinecatalog.panduit.com） 

• M8 または 5/16 インチ（31 mm）のネジ 4 個

• ウォール アンカー 4 個（壁面の材質に適したもの）

• ウォール アンカー用ドリル ビット

• 電動ドリルと標準的なドライバ

• #6-AWG アース線

• シールド付き屋外用イーサネット ケーブル（CAT5e 
以上）

• アース ブロック

• 接地棒

• 13 mm メガネ レンチまたはソケット セット

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ
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第 2 章      アクセス ポイントの設置

  アクセス ポイントの取り付け
垂直壁面にアクセス ポイントを取り付けるには、次の手順に従います。

ステップ 1 取り付けブラケットをテンプレートとして使用し、取り付け面の 4 つのネジ穴の位置に印を付
けます。取り付けブラケットのネジ穴の位置については、図 2-7 を参照してください。オプション
で、個別の取り付け穴や取り付けスロットを使用できます。

図 2-7 壁面取り付け用の取り付けブラケット

ステップ 2 ユーザが用意した 4 つのネジとオプションのネジ アンカーを使用して、取り付けプレートを取
り付け面に取り付けます。

（注） アクセス ポイントを化粧しっくい、セメント、またはドライウォールに取り付ける場合
は、必要に応じて、適切なネジ アンカーおよび屋外仕様の合板の背板を使用します。

ステップ 3 何を購入したかに応じて、取り付けブラケットへの 1552E、1552EU、または 1552I の取り付け
（2-26 ページ）または取り付けブラケットへの 1552C または 1552CU の取り付け（2-29 ページ）に
進みます。

1 アクセス ポイントのクイック取り付け
ノッチ

3 取り付けスロット（ブラケットを回転可能）

2 取り付け穴

34
55

84

13.9” 1.5”
6.8”

5.2”

2

3
2

1

1
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第 2 章      アクセス ポイントの設置

  アクセス ポイントの取り付け
支柱への取り付けブラケットの取り付け（全モデル）

垂直な支柱、マスト、または街灯柱にアクセス ポイントを取り付ける場合は、オプションの Cisco 
柱取り付けキットを使用する必要があります。このキットは、直径が 2 ～ 16 インチの金属製、木
製、またはファイバグラス製の柱への取り付けをサポートしています。

支柱クランプ ブラケットと取り付けブラケットの組み立て

支柱、マスト、または街灯柱にアクセス ポイントを取り付ける場合は、オプションの Cisco 柱取
り付けキットを使用する必要があります。このキットは、直径が 2 ～ 16 インチの金属製、木製、ま
たはファイバグラス製の柱への取り付けをサポートしています。

柱取り付けキットには、支柱への取り付け前に組み立てが必要な部品がいくつかあります。ま
ず、アクセス ポイントを取り付ける支柱の直径に合わせて、支柱クランプ ブラケットの 2 つのス
トラップ ブラケットを組み立てます。図 2-8 に、支柱の直径インジケータと支柱クランプ ブラ
ケットのボルト穴を示します。

図 2-8 支柱クランプ ブラケットの調整穴の位置

1 支柱サイズのインジケータ 

• 2 ～ 6 インチ 

• 6 ～ 11 インチ 

• 11 ～ 16 インチ

2 支柱の直径に適合するボルト穴（ここ
では 11 ～ 16 インチを使用）
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第 2 章      アクセス ポイントの設置

  アクセス ポイントの取り付け
支柱クランプ ブラケットを組み立てるには、次の手順を実行します。

ステップ 1 使用する柱の直径に応じて、支柱クランプ ブラケットにストラップ ブラケットの位置を合わ
せ、各ストラップ ブラケットを 2 本の M8 x16 のボルトで（ロック ワッシャを併用して）固定しま
す（図 2-9 を参照）。ボルトを 13 ～ 15 フィート ポンド（17.6 ～ 20.3 Nm）で締めます。

図 2-9 組み立てられた支柱クランプ ブラケットとストラップ ブラケット

ステップ 2 M8 ナットを支柱クランプ ブラケットの支持ボルトにねじ込み、ボルトが脱落しないようナット
を十分に締め付けます。

ステップ 3 「支柱へのブラケット アセンブリの取り付け」セクション（2-22 ページ）に移動します。

1 M8 x1.25x16 ボルト（ロック ワッ
シャ付き）

3 ストラップ ブラケット（直径 
11 ～ 16 インチの支柱に合わせた
場合）

2 支柱クランプ ブラケット
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第 2 章      アクセス ポイントの設置

  アクセス ポイントの取り付け
支柱へのブラケット アセンブリの取り付け

アクセス ポイントは、電源を利用できる場所であれば、有線 LAN 接続なしでも設置できます。ア
クセス ポイントは、Adaptive Wireless Path Protocol（AWPP）に基づいたインテリジェントな無線
ルーティングを使用します。AWPP を使用すると、リモート アクセス ポイントは、別のアクセス 
ポイントを使用している有線 LAN ネットワークへのルートを動的に 適化できます。

1552 アクセス ポイントは、メッシュ バックホールおよび接続に 5 GHz の電波を使用します。
2.4 GHz の電波は、ローカルの無線クライアント アクセスに使用します。

アクセス ポイントを垂直の支柱や街路灯に取り付ける場合は、2 本の金属帯を支柱に設置して
アクセス ポイントをサポートします。この手順を実行するには、柱取り付けキットに付属してい
ない工具や資材が別途必要です（表 2-2 を参照）。

アクセス ポイントを垂直の支柱や街路灯に取り付けるには、次の手順を実行します。

ステップ 1 アクセス ポイントを取り付ける支柱上の位置を選択します。アクセス ポイントは、直径が 
2 ～ 16 インチ（5.1 ～ 40.6 cm）の支柱に取り付けることができます。

（注） 街路灯電源タップ アダプタを使用する場合は、屋外照明コントロールの 3 フィート（1 m）
以内にアクセス ポイントを配置してください。

ステップ 2 支柱が 3.5 インチ（8.9 cm）より太い場合は、2 本の金属製ストラップを使用して支柱クランプ ブ
ラケット アセンブリを支柱に取り付けます（図 2-10 を参照）。ストラップ用工具（BAND IT）

（AIR-BAND-INST-TL=）に同梱されている手順に従い、ストラップ ブラケットのスロットを通し
て、各金属製ストラップを 2 回巻きます。

注意 支柱クランプ ブラケットとストラップ ブラケットの間の広いすき間を通して金属製ストラッ
プを巻かないでください。アクセス ポイントを適切に固定できなくなります。

表 2-2 アクセス ポイントを支柱に取り付けるために必要な資材 

取り付け方法 必要な資材 キットに
付属

垂直な支柱または街路灯 • 0.75 インチ（1.9 cm）のステンレス スチール製バ
ンド 2 個

• 結束ストラップ用工具（BAND IT）（Cisco 
AIR-BAND-INST-TL=）

• アース ラグ（アクセス ポイントに付属）

• アース ラグ用の圧着工具（CD-720-1 ダイ付きの 
Panduit CT-720）（http://onlinecatalog.panduit.com） 

• #6 AWG アース線

はい

いいえ

はい

いいえ

いいえ
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第 2 章      アクセス ポイントの設置

  アクセス ポイントの取り付け
図 2-10 3.5 インチ（8.9 cm）よりも太い支柱に取り付けたクランプ ブラケット アセンブリ

ステップ 3 直径が 3.5 インチ（8.9 cm）以下の支柱の場合は、支柱クランプ ブラケットとストラップ ブラケッ
トの間のすき間を通して巻いた 2 本の金属製ストラップを使用して、支柱クランプ ブラケット 
アセンブリを支柱に取り付けます（図 2-11 を参照）。これにより、極端な環境下でも 大強度で固
定できます。ストラップ用工具（BAND IT）（AIR-BAND-INST-TL=）に同梱されている手順に従
い、各金属ストラップを 2 回巻きます。

1 支柱クランプ ブラケット 3 金属製の取り付けストラップ

2 ストラップ ブラケットのストラップ ス
ロット

4 支柱

1

2 3

2 3 4

23
14

18
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  アクセス ポイントの取り付け
図 2-11 3.5 インチ（8.9 cm）以下の支柱の金属製ストラップのすき間 

注意 支柱クランプ ブラケットとストラップ ブラケットの間の広いすき間を通して金属製ストラッ
プを巻かないでください。アクセス ポイントを適切に固定できなくなります。

ステップ 4 必要に応じて、金属製ストラップを締める前に、支柱クランプ ブラケットを支柱に設置します。

（注） 金属製ストラップを完全に締め付けると、金属製ストラップを切断または分解しない限
り、支柱クランプ ブラケットを調整できなくなります。

ステップ 5 結束ストラップ用工具（BAND IT）（Cisco AIR-BAND-INST-TL=）を使用し、工具に同梱されてい
る手順書に従って金属ストラップを締めます。金属バンドはできる限り固く締めてください。

ステップ 6 取り付けブラケットを支柱クランプ ブラケットの支持ボルトに載せます（図 2-12 を参照）。

ステップ 7 垂直な支柱の場合は、図 2-12 に示すようにマウント ブラケットを配置します。水平な街路灯柱
の場合、取り付けブラケットを図 2-12 に示す位置から 90o 回転させます。

1 金属製ストラップのすき間
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  アクセス ポイントの取り付け
ステップ 8 4 本の M8 x16 ボルトを（平ワッシャとロック ワッシャ付きで）ボルト穴に取り付けます。

図 2-12 取り付けブラケットおよび支柱クランプ ブラケット アセンブリのネジ穴の位置

ステップ 9 ボルトとナットを手で締めます（強く締めすぎないでください）。

ステップ 10 取り付けブラケット ユニットの上端が水平になるように調節し、ボルトとフランジ ナットを 
13 ～ 15 フィート ポンド（17.6 ～ 20.3 Nm）で締めます（図 2-12 を参照）。

（注） 取り付けブラケットの角度は、傾斜の付いた水平の街路灯に対応できるように 大 45o 
まで調整可能です。

ステップ 11 何を購入したかに応じて、取り付けブラケットへの 1552E、1552EU、または 1552I の取り付け
（2-26 ページ）または取り付けブラケットへの 1552C または 1552CU の取り付け（2-29 ページ）に
進みます。

1 支柱クランプ ブラケット アセンブリ 3 ボルト穴 

2 アクセス ポイント支持ボルト 
（M8 フランジ ナットは見えていません）

4 取り付けブラケット

28
19
40

1

2
3

4
3

3
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  アクセス ポイントの取り付け
取り付けブラケットへの 1552E、1552EU、または 1552I の取り付け

ステップ 1 アクセス ポイントの両側面にある上側の支持ボルト穴に、M8 x16 ボルトを（平ワッシャやロッ
ク ワッシャなしで）ねじ込みます（何を購入したかに応じて、図 2-13 または図 2-14 を参照）。これ
らのボルトは柱取り付けキットに付属しています。ボルトは完全に締めず、0.635 cm（0.25 イン
チ）程度のすき間を残してください。

図 2-13 1552E/1552EU アクセス ポイントの上側の支持ボルト穴の位置

1 アース ラグ用ネジ穴の位置 3 2 本めの M8 x16 ボルト穴の位置

2 M8 x16 ボルト穴（上側の支持ボルト穴）

1

2

25
52

54

3
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  アクセス ポイントの取り付け
図 2-14 1552I ア クセス ポイントの上側の支持ボルト穴の位置

ステップ 2 アクセス ポイントの 2 本のボルトを取り付けブラケットの両側面にある適切なクイック取り付
けノッチに位置合わせします（1552E/1552EU モデルの場合は図 2-15 を、1552I モデルの場合は
図 2-16 を参照）。

（注） 1552E/1552EU モデルの場合は、ヒンジ付きドアが外側を向いていることを確認します。
1552E/1552EU アクセス ポイントは、LED を地上から確認できるよう、LED のある面が下
側、ヒンジ付きカバーが外側を向くように配置します。

（注） 1552I モデルの場合は、アクセス ポイントの LED が取り付けブラケットの内側を向くよ
うに配置します。

1 M8 x16 ボルト穴 3 アース ラグの位置

2 M8 x16 ボルト穴（上側の支持ボルト穴）

1 2 3

34
58

27
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  アクセス ポイントの取り付け
図 2-15 取り付けブラケットに取り付けられた 1552E/1552EU アクセス ポイント

図 2-16 取り付けブラケットに取り付けられた 1552I アクセス ポイント

ステップ 3 M8 x16 ボルト（および平ワッシャとロック ワッシャ）をアクセス ポイントの各側面の 2 番めの
ボルト穴にねじ込みます（図 2-15 を参照）。

ステップ 4 何を購入したかに応じて、アクセス ポイントの前面が垂直（1552E/EU の場合）または水平（1552I 
の場合）になっていることを確認し、4 本のボルトを 13 ～ 15 フィート ポンド （17.6 ～ 20.3 Nm）
で締めます。

ステップ 5 1552E/EU モデルの場合は、アンテナの取り付け（2-38 ページ）に進みます。1552I モデルの場合は、
アクセス ポイントのアース接続（2-46 ページ）およびアクセス ポイントへの電源供給（2-49 ペー
ジ）に進みます。

25
52

56

34
58

26
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  アクセス ポイントの取り付け
取り付けブラケットへの 1552C または 1552CU の取り付け

1552C または 1552CU アクセス ポイントを取り付けるには、次の 3 種類の方法があります。

• より線ケーブルへの 1552C または 1552CU アクセス ポイントの取り付け（2-29 ページ）

• 支柱/壁面への 1552C または 1552CU アクセス ポイントの取り付け（2-32 ページ）

• 丸天井への設置における上向きの 1552C または 1552CU アクセス ポイントの取り付け
（2-35 ページ）

より線ケーブルへの 1552C または 1552CU アクセス ポイントの取り付け

より線ケーブルにアクセス ポイントを取り付ける際は、オプションのより線取り付けキットを
使用する必要があります。このキットには、より線ケーブルへの取り付け前に組み立てが必要な
部品がいくつかあります。より線ケーブルにアクセス ポイントを取り付けるには、次の手順を実
行します。

• ケーブル ブラケットを組み立て、ケーブル クランプをクランプ ブラケットに取り付けます。

• より線ブラケットをアクセス ポイントに取り付けます。

• クランプ ブラケットを光ファイバまたはより線ケーブルに取り付けます。

• アース線を接続します。

• ケーブルと電源をアクセス ポイントに接続します。

（注） より線ケーブルへのアクセス ポイント取り付けは、専門のケーブル設置業者が実施する必要が
あります。

（注） 特殊な環境下では、柱取り付けキットを使用して 1552C および 1552CU アクセス ポイントを設
置できます。設置手順については、「支柱/壁面への 1552C または 1552CU アクセス ポイントの取
り付け」セクション（2-32 ページ）または「丸天井への設置における上向きの 1552C または 
1552CU アクセス ポイントの取り付け」セクション（2-35 ページ）を参照してください。

アクセス ポイントを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 両方のケーブル ブラケット上のクランプ ブラケットにケーブル クランプを組み付けます（図 2-17）。
ナットは脱落しない程度に手で締めておきます。
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第 2 章      アクセス ポイントの設置

  アクセス ポイントの取り付け
図 2-17 ケーブル ブラケットの組み立て

ステップ 2 2 本の M8 x16 ボルト（ロック ワッシャ付き）を使用して、各ストラップ ブラケットを、アクセス 
ポイントの各側面にアンテナを下向きにして取り付けます。（図 2-18）。これらのボルトは、
13 ～ 15 フィート ポンド（17.6 ～ 20.3 Nm）で手で締めます。

図 2-18 アクセス ポイントへのストラップ ブラケットの取り付け

1 M8 フランジ ナットと平ワッシャ 2 ケーブル クランプ

2

25
52

48

1

1 ロック ワッシャ付き M8 x16 ボルト
（ケーブル取り付けキットに付属）

4 高さとピボットの調整

2 アンテナ ユニット アセンブリ（ロープ
ロファイル デュアルバンド 2.4/5 GHz 
全方向性アンテナ アレイで表示） 

5 高さと傾きの調整

3 ストラップ ブラケット アセンブリ

25
52

45

1 1

2

4
5

3

3
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  アクセス ポイントの取り付け
ステップ 3 より線支持ケーブルにクランプ ブラケットを載せます（図 2-19 を参照）。各ケーブル支持ボルト
で、1 つのケーブル クランプが支持ケーブルの両側面に配置されていることを確認します。2 本
の M8 フランジ ナットを 13 ～ 15 インチ ポンド（17.6 ～ 20.3 Nm）で締めます。ケーブルがアク
セス ポイントの底面に取り付けられていることを確認します。

図 2-19 ケーブル取り付けブラケットへのより線ケーブルの取り付け

1 ストラップ ブラケット アセンブリ 4 アンテナ ユニット アセンブリ（ロープロ
ファイル デュアルバンド 2.4/5 GHz 全方向
性アンテナ アレイで表示） 

2 より線支持ケーブル 5 F-Connector アダプタ（ケーブル モデム モ
デルの場合のみ）（「ストリンガ」とも呼ばれ
ます）

3 光ファイバ束またはケーブル束
25

52
46

1

4

3

1

2

5
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  アクセス ポイントの取り付け
ステップ 4 組み立てられたケーブル取り付けキットを、アクセス ポイントの上から見た様子を示します
（図 2-20）。

図 2-20 より線ケーブルに取り付けられたクランプ ブラケット（アクセス ポイントの上面）

（注） より線支持ケーブルは、光ファイバ束やケーブル束から引き離しておく必要がある場合
があります。必要に応じて、支持ケーブルを固定し直します。

（注） より線支持ケーブルと取り付け用金具がアクセス ポイントの接地として機能します。

ステップ 5 1552CU アクセス ポイントの場合は、アンテナの取り付け（2-38 ページ）に進みます。1552C アク
セス ポイントの場合は、アクセス ポイントのアース接続（2-46 ページ）およびアクセス ポイント
への電源供給（2-49 ページ）に進みます。

支柱/壁面への 1552C または 1552CU アクセス ポイントの取り付け

1552C または 1552CU アクセス ポイントは、柱取り付けキットを使用して壁面、支柱、または地
下道の丸天井などに取り付けることができます。取り付けブラケットをテンプレートとして使
用し、設置用の取り付け穴の位置に印を付けることができます。次に、準備が整ったら取り付け
プレートを設置し、アース ラグを取り付け、アクセス ポイントを設置します。

垂直壁面に 1552C または 1552CU アクセス ポイントを取り付けるには、次の手順に従います。

ヒント 柱取り付けキットを使用して 1552C または 1552CU アクセス ポイントを取り付ける場合は、ア
クセス ポイントを取り付けブラケットに取り付ける前に、アース ラグおよびケーブルを取り付
ける必要があります。

1 アクセス ポイントの上面図 2 より線ケーブル ブラケット

SS TP

SH
U

N
T

AT
TN

1

25
52

43

2 2
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  アクセス ポイントの取り付け
ヒント この構成で 1552C または 1552CU アクセス ポイントを取り付ける場合は、アース ブロックの穴
を 1 つだけ使用できます（図 2-21 を参照）。

ステップ 6 アース ラグとケーブルをアクセス ポイントに取り付けます。「アクセス ポイントのアース接続」
セクション（2-46 ページ）を参照してください。

図 2-21 接地点へのアース ラグの取り付け 

1 未使用 3 アース ラグ

2 M4 x10mm プラス ネジ（柱取り付けキット
に付属）

33
15

78

1 2 3
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  アクセス ポイントの取り付け
ステップ 7 アクセス ポイントの両側面にある上側の支持ボルト穴に、M8 x16 ボルトをねじ込みます（図 2-22 を
参照）。ボルトは完全に閉めるのではなく、0.25 インチ（0.635 cm）ほどのすき間を空けてください。

図 2-22 支柱取り付けブラケットでの 1552C または 1552CU アクセス ポイントの位置

ステップ 8 アクセス ポイントの 2 本のボルトを、取り付けブラケットの各側面にある適切なクイック取り
付けノッチに位置合わせします（図 2-22 を参照）。ヒンジ付きドアが外側を向いていることを確
認します。

ステップ 9 M8 x16 ボルト（および平ワッシャとロック ワッシャ）をアクセス ポイントの各側面の 2 番めの
ボルト穴にねじ込みます。

ステップ 10 アクセス ポイントの前面が垂直になっていることを確認し、4 つのボルトを 13 ～ 15 フィート 
ポンド （17.6 ～ 20.3 Nm）で締めます。

ステップ 11 1552CU アクセス ポイントの場合は、アンテナの取り付け（2-38 ページ）に進みます。1552C アクセ
ス ポイントの場合はアクセス ポイントへのケーブル POC 電源の接続（2-63 ページ）に進みます。

1 M8 x16 ボルト（柱取り付けキットに付属） 3 F-Connector

2 M8 x16 ボルト（柱取り付けキットに付属）

1 2 3
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  アクセス ポイントの取り付け
丸天井への設置における上向きの 1552C または 1552CU アクセス ポイントの取り付け

地下道の丸天井の水平面に 1552C または 1552CU アクセス ポイントを取り付けるには、次の手
順に従います。

ステップ 1 取り付けブラケットをテンプレートとして使用し、取り付け面の 4 つのネジ穴の位置に印を付
けます。取り付けブラケットのネジ穴の位置については、図 2-23 を参照してください。オプショ
ンで、個別の取り付け穴や取り付けスロットを使用できます。

図 2-23 丸天井取り付け用の取り付けブラケットの位置

ステップ 2 ユーザが用意した 4 つのネジとオプションのネジ アンカーを使用して、取り付けプレートを取
り付け面に取り付けます。

（注） アクセス ポイントをベースに取り付ける場合は、必要に応じて、適切なネジ アンカーお
よび屋外仕様の合板の背板を使用します。

1 アクセス ポイントのクイック取り付け
ノッチ

3 取り付けスロット（ブラケットを回転可能）

2 取り付け穴

1

2

3

1

33
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79
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  アクセス ポイントの取り付け
ヒント 柱取り付けキットを使用して 1552C または 1552CU アクセス ポイントを取り付ける場合は、ア
クセス ポイントを取り付けブラケットに取り付ける前に、アース ラグおよびケーブルを取り付
ける必要があります。

ステップ 3 アース ラグとケーブルをアクセス ポイントに取り付けます。「アクセス ポイントのアース接続」
セクション（2-46 ページ）を参照してください。図 2-24 を参照してください。

図 2-24 接地点へのアース ラグの取り付け 

1 M4 x10mm プラス ネジ（柱取り付けキット
に付属）

2 アース ラグ

33
15

81

1 2
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  アクセス ポイントの取り付け
ステップ 4 アクセス ポイントの両側面にある上側の支持ボルト穴に、M8 x16 ボルトをねじ込みます（図 2-22 を
参照）。ボルトは完全に閉めるのではなく、0.25 インチ（0.635 cm）ほどのすき間を空けてください。

図 2-25 丸天井における上向きの 1552C アクセス ポイント

ステップ 5 アクセス ポイントの 2 本のボルトを、取り付けブラケットの各側面にあるクイック取り付け
ノッチに合わせます（図 2-23 を参照）。ヒンジ付きドアが外側を向いていることを確認します。

ステップ 6 M8 x16 ボルト（および平ワッシャとロック ワッシャ）をアクセス ポイントの各側面の 2 番めの
ボルト穴にねじ込みます。

ステップ 7 アクセス ポイントの前面が垂直になっていることを確認し、4 つのボルトを 13 ～ 15 フィート 
ポンド（17.6 ～ 20.3 Nm）で締めます。

ステップ 8 1552CU アクセス ポイントの場合は、アンテナの取り付け（2-38 ページ）に進みます。1552C アク
セス ポイントの場合はアクセス ポイントへの電源供給（2-49 ページ）に進みます。

1 M8 x16 ボルト（柱取り付けキットに付属） 3 F-Connector

2 M8 x16 ボルト（柱取り付けキットに付属）

33
15

82

3

2

1
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第 2 章      アクセス ポイントの設置

  アンテナの取り付け
アンテナの取り付け
表 2-3 は、1552 アクセス ポイントによってサポートされるアンテナを示し、各モデルに対して必
要な数を提供しています。

これらのアンテナの取り付けの説明および詳細情報については、以下の適切なドキュメントを
参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/wireless/ps469/prod_installation_guides_list.html

アンテナを取り付けるときは、安全に関する注意事項に従います。安全性については、「安全上の
注意」セクション（2-45 ページ）を参照してください。

表 2-3 1552 アクセス ポイントのサポートされる外部アンテナ

製品番号 周波数帯域 ゲイン タイプ
サポートされる 
AP と必要な数量

AIR-ANT2547V-N 2.4 / 5 GHz 4 / 7 dBi 全方向性 1552E（3）

AIR-ANT2588P3M-N 2.4 / 5 GHz 8 / 8 dBi 指向性 1552E（1）

AIR-ANT2420V-N 2.4 GHz 2 dBi 全方向性 1552EU（3）
1552CU（3）

AIR-ANT2450V-N 2.4 GHz 5 dBi 全方向性 1552EU（3）
1552CU（3）

AIR-ANT2480V-N 2.4 GHz 8 dBi 全方向性 1552EU（3）
1552CU（3）

AIR-ANT2413P2M-N 2.4 GHz 13 dBi 指向性 1552EU（1）
1552CU（1）

AIR-ANT5140V-N 5 GHz 4 dBi 全方向性 1552EU（3）
1552CU（3）

AIR-ANT5180V-N 5 GHz 8 dBi 全方向性 1552EU（3）
1552CU（3）

AIR-ANT5114P2M-N 5 GHz 14 dBi 指向性 1552EU（1）
1552CU（1）
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第 2 章      アクセス ポイントの設置

  アンテナの取り付け
アンテナ N タイプ コネクタの位置

アクセス ポイントのアンテナ N タイプ コネクタは、AIR-CAP1552E-x-K9 モデルの場合は底部に
あり、AIR-CAP1552EU-x-K9 および AIR-CAP1552CU-x-K9 モデルの場合は上部と底部の両方に
あります。N タイプ コネクタは、各種の Cisco Aironet アンテナをサポートします。これらのアン
テナの詳細については、アンテナ構成（1-12 ページ）を参照してください。図 2-26 および図 2-27 
は、RF カバー側から見たアンテナ ポートの位置を示しています。

図 2-26 アンテナ ポートの位置：AIR-CAP1552E-x-K9 モデル

1 未使用 4 アンテナ ポート 4：N タイプ コネクタ
（キャップ付き）

2 未使用 5 アンテナ ポート 5：N タイプ コネクタ
（キャップ付き）

3 未使用 6 アンテナ ポート 6：N タイプ コネクタ
（キャップ付き）

2
5
5
2
4
7

123

456
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  アンテナの取り付け
図 2-27 アンテナ ポートの位置：AIR-CAP1552CU-x-K9 および AIR-CAP1552EU-x-K9 モデル

アンテナの取り付けオプション

取り付け構成には、より線ケーブル取り付けと柱取り付けの 2 種類があります（「アクセス ポイ
ントの取り付け」セクション（2-16 ページ）を参照）。

オプションのアンテナ取り付けブラケット キットを使用すれば、指向性アンテナの 
AIR-ANT2413P2M-N と AIR-ANT5114P2M-N を、より線マウントまたは支柱マウント環境のア
クセス ポイントに直接取り付けることができます。アンテナ取り付けブラケット キットには、
4 つのブラケット セクションと留め具が含まれており、複数の設定に組み合わせて指向性アン
テナをさまざまな位置に固定し、向きを変えることができます。オプションの取り付けブラケッ
トを使用してアンテナを取り付ける方法については、『Installing Directional-Antenna Mounting 
Kits on Cisco 1550 Series Outdoor Mesh Access Points』を参照してください。

図 2-28 から図 2-31 に、さまざまな 1552 アクセス ポイント モデルでサポートされるアンテナ取
り付けオプションを示します。

1 アンテナ ポート 3：N タイプ コネクタ
（キャップ付き）

4 アンテナ ポート 6：N タイプ コネクタ
（キャップ付き）

2 アンテナ ポート 2：N タイプ コネクタ
（キャップ付き）

5 アンテナ ポート 5：N タイプ コネクタ
（キャップ付き）

3 アンテナ ポート 1：N タイプ コネクタ
（キャップ付き）

6 アンテナ ポート 4：N タイプ コネクタ
（キャップ付き）
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  アンテナの取り付け
図 2-28 は、AIR-CAP1552I-x-K9 モデルと AIR-CAP1552C-x-K9 モデルにのみ組み込まれる内蔵型 
Low Profile Dual-Band（2.4 GHz および 5 GHz）3 素子アレイ アンテナを示しています。

図 2-28 AIR-CAP1552C-x-K9 および AIR-CAP1552I-x-K9

AIR-CAP1552E-x-K9 モデルは、必ず 3 本の外部アンテナを取り付けて使用する必要があります
（図 2-29 を参照）。

図 2-29 AIR-CAP1552E-x-K9
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1 ～ 3 AIR-ANT2547V-N 2 AIR-ANT2588P3M-N
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  アンテナの取り付け
AIR-CAP1552EU-x-K9 モデルは、次に示すいずれかの構成で使用できます。さらに、1 つの周波数
帯に対応する 1 本の方向性アンテナと、その他の周波数帯に対応する 3 本の無指向性「スティッ
ク」アンテナを取り付けて使用することもできます。

図 2-30 AIR-CAP1552EU-x-K9

AIR-CAP1552CU-x-K9 モデルは、支柱取り付け構成では AIR-CAP1552EU-x-K9 モデルと同じよ
うに構成して使用できます（図 2-30 を参照）。また、より線ケーブル取り付け構成では、
AIR-CAP1552CU-x-K9 モデルを図 2-31 に示す構成で使用できます。

図 2-31 AIR-CAP1552CU-x-K9

1 AIR-ANT5180V-N 1 AIR-ANT5114P2M-N

2 AIR-ANT2450V-N または 
AIR-ANT2480V-N

2 AIR-ANT2413P2M-N

1

2

34
57

63

2.4 GHz

5 GHz

34
57

41

1 1 1

2 2 2

1 5 GHz アンテナ AIR-ANT5140V-N 2 2.4 GHz アンテナ AIR-ANT2420V-N

2

1

34
57

61
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避雷器の取り付け

過電圧の過渡電流は、雷による静電放電、スイッチ プロセス、電線との直接接触、または地電流を
介して生成される可能性があります。Cisco Aironet AIR-ACC245LA-N Lightning Arrestor は、憂慮
すべき干渉電圧の振幅と持続期間を制限し、インラインの装置、システム、およびコンポーネン
トの過電圧抵抗を向上させます。これらの取り付け手順に従って避雷器を取り付けると、電位が
調整されるため、保護されるシステム内で並列信号線への誘導障害が回避されます。

取り付け上の考慮事項

壁に配線を行うよう取り付けて、保護されるエリアの壁を通すことができるように、避雷器を隔
壁マウント方式で取り付けることを推奨します。

アース接続とボンディング接続を適切に行うことは、 も重要なことです。避雷器をアース接続
する場合は、次の点を考慮してください。

• 接地点に避雷器コンポーネントを直接接続します。

• アース接続の接点は清潔で、埃や湿気がない状態である必要があります。

• マニュアルで指定されているトルクまで、ネジ付きの接合部を締めます。

取り付け上の注意事項

この避雷器は、屋外アンテナに接続されたアンテナ ケーブルと Cisco Aironet 無線デバイスの間
に取り付けるように設計されています。避雷器は屋内にも屋外にも設置できます。また、外部 N 
コネクタを持つ無線デバイスに直接接続できます。また、インラインでも、フィードスルー モ
ジュールとしても取り付けられます。フィードスルーとして取り付ける場合、避雷器を収納す
るため、5/8 インチ（16 mm）の穴が必要です。図 1 を参照してください。

（注） この避雷器は避雷器キットの一部です。キットには、避雷器、アース ラグ、およびこの説明書が含
まれています。

（注） 避雷器を取り付けるときは、地域の避雷器取り付けに適用される規制またはベスト プラクティ
スに従ってください。

避雷器の屋外設置

避雷器を屋外に設置する場合は、付属のアース ラグおよび頑丈なワイヤ（#6 硬銅線）を使用し
て、適切なアース接続が可能なアース棒などに接続します。接続をできるだけ短くする必要があ
ります。
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  アンテナの取り付け
避雷器の屋内設置

避雷器を屋内に設置する場合は、構造用鋼材や電気パネルのアース端子など、アース接続に適し
た場所の近くにワイヤレス LAN デバイスを配置します。避雷器を頑丈なワイヤ（#6 銅線）使用し
て接地し、構造用鋼材や電気パネル上の適切な接地点にアース線を接続します。接続をできるだ
け短くする必要があります。

図 32 避雷器の詳細

推奨ケーブル

同軸ケーブルでは、周波数が高くなると効率が失われるため、信号損失につながります。信号損
失の量はケーブル長によっても決まるため（ケーブルが長いほど、損失が増える）、ケーブルはで
きるだけ短くする必要があります。

シスコは、避雷器での使用を目的とした高品質で低損失なケーブルを推奨します。

1 ナット 4 保護されていない側（アンテナを接続）

2 ロックワッシャ 5 保護された側（無線デバイスを接続）

3 アース ラグ

1

2

3

4

5

34
63

82
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  アンテナの取り付け
安全上の注意

警告 送電線またはその他の電灯/電力回線に近い場所や、これらの回線に接触する可能性のある場所
に、アンテナを設置しないでください。アンテナを設置するときには、死傷事故のおそれがある
ので、これらの回線に絶対に接触しないよう十分に注意する必要があります。アンテナの適切な
設置およびアース接続の手順については、国および地域の規定を参照してください（たとえば、
NFPA 70、National Electrical Code, Article 810（米国）。Canadian Electrical Code, Section 54（カナ
ダ））。ステートメント 280

安全を確保するため、ここに記載する安全に関する注意事項を読み、その指示に従ってください。

1. アンテナを取り付ける前に、取り付けようとしているアンテナのサイズと種類に適した取り
付け方法について、シスコ代理店に問い合わせてください。

2. 安全性とパフォーマンスを念頭に置いて、取り付け場所を決定します。電力線と電話回線は
類似していることに注意してください。どのような架空線であっても、感電事故の危険性が
あると見なすようにします。

3. 電力会社にお問い合わせください。計画の内容を伝え、提案する設置方法の概要を見てもら
うように依頼します。

4. 取り付けを開始する前に、取り付け手順を綿密に計画します。設置に関係する各担当者はそ
れぞれ特定のタスクを受け持ち、実行する内容とタイミングを認識している必要がありま
す。1 人の作業員が作業の責任者となって指示を出し、トラブルの兆候がないかをモニタし
ます。

5. アンテナの設置時には、次のガイドラインに従ってください。

– 金属製のはしごを使用しない。

– 雨の日や風の強い日には作業しない。

– 適切な衣服を着用する。靴底とかかと部分がゴム製の靴、ゴム製の手袋、および長袖の
シャツまたはジャケットを着用する。

6. 組み立て部品が落下しかけた場合は、その場所から離れ、部品をそのまま落としてください。
アンテナ、マスト、ケーブル、金属製の支線は、すべてが電流を非常によく通すため、これらの
部品のいずれかが電力線にわずかに触れただけでも、アンテナと設置者を経由する電気回路
が形成されます。

7. アンテナ システムの一部が電力線に接触した場合は、その部分に触ったり自分で取り除こう
としたりしないでください。地域の電力会社に問い合わせて、安全に取り除いてもらいます。

8. 電力線で事故が発生した場合は、すぐに有資格の緊急救助組織に連絡してください。
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  アクセス ポイントのアース接続
アクセス ポイントのアース接続
アクセス ポイントは、電源に接続する前にアース接続する必要があります。

警告 本機器は、電力を供給する前に、お客様が準備した地線を使用して外部接地する必要がありま
す。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認して
ください。ステートメント 366

警告 装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。ステートメント 1074

（注） アクセス ポイントがより線ケーブルに取り付けられている場合は、より線支持ケーブルと取り
付け用金具によってアクセス ポイントのアースが提供されます。

AC 電源で動作するアクセス ポイントを屋外に設置する場合は、次の手順に従って本体を適切に
アースする必要があります。

ステップ 1 6AWG の絶縁アース線を使用する場合は、アース ラグに接続できるように絶縁被覆をはがします。

ステップ 2 適切な圧着工具を使用して、絶縁被覆を取り除いた 6AWG のアース線を付属のアース ラグ
（Panduit PLCD6-10A-L）に圧着します。

（注） アース ラグおよび使用するハードウェアは、地域および国の電気規格に準拠する必要が
あります。

ステップ 3 付属の導電剤を開け、アース線を接続するネジ穴がある金属表面に適当な量を塗布します（図 2-13 
を参照）。

ステップ 4 付属の 2 本のプラス ネジ（M4 x10mm）を使用し、ロック ワッシャを併用してアース ラグをアク
セス ポイントのアース ネジ穴に接続します（図 2-13 を参照）。アース ネジを22 ～ 24 インチ ポン
ド（2.49 ～ 2.71 Nm）で締めます。

ステップ 5 必要に応じてアース線のもう一方の絶縁被覆をはがし、接地棒（図 2-2 を参照）、接地済み金属製
街灯柱の適切なアース ポイント（図 2-39 を参照）、より線ケーブルの接地済みケーブルなどの確
実なアースに接続します。

アクセス ポイントへの光ファイバ ケーブルの接続 
光ファイバ キット（AIR-1520-FIB-REEL=）を使用すれば、アクセス ポイントで光ファイバ ネット
ワーク接続をサポートできます。このキットには、次の部品が含まれています。

• ネジ 8 個

• 小さい巻き取りリール 2 個

• 大きい巻き取りリール 2 個

• Liquid-Tight アダプタ 1 個数：直径 0.20 ～ 0.35 インチ（0.51 ～ 0.89 cm）のケーブルに対応
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（注） 光ファイバ バックホールは、1552E および 1552EU アクセス ポイントでのみ可能です。

警告 クラス 1 レーザー製品です。ステートメント 1008

（注） LC コネクタ付きの屋外用光ファイバ ケーブルは、ユーザが用意する必要があります。ケーブル
は直径 0.20 ～ 0.35 インチ（0.52 ～ 0.89 cm）のものが必要です。

光ファイバ ケーブルをアクセス ポイントに接続する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 すべての電源がアクセス ポイントから切り離されていることを確認します。

警告 この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。すべての接続を取り外し、装置の
電源を遮断する必要があります。ステートメント 1028

（注） アクセス ポイントがバックアップ用バッテリ パックを備えている場合は、リセット ボ
タンを10 秒以上押してください（「バックアップ用バッテリ電源のディセーブル化」セク
ション（3-10 ページ）を参照）。

ステップ 2 ヒンジ付きカバーを開きます（「アクセス ポイントのヒンジ付きカバーを開く」セクション
（2-14 ページ）の手順を参照）。

ステップ 3 図 2-33 に示すように、2 つの大きいリールの上に小さいリールを置きます。

ステップ 4 大小のリールのネジ穴を合わせ、大小を組み合わせたリールのそれぞれに取り付けネジを 4 本
差し込みます。ネジを 3 ～ 4 インチ ポンド（0.34 ～ 0.45 Nm）で締めます。

ステップ 5 SFP モジュールの端からプラグを取り外し、SFP モジュールを SFP レセプタクルに挿入します
（図 2-33 を参照）。
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図 2-33 光ファイバ ケーブル コンポーネント

ステップ 6 防水コネクタの丸い側を反時計回りに回して緩めますが、取り外さないでください（図 2-34 を
参照）。

図 2-34 Liquid-Tight アダプタ

1 未使用 4 各リールの組み立て用ネジ 4 個

2 SFP モジュール スロット 5 光ファイバ コネクタ プラグ

3 ファイバ リール（大きいリールの上に小さ
いリールを配置）

1 ネジ側 2 丸い側
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ステップ 7 アダプタのネジ側をアクセス ポイントに慎重に手でねじ込みます。

ステップ 8 調整レンチ、22mm ソケット、または Sealcon S-2200-WR レンチを使用して、アダプタのネジ側を 
6 ～ 7 フィート ポンド（8.1 ～9.5 Nm）で締めます。

ステップ 9 光ファイバ ケーブルの外側被覆を約 1 ～ 2 フィート（30.5 cm）の長さで取り除き、内部の芯線を
露出させます。

ステップ 10 光ファイバ LC ケーブル コネクタを Liquid-Tight アダプタの丸い側から内部に慎重に差し込み
（図 2-34 を参照）、アダプタに押し込みます。

ステップ 11 余分な光ファイバ ケーブルを巻き取りリールに「8」の字状に巻き付けます。

ステップ 12 光ファイバ LC ケーブルのコネクタを SFP モジュールに差し込みます。

ステップ 13 自在レンチまたはスパナ レンチを使用して、アダプタの丸い側を 2.7 ～ 3.2 フィート ポンド
（3.66 ～ 4.34 Nm）で締めます。

ステップ 14 ヒンジ付きカバーを閉じます（「アクセス ポイントのヒンジ付きカバーを閉じる」セクション
（2-15 ページ）を参照）。

アクセス ポイントへの電源供給
アクセス ポイントには、次のいずれかの方法で電源を供給できます。

• PoE：56VDC（1552E および 1552EU アクセス ポイントの場合）

– 1500 シリーズ パワー インジェクタの接続（2-50 ページ）

• AC 電源 

– 1552I アクセス ポイントの場合は 110 ～ 240 VAC 電源：街路灯 AC 電源の接続（2-55 ページ）

– 1552E および 1552EU アクセス ポイントの場合は 110 ～ 480 VAC 電源：街路灯 AC 電源
の接続（2-55 ページ）

– 120 VAC：アクセス ポイントへの AC 電源ケーブルの接続（2-59 ページ）

• 外部 12 VDC

– アクセス ポイントへの DC 電源ケーブルの接続（2-60 ページ）

• POC：40 ～ 90 VAC（準 AC）（1552C および 1552CU アクセス ポイント専用）

– アクセス ポイントへのケーブル POC 電源の接続（2-63 ページ）

（注） 上記のすべての場合、ユーザが用意した過電流保護デバイスにより、アクセス ポイントに電源を
供給する AC 分岐回路を 20A 以下に制限する必要があります。この分岐電源の保護は、地域およ
び国のすべての電気規定に適合する必要があります。
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1500 シリーズ パワー インジェクタの接続

パワー インジェクタ（AIR-PWRINJ1500-2=）はアクセス ポイントにイーサネット ケーブルを介
して 56 VDC の電力を供給します。

AP からパワー インジェクタまでのイーサネット ケーブルの長さは 3 m（10 フィート）～ 42 m
（140 フィート）の範囲に収まるようにしてください。AP からスイッチまでのケーブル全長は 

100 m（320 フィート）以下でなければなりません。

（注） パワー インジェクタでアクセス ポイントが動作している場合は、PoE 出力ポートはディセーブ
ルになります。

（注） AC 入力コネクタを使用しないで 1552E または 1552EU に電力を供給する場合（たとえば、Cisco 
パワー インジェクタを使用する場合）は、AC 電源入力コネクタをカバーすることが重要です。正
しいキャップは、Remke 社の部品番号 75-0086 です（http://www.remke.com/）。

アクセス ポイントがオプションのパワー インジェクタで動作している場合は、次の手順に従っ
て取り付けを完了してください。

ステップ 1 PoE をアクセス ポイントに適用する前に、アクセス ポイントがアースされていることを確認し
ます（「アクセス ポイントのアース接続」セクション（2-46 ページ）を参照）。

ステップ 2 取り付けに必要なコンポーネントについては、図 2-2 で確認してください。

（注） 1550 パワー インジェクタは、屋内環境のみで使用できます。そのため、インジェクタから
のケーブルは、保護された場所から屋外に取り付けたアクセス ポイントにつなぐ必要が
あります。

ステップ 3 CAT5e 以上のイーサネット ケーブルを有線 LAN ネットワークからパワー インジェクタに接続
します。

警告 火災の危険性を抑えるため、必ず 26 AWG 以上の太さの電話線コードを使用してください。ス
テートメント 1023

アクセス ポイントには、1500 パワー インジェクタ（AIR-PWRINJ1500-2=）のみを使用してくださ
い。このパワー インジェクタは、アクセス ポイントの電源要件を満たすよう設計されており、ク
ラス 2 の制限電源（LPS）として認定されています。

（注） 設置者には、このタイプのパワー インジェクタによるアクセス ポイントへの電源供給が、地方
または国の安全検査と通信機器の基準を満たしていることを確認する責任があります。

ヒント ブリッジ トラフィックを転送するには、パワー インジェクタとコントローラの間に
スイッチを追加します。詳細については、『Cisco Wireless Mesh Access Points, Design and 
Deployment Guide, Release 7.0』を参照してください。
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ステップ 4 アクセス ポイントの電源を入れる前に、アクセス ポイントにアンテナが接続され、アースが取
り付けられていることを確認します。

ステップ 5 シールド付き屋外用イーサネット ケーブル（CAT5e 以上）で、パワー インジェクタとアクセス ポ
イントの PoE 入力コネクタ間を接続します（図 2-35 を参照）。

ステップ 6 イーサネット ケーブルをアクセス ポイントの PoE 入力ポートに接続します（「アクセス ポイン
トへのイーサネット ケーブルの接続」セクション（2-51 ページ）を参照）。

（注） 1552E または 1552EU アクセス ポイントが PoE で動作している場合は、PoE 出力ポート
は非アクティブです。

ステップ 7 次の作業（2-68 ページ）に進みます。

アクセス ポイントへのイーサネット ケーブルの接続 
次の工具および資材を用意する必要があります。

• 直径 0.2 ～ 0.35 インチ（0.51 ～ 0.89 cm）のシールド付き屋外用イーサネット ケーブル
（CAT5e 以上）

（注） パワー インジェクタでアクセス ポイントが動作している場合は、PoE 出力ポートは
ディセーブルになります。

• RJ-45 コネクタと取り付けツール

• 調整レンチ

シールド付きイーサネット ケーブルをアクセス ポイントに接続する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 パワー インジェクタの電源を切り離し、アクセス ポイントのすべての電源がオフになっている
ことを確認します。

警告 この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。すべての接続を取り外し、装置の
電源を遮断する必要があります。ステートメント 1028

（注） アクセス ポイントがバックアップ用バッテリ パックを備えている場合は、リセット ボ
タンを 10 秒以上押してください（「バックアップ用バッテリ電源のディセーブル化」セク
ション（3-10 ページ）を参照）。

ステップ 2 6AWG のアース線がアクセス ポイントに接続されていることを確認します（「アクセス ポイン
トのアース接続」セクション（2-46 ページ）を参照）。

ステップ 3 調整レンチ、22 mm ソケット、または Sealcon S-2200-WR レンチを使用して、イーサネットのコネ
クタ プラグをアクセス ポイントから取り外します（位置については、図 2-35を参照）。
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図 2-35 イーサネット Liquid-Tight アダプタの位置（AIR-CAP1552E-x-K9 および 

AIR-CAP1552EU-x-K9 モデルのみ）

（注） データ ケーブル エントリの詳細については、図 1-1（1-5 ページ）を参照してください

ステップ 4 Liquid-Tight アダプタの丸い側を反時計回りに回して緩めますが、取り外さないでください
（図 2-36 を参照）。

図 2-36 Liquid-Tight アダプタ

ステップ 5 イーサネット ケーブルの終端されていない側を Liquid-Tight アダプタの丸い側に差し込み
（図 2-36 を参照）、アダプタからケーブルを数インチ引き出します。

1 PoE 入力ポート 2 PoE 出力ポート

4 5 6

25
52

60

1 2

1 ネジ側 2 丸い側
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  アクセス ポイントへの電源供給
ステップ 6 イーサネット ケーブル取り付け工具を使用して、イーサネット ケーブルの終端されていない側
に RJ-45 コネクタを取り付けます。

警告 火災の危険性を抑えるため、必ず 26 AWG 以上の太さの電話線コードを使用してください。ス
テートメント 1023

ステップ 7 アクセス ポイントのイーサネット ポート開口部に RJ-45 ケーブル コネクタを慎重に差し込み、
内部のイーサネット コネクタに接続します（図 2-37 を参照）。

図 2-37 ケースのイーサネット ポート開口部への RJ-45 コネクタの差し込み

ステップ 8 Liquid-Tight アダプタをアクセス ポイント側にスライドさせ、アダプタのネジ側をアクセス ポ
イントにねじ込み、手で締めます。

ステップ 9 調整レンチ、22 mm ソケット、または Sealcon S-2200-WR レンチを使用して、アダプタのネジ側を 
6 ～ 7 フィート ポンド（8.1 ～ 9.5 Nm）で締めます。

ステップ 10 調整レンチを使用して、アダプタの丸い側を 2.7 ～ 3.2 フィート ポンド（3.66 ～ 4.34 Nm）で締め
ます。

ステップ 11 アクセス ポイントの電源を入れる前に、アンテナがアクセス ポイントに接続されていることを
確認します。

ステップ 12 イーサネット ケーブルを適切に引き回し、余分なケーブルを切り落とします。

ステップ 13 ケーブルの一方の終端されていない側に RJ-45 コネクタを取り付け、パワー インジェクタに差
し込みます。通常の取り付け部品については、図 2-2 を参照してください。

ステップ 14 パワー インジェクタの電源を入れます。

1 Liquid-Tight アダプタ 3 RJ-45 コネクタ

2 アクセス ポイント ケースのイーサネット 
ポート開口部

4 シールド付き屋外用イーサネット ケーブ
ル（CAT5e 以上）
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  アクセス ポイントへの電源供給
Cisco Aironet 1550 シリーズの屋外メッシュ アクセス ポイント用 AC 電
源コード

Cisco Aironet 1550 シリーズの屋外メッシュ アクセス ポイントは、次の AC 電源コード オプショ
ンをサポートしています。

• 米国およびカナダで街灯柱に取り付けるための 40 フィート（12.2 m）の電源コード
（AIR-CORD-R3P-40NA=）。

• EU 各国で街灯柱に取り付けるための 40 フィート（12.2 m）の電源コード
（AIR-CORD-R3P-40UE=）。

• 米国およびカナダで街灯柱に取り付けるための 4 フィート（1.2 m）の街路灯電源タップ アダ
プタ（AIR-PWR-ST-LT-R3P=）。

警告 容易にアクセス可能な二極切断装置を固定配線に組み込む必要があります。ステートメント 1022

注意 電源コードを接続または遮断する前に、適切な遮断装置を使用して電源コードから AC 電源を取
り外してください。

（注） EU 各国では、ケーブル アセンブリの平滑断端に国固有のプラグを取り付ける必要があります。

（注） すべての取り付けにおいて、着脱式の電源コード（プラグ接続機器タイプ B）は、ユニットが販売
されている国の機関によって認可されたタイプであり、地域および国のすべての電気規則を満
たしている必要があります。

表 2-4 AC 電源コードに関する情報

AIR-CORD-R3P-40UE= 電源コードでユーザが用意した AC 電源プラグを使用する場合は、その
プラグが屋外用として認定されており、Interpower 84131251 または Hubbell HBL316P6W

（IEC/EN60309）のピンスリーブ型コネクタなど、少なくとも IP67 低格を持つことを確認する必
要があります。図 2-38 に、EU 各国の電源コード プラグのピン割り当てを示します。AC 電源コネ
クタの位置については、図 2-40 および図 2-41 を参照してください。

AC 電源コード コードの直径 説明

AIR-CORD-R3P-40NA= 0.398 ～ 0.413 インチ 
（10.1 ～ 10.5 mm）

3 ピン プラグは、120 VAC に限定されま
す。内部配線は、定格 600 VAC で絶縁保護
されています。

AIR-CORD-R3P-40UE= 0.398 ～ 0.413 インチ
（10.1 ～ 10.5 mm）

電源コードの定格は、100 ～ 480 VAC で
す。内部の配線は 16 AWG です。

AIR-PWR-ST-LT-TAP= ストレイン レリーフ 
ブッシング不要

電源コードの定格は、100 ～ 480 VAC です
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  アクセス ポイントへの電源供給
図 2-38 EU 各国のプラグのピン割り当て

注意 すべての AC 電源プラグおよび AC レセプタクルは、水およびその他の屋外要素から保護する必要
があります。NEC の Article 406 に記述されているように、装置に電力を供給する AC レセプタクル
および AC 電源プラグの保護に適した UL 認定の防水筐体を使用してください。電源コードを金属
製のカバーに通す場合は、ブッシングを取り付けてコードのほころびを防止してください。

ストレイン レリーフ ブッシングを使用する場合は、次の推奨事項に従う必要があります。

• 正しいサイズの部品を使用する（電源コードの直径については、表 2-4 を参照）

• 安全性が認められたブッシングを使用する

• 屋外での取り付けに適した部品を使用する

注意 電源コードで AC 電源プラグを使用していない場合には、電源コードを電源に接続する前、また
は電源から取り外す前に、電源がオフになっていることを確認する必要があります。

警告 装置を設置または交換する際は、必ずアースを 初に接続し、 後に取り外します。ステートメ
ント 1046

街路灯 AC 電源の接続

アクセス ポイントは、街灯柱に設置することができ、オプションの街路灯電源タップ アダプタ
を使用して、街灯の屋外照明コントロールから電源を利用できます。

注意 アクセス ポイントには、100 ～ 480-VAC 50/60 Hz の電力を供給する照明柱ツイスト ロック屋外
照明コントロール から電力を供給することができます。これよりも高い電圧で電力を供給する
屋外照明コントロールには接続しないでください。

ピン 説明 導体の色 ピン 説明 導体の色

1 地面 グリーン/イエロー 3 ニュートラル 青色

2 ライブ ブラウン

1

3 2

25
52

69
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街路灯電源タップ アダプタ以外の AC 電源からアクセス ポイントに電源を供給する場合は、以
下の条件を満たす必要があります。

1. 装置に問題を発生させることなく、AC 電源を切り離すことができること。装置の AC 電源コ
ネクタが取り外されても、装置の電源が失われないようにする必要があります。

警告 容易にアクセス可能な二極切断装置を固定配線に組み込む必要があります。ステートメント 1022

注意 電源コードを接続または遮断する前に、適切な遮断装置を使用して電源コードから AC 電源を取
り外してください。

2. すべての AC 電源プラグおよび AC レセプタクルが、水およびその他の屋外要素から保護さ
れていること。NEC の Article 406 に記述されているように、装置に電力を供給する AC レセ
プタクルおよび AC 電源プラグの保護に適した UL 認定の防水筐体を使用できます。

3. アクセス ポイントを屋外または水に濡れたり湿度の多い場所に設置する場合は、アクセス 
ポイントに電力を供給する AC 分岐回路に、National Electrical Code（NEC）Article 210 の要求
に従った漏電遮断器（GFCI）を備える必要があります。

警告 街路灯アダプタを、カテゴリ 3 のポールトップ電源に接続するときは十分注意してください。注
意を怠ると、感電や落下のおそれがあります。ステートメント 363

AC 電源コードの安全性に関するその他の重要な注意事項については、AC 電源コードに付属し
ている『Cisco Aironet 1550 シリーズの屋外メッシュ アクセス ポイント用 AC 電源コード』を参照
してください。

街灯柱にアクセス ポイントを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 取り付けを開始する前に、街路灯の AC 電源がオフになっていることを確認します。

ステップ 2 該当する回路で AC 電源をオフにします。

警告 この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。すべての接続を取り外し、装置の
電源を遮断する必要があります。ステートメント 1028

注意 安全を確保するため、アクセス ポイントの AC 電源コネクタを接続する際は、必ずアクセス ポイ
ント側のケーブルから先に接続してください。AC 電源コネクタを外す際は、必ずアクセス ポイ
ント側のケーブルを 後に外してください。

アクセス ポイントがバックアップ用バッテリ パックを備えている場合は、リセット ボタン
を 10 秒以上押してください（「バックアップ用バッテリ電源のディセーブル化」セクション

（3-10 ページ）を参照）。

ステップ 3 街路灯電源タップ アダプタ（AIR-PWR-ST-LT-R3P=）を使用する場合は、アクセス ポイントが屋
外照明コントロールから 3 フィート（1 m）の範囲に取り付けられていることを確認してくださ
い。取り付け手順については、「支柱への取り付けブラケットの取り付け（全モデル）」セクション

（2-20 ページ）を参照してください。
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ステップ 4 6AWG のアース線がアクセス ポイントから街路灯の支柱に接続されていること（図 2-39 を参
照）を確認します（手順についてはアクセス ポイントのアース接続（2-46 ページ）を参照）。

図 2-39 街路灯の電源タップ アダプタの使用 

ステップ 5 3 ピンの LC-10 ツイストロック アダプタを使用する街路灯電源タップ アダプタが、屋外照明コ
ントロールと取り付け具の間に配置されていることを確認します（図 2-39 を参照）。LC-10 ツイ
ストロック アダプタは、100 ～ 480 VAC、50/60 Hz で動作する LC-10 認定屋外照明コントロール
で使用するように設計されています。

ステップ 6 屋外照明コントロールを取り付け具から外します。

ステップ 7 取り付け具で使用できる電圧が 100 ～ 480 VAC、50/60 Hz であることを確認します。

ステップ 8 該当する回路で取り付け具への電源をオフにします。

注意 街路灯の電源タップ アダプタをアクセス ポイントの AC 電源コネクタに接続する際は、必ずア
クセス ポイント側のケーブルから先に接続してください。街路灯の電源タップ アダプタを外す
際は、必ずアクセス ポイント側のケーブルを 後に外してください。

（注） アクセス ポイントの電源を入れる前に、アンテナがアクセス ポイントに接続されている
ことを確認します。

1 屋外照明コントロール 3 6 AWG のアース線

2 街路灯の電源タップ アダプタ

28
19

39

1 2

3
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ステップ 9 図 2-40 と図 2-41 に示すように、街路灯の電源タップ アダプタをアクセス ポイントの AC 電源コ
ネクタに接続します。コネクタを手で締めます。

図 2-40 AC 電源コネクタ：アクセス ポイント モデル AIR-CAP1552E-x-K9 の場合

図 2-41 AC 電源コネクタ：アクセス ポイント モデル AIR-CAP1552I-x-K9 の場合

ステップ 10 図 2-39 に示すように、街路灯の電源タップ アダプタを屋外照明コントロール取り付け具に接続
します。

ステップ 11 屋外照明コントロールを街路灯電源タップ アダプタに差し込みます。

ステップ 12 アクセス ポイントの電源を入れる前に、アンテナがアクセス ポイントに接続されていることを
確認します。

ステップ 13 該当する回路で屋外照明コントロール取り付け具への電源をオンにします。

1 AC 電源コネクタ

4 5 6

25
52

59

1

1 AC 電源コネクタ

25
52

58

1
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アクセス ポイントへの AC 電源ケーブルの接続 
街路灯電源タップ アダプタ以外の AC 電源からアクセス ポイントに電源を供給する場合は、以
下の条件を満たす必要があります。

1. 装置に問題を発生させることなく、AC 電源を切り離すことができること。装置の AC 電源コ
ネクタが取り外されても、装置の電源が失われないようにする必要があります。

警告 容易にアクセス可能な二極切断装置を固定配線に組み込む必要があります。ステートメント 1022

注意 電源コードを接続または遮断する前に、適切な遮断装置を使用して電源コードから AC 電源を取
り外してください。

2. すべての AC 電源プラグおよび AC レセプタクルが、水およびその他の屋外要素から保護さ
れていること。NEC の Article 406 に記述されているように、装置に電力を供給する AC レセ
プタクルおよび AC 電源プラグの保護に適した UL 認定の防水筐体を使用できます。

3. アクセス ポイントを屋外または水に濡れたり湿度の多い場所に設置する場合は、アクセス 
ポイントに電力を供給する AC 分岐回路に、National Electrical Code（NEC）Article 210 の要求
に従った漏電遮断器（GFCI）を備える必要があります。

（注） AC 電源コードの安全性に関するその他の重要な注意事項については、AC 電源コードに付属し
ている『Cisco Aironet 1550 シリーズの屋外メッシュ アクセス ポイント用 AC 電源コード』を参照
してください。

このアクセス ポイントは、シスコの以下の AC 電源ケーブルに対応しています。

• 40 フィート（12.2 m）の AC 電源ケーブル（AIR-CORD-R3P-40NA=） 

AC 電源ケーブルをアクセス ポイントに接続する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 AC 電源を入れる前に、アクセス ポイントがアースされていることを確認します（アクセス ポイ
ントのアース接続（2-46 ページ）を参照）。

ステップ 2 該当する回路で AC 電源をオフにします。

警告 この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。すべての接続を取り外し、装置の
電源を遮断する必要があります。ステートメント 1028

注意 アクセス ポイントの AC 電源コネクタを接続する際は、必ずアクセス ポイント側のケーブルか
ら先に接続してください。AC 電源コネクタを外す際は、必ずアクセス ポイント側のケーブルを

後に外してください。

（注） アクセス ポイントがバックアップ用バッテリ パックを備えている場合は、リセット ボ
タンを 10 秒以上押してください（「バックアップ用バッテリ電源のディセーブル化」セク
ション（3-10 ページ）を参照）。
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  アクセス ポイントへの電源供給
ステップ 3 AC 電源ケーブルのコネクタのノッチをアクセス ポイントの AC 電源コネクタのキーに合わせ、
ケーブルのコネクタをアクセス ポイントのコネクタに差し込みます（図 2-40 または図 2-41 を参
照）。完全に差し込んだ後、固定されるまで時計回りにケーブル コネクタのリングを手で回します。

ステップ 4 アクセス ポイントの電源を入れる前に、アンテナがアクセス ポイントに接続されていることを
確認します。

ステップ 5 該当する回路で AC 電源をオンにします。

アクセス ポイントへの DC 電源ケーブルの接続 
アクセス ポイントを DC 電源で動作させるときは、DC 電源が切り離されても装置に問題が発生
しないことを確認する必要があります。装置の DC 電源コネクタが取り外されても、装置の電源
が失われないようにする必要があります。

警告 容易にアクセス可能な二極切断装置を固定配線に組み込む必要があります。ステートメント 1022

警告 装置は、必ず、IEC 60950 に基づいた安全基準の安全超低電圧（SELV）の要件に準拠する DC 電源に
接続してください。ステートメント 1033

DC 電源ケーブルを接続する際、次の工具および資材はユーザが用意する必要があります。

• 屋外用シールド タイプ DC 電源ケーブル（ 小 18 AWG）（直径 0.20 ～ 0.35 インチ
（0.51 ～ 0.89 cm））

• 調整レンチまたはオープンエンド レンチ

• 小型のマイナス ドライバ

• 2 ピン DC 電源コネクタ（シスコ提供）

DC 電源ケーブルをアクセス ポイントに接続する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 DC 電源をアクセス ポイントに接続する前に、アクセス ポイントがアースされていることを確
認します（「アクセス ポイントのアース接続」セクション（2-46 ページ）を参照）。

ステップ 2 DC 電源を含めて、アクセス ポイントのすべての電源をオフにします。

警告 この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。すべての接続を取り外し、装置の
電源を遮断する必要があります。ステートメント 1028

注意 DC 電源をアクセス ポイントに接続する際は、必ずアクセス ポイント側のケーブルを 初に接
続してください。DC 電源コネクタを外す際は、必ずアクセス ポイント側のケーブルを 後に外
してください。

アクセス ポイントがバックアップ用バッテリ パックを備えている場合は、リセット ボタンを 10 秒
以上押してください（「バックアップ用バッテリ電源のディセーブル化」セクション（3-10 ページ）を
参照）。
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  アクセス ポイントへの電源供給
ステップ 3 調整レンチ、22 mm ソケット、または S-2200-WR レンチを使用して、DC 電源コネクタ開口部の
プラグを外します（DC 電源コネクタの位置については図 2-42 を参照）。

図 2-42 DC 電源用 Liquid-Tight アダプタの位置

ステップ 4 Liquid-Tight アダプタの丸い側を反時計回りに回して緩めますが、取り外さないでください（図 2-43 
を参照）。

図 2-43 Liquid-Tight アダプタ

（注） Liquid-Tight アダプタは、直径が 0.20 ～ 0.35 インチ（0.51 ～ 0.89 cm）のケーブルに対応し
ています。

1 Liquid-Tight アダプタを使用した DC 電源
コネクタ

2 アース ラグ用ネジ穴

25
52

40

1 2

1 ネジ側 2 丸い側
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  アクセス ポイントへの電源供給
ステップ 5 DC 電源ケーブルの未処理側を Liquid-Tight アダプタの丸い側に差し込み（図 2-43 を参照）、アダ
プタからケーブルを 6 インチ程度引き出します。

ステップ 6 DC ケーブルのジャケットを 1 インチ程度はがしてワイヤを露出させ、各ワイヤの絶縁被覆を 
3/8 インチ（9.5 mm）程度取り除きます。

ステップ 7 各ワイヤを 2 ピン ターミナル ストリップ（付属品）に差し込み、0.1 インチ（0.25 cm）のマイナス 
ドライバを使用して各ワイヤを締めます（図 2-44 を参照）。

図 2-44 2 ピン ターミナル ストリップ

1 止めネジ 3 DC + ワイヤ用開口部 

2 アース側ワイヤ（DC リターン）用開口部
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  アクセス ポイントへの電源供給
ステップ 8 2 ピン ターミナル ストリップをアクセス ポイント ケースの DC 電源用開口部から挿入し、内部
コネクタに慎重に差し込みます（図 2-45 を参照）。

図 2-45 ターミナル ストリップをアクセス ポイント ケースの DC 電源用開口部に挿入

ステップ 9 Liquid-Tight アダプタをアクセス ポイント側にスライドさせ、アダプタのネジ側をアクセス ポ
イントにねじ込み、手で締めます。

ステップ 10 調整レンチ、22 mm ソケット、または Sealcon S-2200-WR レンチを使用して、アダプタのネジ側を 
6 ～ 7 フィート ポンド（8.1 ～ 9.5 Nm）で締めます。

ステップ 11 調整レンチまたはオープンエンド レンチを使用して、アダプタの丸い側を 2.7 ～ 3.2 フィート ポ
ンド（3.66 ～ 4.34 Nm）で締めます。

ステップ 12 アクセス ポイントの電源を入れる前に、アンテナがアクセス ポイントに接続されていることを
確認します。

ステップ 13 該当する回路で DC 電源をオンにします。

アクセス ポイントへのケーブル POC 電源の接続

1552C または 1552CU アクセス ポイントのケーブル構成には、ケーブル モデムと RF スプリッタ
が付属していますが、ケーブル スティンガ コネクタは付属していません。ケーブル スティンガ 
コネクタはユーザが用意してください。

（注） 外部電磁場からの耐性に関して、システム パフォーマンスを保証するために、十分なシールド付
きの同軸ケーブル（クアッド シールド）を使用する必要があります。

1 2 ピン ターミナル ストリップ 3 Liquid-Tight アダプタ

2 DC 電源ケーブル 4 アクセス ポイント ケースの DC 電源用開
口部
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  アクセス ポイントへの電源供給
（注） POC アクセス ポイントは、UL/IEC/EN 60950-1 安全基準に関して、「危険な電圧 2 次」回路に分類
されています。このアクセス ポイントで使用されるケーブル ディストリビューション ネット
ワークは、このタイプの回路分類に対するレベルの過渡減衰（500V 過渡/雷サージ）を提供する必
要があります。

ケーブル POC 電源をアクセス ポイントに接続する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 ケーブル POC 電源をアクセス ポイントに接続する前に、アクセス ポイントがアースされている
ことを確認します（「アクセス ポイントのアース接続」セクション（2-46 ページ）を参照）。

ステップ 2 すべての電源がアクセス ポイントから切り離されていることを確認します。

警告 この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。すべての接続を取り外し、装置の
電源を遮断する必要があります。ステートメント 1028

アクセス ポイントがバックアップ用バッテリ パックを備えている場合は、リセット ボタンを 10 秒
以上押してください（「バックアップ用バッテリ電源のディセーブル化」セクション（3-10 ページ）を
参照）。

ステップ 3 アクセス ポイント上部の ATTN および SHUNT コネクタを取り外します。ご使用のケーブル提
供元の手順に従ってケーブル信号強度を測定し、可能な場合にはアクセス ポイントまたは RF ス
プリッタの外部での信号減衰を調整します（図 2-46 を参照）。

（注） ケーブル モデム MAC アドレスは、アクセス ポイント下部の LED の下にあります。

ステップ 4 アクセス ポイントの F-Connector アダプタを確認します（図 2-46 を参照）。

図 2-46 RF スプリッタ コンポーネント

1 RF スプリッタの減衰器（ATTN） 2 RF スプリッタ シャント（SHUNT）1

3 F-Connector アダプタ（スティンガ コネク
タ ピン）

1 シャントは、20 アンペアのヒューズです。

3

1
2

25
52

65
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  アクセス ポイントへの電源供給
ステップ 5 プラス ドライバを使用してピン固定ネジを緩めます。ただし、固定ネジは外さないでください。

ステップ 6 ケーブル スティンガ コネクタのピン先端を切り落とし（図 2-47 を参照）、0.75 + 0.1 インチ
（1.91 + 0.25 cm）の長さにします。

図 2-47 ケーブル スティンガ コネクタのピン 

ステップ 7 アクセス ポイント ケースのケーブル POC コネクタ用開口部に、ケーブル スティンガ コネクタ 
ピンを差し込みます。

ステップ 8 POC コネクタ用開口部に F-Connector アダプタを手でねじ込んで固定します。

ステップ 9 調整レンチを使用して、F-Connector アダプタを 6 ～ 7 フィート ポンド（8.1 ～ 9.5 Nm）で締めます。

ステップ 10 プラス ドライバを使用して、RF スプリッタ上の F-Connector アダプタのピン固定ネジを 
5.5 ～ 6.0 フィート ポンド（0.62 ～ 0.67 Nm）で締めます。

ステップ 11 ケーブル POC 電源をアクセス ポイントに接続する前に、アンテナがアクセス ポイントに接続さ
れていることを確認します。

ステップ 12 ケーブル提供元の仕様に従って、POC ケーブルを F-Connector アダプタに接続します。

ステップ 13 ケーブルの POC 電源をオンにします。

ステップ 14 RF スプリッタのシャントを元どおり差し込みます。

ステップ 15 ケーブル モデムの電源とケーブル LED を調べ、ケーブル モデムに電源が供給されていること、
およびケーブル ネットワークにモデムが登録されていることを確認します。

電源 LED（ヒンジ側から 5 番めの LED）は、電源が供給されていると緑色で点灯します。ケーブル 
LED（ヒンジ側から 2 番めの LED）は、ケーブル ネットワークをスキャンしているときは緑色で
点滅し、ケーブル ネットワークに登録されると緑色で点灯します。

ステップ 16 アクセス ポイント上部の ATTN および SHUNT コネクタ プラグを交換し、6 ～ 7 フィート ポン
ド（8.1 ～ 9.5 Nm）で締めます。

1 ピンの長さは 0.75 + 0.1 インチ（1.91 + 0.25 cm）。
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  アクセス ポイントの設定
アクセス ポイントの設定

コントローラのフィルタ リストへのアクセス ポイントの MAC アドレ
スの追加

アクセス ポイントを設置する前に、アクセス ポイントの MAC アドレスをフィルタ リストに追
加することによってコントローラを設定します。MAC アドレス フィルタリングはデフォルトで
イネーブルになります。この設定により、コントローラはリストされているアクセス ポイントに
応答可能になります。コントローラ上の MAC フィルタにエントリを追加するには、次の手順に
従います。

ステップ 1 Web ブラウザを使用して、コントローラにログインします。

ステップ 2 [SECURITY] > [MAC Filtering] > [New] の順に選択します。

ステップ 3 アクセス ポイントの MAC アドレスを MAC フィルタ リストに入力します。たとえば、
00:0B:91:21:3A:C7 と入力します。

（注） アクセス ポイントの MAC アドレスは、装置の底面にあります。2 つの MAC アドレスが
表示されている場合は、上側の MAC アドレスを使用してください。

ステップ 4 [WLAN ID] ポップアップ メニューから、[WLAN ID] または [Any WLAN] を選択します。

ステップ 5 [Description] フィールドに、アクセス ポイントに関する説明を 32 文字以内で入力します。たとえ
ば、Fisher_Street_00.0B.91.21.3A.C7 は、アクセス ポイントの場所と MAC アドレスを示しています。

ステップ 6 [Interface Name] ポップアップ メニューからインターフェイスを選択し、[Apply] をクリックします。

ステップ 7 その他のアクセス ポイントをリストに追加するには、ステップ 2 ～ 6 を繰り返します。

ステップ 8 コントローラからログアウトし、Web ブラウザを閉じます。

RAP の設定

アクセス ポイントの無線の役割は、デフォルトでメッシュ アクセス ポイント（MAP）に設定され
ています。1 つ以上のアクセス ポイントを、ルート アクセス ポイント（RAP）として再設定する必
要があります。RAP は、コントローラへのスイッチを介して有線イーサネット リンクに接続し
ます。MAP は、コントローラに接続するために、無線バックホール インターフェイスを使用して 
RAP に接続します。

コントローラ GUI で RAP を設定する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 Web ブラウザを使用して、コントローラにログインします。

ステップ 2 [Wireless] をクリックします。アクセス ポイントがコントローラに関連付けられると、アクセス 
ポイントの名前が AP 名の一覧に表示されます。

ステップ 3 アクセス ポイント名をダブルクリックします。

ステップ 4 メッシュ情報を検索し、[AP Role] フィールドのドロップダウン矢印をクリックして [Root AP] 
を選択します。
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  アクセス ポイントの設定
ステップ 5 [Apply] をクリックします。

ステップ 6 それぞれの RAP でステップ 2 ～ 5 を繰り返します。

ステップ 7 コントローラからログアウトし、Web ブラウザを閉じます。

ブリッジ グループ名の設定

ブリッジ グループ名（BGN）は、RAP へのアクセス ポイントのアソシエーションを制御します。
BGN を使用して無線を論理的にグループ分けしておくと、同じチャネルにある異なるネット
ワークが相互に通信することを防止できます。この設定は、同一領域のネットワーク内に複数の 
RAP がある場合にも便利です。

同一領域のネットワーク内に（より大きな容量を得るために）RAP を 2 つ設定している場合は、
別々のチャネルで 2 つの RAP に同じ BGN を設定することを推奨します。

BGN は 大 10 文字までの文字列です。製造時に、出荷時の設定のブリッジ グループ名（NULL 
VALUE）が割り当てられています。このグループ名は表示されませんが、新しいアクセス ポイン
ト無線が新しいアクセス ポイントのネットワークに参加できます。BGN は、コントローラの 
CLI と GUI から再設定できます。BGN の設定後、アクセス ポイントがリブートします。

稼働中のネットワークでの BGN の設定は、慎重に行う必要があります。必ず RAP から も遠い
距離にあるノード（末端のノード）から開始し、RAP に向かって設定していきます。別の場所で 
BGN の設定を開始すると、そのポイント以降（RAP から遠くなる方向）に存在するアクセス ポイ
ントは BGN が異なるため、ドロップされてしまいます。

GUI を使用してアクセス ポイントの BGN を設定するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Web ブラウザを使用して、コントローラにログインします。

ステップ 2 [Wireless] をクリックします。アクセス ポイントがコントローラに関連付けられると、アクセス 
ポイントの名前が AP 名の一覧に表示されます。

ステップ 3 アクセス ポイント名をダブルクリックします。

ステップ 4 メッシュ情報を検索し、[Bridge Group Name] フィールドに新しい BGN を入力します。

ステップ 5 [Apply] をクリックします。

ステップ 6 各アクセス ポイントに対して、ステップ 2 ～ 5 を繰り返します。

ステップ 7 コントローラからログアウトし、Web ブラウザを閉じます。
2-67
Cisco Aironet 1550 シリーズ屋外メッシュ アクセス ポイント ハードウェア設置ガイド

OL-24247-01-J



 

第 2 章      アクセス ポイントの設置

  次の作業
次の作業
コントローラへの有線イーサネット、光ファイバ、またはケーブル ネットワークに接続していな
い MAP に電源を投入すると、そのアクセス ポイントは、Cisco Adaptive Wireless Path Protocol

（AWPP）を使用してコントローラへの有線ネットワークに接続されているルート アクセス ポー
ト（RAP）への 適なパスを持つ、別のメッシュ アクセス ポイント（MAP）にバインドします。ア
クセス ポイントは、電源が投入されると検出要求を送信します。コントローラのアクセス ポイ
ントが適切に設定されている場合は、コントローラからアクセス ポイントに検出応答が返され
ます。これが行われた場合、アクセス ポイントは接続要求をコントローラに送信し、コントロー
ラは接続確認応答を返します。次に、アクセス ポイントは、コントローラへの Control And 
Provisioning of Wireless Access Points（CAPWAP）接続を確立し、コントローラで設定された共有
秘密キーを取得します。

アクセス ポイントの設定、モニタリング、および操作の詳細については、『Cisco Wireless LAN 
Controller Configuration Guide』を参照してください。
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C H A P T E R 3

トラブルシューティング

この章では、アクセス ポイントに発生する可能性のある基本的な問題に対するトラブルシュー
ティングの手順を説明します。 新の詳細なトラブルシューティングについては、次の URL に
アクセスして、シスコのテクニカル サポートおよびドキュメンテーション Web サイトを参照し
てください。

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html

この章の内容は、次のとおりです。

• アクセス ポイント使用上のガイドライン（3-1 ページ）

• コントローラの MAC フィルタ リスト（3-3 ページ）

• DHCP オプション 43 の使用方法（3-4 ページ）

• アクセス ポイントの LED の監視（3-4 ページ）

• コントローラのアソシエーションの確認（3-5 ページ）

• ブリッジ グループ名の変更（3-6 ページ）

• ローカルでのアクセス ポイントへの接続（3-6 ページ）

• アクセス ポイント パワー インジェクタ（3-8 ページ）

• リセット ボタンの使用（3-9 ページ）

アクセス ポイント使用上のガイドライン
アクセス ポイントをご使用の際は、これらのガイドラインに留意していただく必要があります。

• アクセス ポイントはコントローラとのみ通信可能で、単独で動作することはできません。

• アクセス ポイントは、無線ドメイン サービス（WDS）をサポートしていないので、WDS デバ
イスとは通信できません。ただし、アクセス ポイントがコントローラにアソシエートする
際、コントローラが WDS に相当する機能を提供します。

• アクセス ポイントは、コントローラとのレイヤ 3 CAPWAP 通信のみをサポートしています。

レイヤ 3 動作では、アクセス ポイントとコントローラの存在するサブネットは同一でも、異
なっていても問題ありません。アクセス ポイントは、標準の IP パケットを使用してコント
ローラとの通信を行います。コントローラとは異なるサブネットにあるレイヤ 3 アクセス ポ
イントは、アクセス ポイント サブネット上に DHCP サーバと、コントローラへのルートを必
要とします。コントローラへのルートでは、CAPWAP 通信用に送信先 UDP ポート 12222 と 
12223 が開かれている必要があります。第 1、第 2、および第 3 コントローラへのルートで、IP 
パケットのフラグメントが許可されている必要があります。
3-1
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第 3 章      トラブルシューティング

  特記事項
• アクセス ポイントを配置する前に、以下が終了していることを確認してください。

– コントローラが、トランク ポートとして設定されているスイッチ ポートに接続されて
いること。

– アクセス ポイントが、タグなしのアクセス ポートとして設定されているスイッチ ポー
トに接続されていること。

– アクセス ポイントから DHCP サーバに接続できること。および、DHCP サーバにオプ
ション 43 が設定されていること。オプション 43 では、コントローラの管理インター
フェイスの IP アドレスが提供されます。通常、DHCP サーバは、シスコのスイッチ上に設
定できます。

– 必要に応じて、CISCO-CAPWAP-CONTROLLER を有効にするよう DHCP サーバを設定
できます。ローカル ドメインを使用すると、コントローラの管理インターフェイスの IP 
アドレスに解決されます。

– アクセス ポイントでコントローラが設定され、到達可能になっていること。

– アクセス ポイントの MAC アドレスがコントローラに設定されていて、MAC フィルタ 
リストが有効であること。

– 使用しているスイッチで DHCP 要求を転送できること。

• アクセス ポイントの PoE 出力ポートには、カメラやセンサー ゲートウェイなど、ユーザが用
意した周辺デバイスを 1 台のみ接続できます。PoE 出力ポートをスイッチやハブには接続し
ないことを推奨します。

• アクセス ポイントをコントローラにアソシエートした後、ブリッジ グループ名（BGN）をデ
フォルト値から変更する必要があります。デフォルトの BGN を使用すると、メッシュ アク
セス ポイント（MAP）が他のメッシュ ネットワークに接続しようとすることがあり、ネット
ワークの収束に時間がかかるようになります。

特記事項

コンバージェンス遅延

配置の際、さまざまな原因によってアクセス ポイントで収束の遅延が発生することがあります。
次に、収束の遅延を引き起こす可能性のある動作条件をいくつか示します。

• ルート アクセス ポイント（RAP）が、有線ポート（ケーブル、光ファイバ、PoE 入力、または 
PoE 出力）を使用してコントローラに接続しようとしている。これらの有線ポートが動作し
ていると、RAP からコントローラへの接続をこれらの各ポートで実行しようとして数分を
費やす可能性があります。

• RAP から有線ポート経由でコントローラに接続できなかったために、無線ネットワークを
使用して接続しようとしている場合。使用可能な無線経路が複数存在していると、さらに遅
延が長くなります。

• 無線ネットワークを使用して RAP に接続できなかった MAP が、あらゆる有線ポートを使用
して RAP に接続しようとしている場合。アクセス ポイントは、無線ネットでもう一度接続を
試す前に、これらの接続ごとに数分を費やすことがあります。
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第 3 章      トラブルシューティング

  コントローラの MAC フィルタ リスト
ブリッジのループ

アクセス ポイントは、有線ネットワーク接続と無線ネットワーク接続との間で、パケットのブ
リッジをサポートしています。同じネットワークを、アクセス ポイントにある複数の有線ポート
や、ブリッジ接続された 2 台のアクセス ポイントに接続しないでください。ブリッジのループに
よって、ネットワークのルーティングに関する問題が発生します。

コントローラの DHCP サーバ

コントローラの DHCP サーバからは、Lightweight アクセス ポイント、およびアクセス ポイント
にアソシエートされた無線クライアントのみに IP アドレスが割り当てられます。メッシュ アク
セス ポイントでクライアントをブリッジしているイーサネットなど、他のデバイスには IP アド
レスが割り当てられません。

MAP データ トラフィック

アクセス ポイントのバックホール チャネルの信号の信号対雑音比が高いと、MAP から親ノード
経由でコントローラに接続することはできても、アクセス ポイントに対する ping などのデータ 
トラフィックを受け渡すことができない可能性があります。これは、ユーザによって、バック
ホール制御パケットのデフォルトのデータ レートが 6 Mb/s に設定され、バックホールのデータ 
レートが自動に設定されているためです。

コントローラの MAC フィルタ リスト
アクセス ポイントを起動する前に、アクセス ポイントの MAC アドレスがコントローラの MAC 
フィルタ リストに追加済みで、Mac Filter List が有効になっていることを確認する必要があり
ます。

（注） アクセス ポイントの MAC アドレスとバーコードは、装置の底面に表示されています。2 つの 
MAC アドレスが表示されている場合は、上側の MAC アドレスを使用してください。

コントローラの MAC フィルタリストに追加されている MAC アドレスを確認するには、コント
ローラの CLI またはコントローラの GUI を使用できます。

• コントローラの CLI を使用する場合：コントローラの CLI コマンド show macfilter summary 
を使用すると、コントローラのフィルタ リストに追加されている MAC アドレスを確認でき
ます。

• コントローラの GUI を使用する場合：Web ブラウザでコントローラの Web インターフェイ
スにログインし、[SECURITY] > [AAA] > [MAC Filtering] の順に選択すると、コントローラの
フィルタ リストに追加されている MAC アドレスを確認できます。
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  DHCP オプション 43 の使用方法
DHCP オプション 43 の使用方法
DHCP オプション 43 を使用すると、コントローラの IP アドレスのリストがアクセス ポイントに
提供されるため、アクセス ポイントがコントローラを検出し、コントローラに接続できるように
なります。DHCP オプション 43 の設定手順については、DHCP サーバの製品マニュアルを参照し
てください。詳細は、「DHCP オプション 43 の設定」セクション（F-1 ページ）を参照してください。

アクセス ポイントの LED の監視
アクセス ポイントが正常に動作しない場合は、装置の底面にある LED を確認します。この LED 
を使用して、装置のステータスを簡単に評価できます。図 3-1 に、アクセス ポイントの LED の位
置を示します。

図 3-1 アクセス ポイントの LED：AIR-CAP1552E-x-K9 モデルの底面

（注） 装置ごとに LED の色の強さおよび色彩が若干異なります。これは、LED メーカーの仕様の正常
な範囲内であり、障害ではありません。

1 RF-2 LED：5 GHz MIMO バックホール無線
のステータス

3 アップリンク LED：イーサネット、ケーブ
ル、または光ファイバのステータス

2 RF-1 LED：2.4 GHz MIMO アクセス無線の
ステータス

4 ステータス LED：アクセス ポイントとソ
フトウェアのステータス

4 5 6

28
21
44

1 3
2 4
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  コントローラのアソシエーションの確認
アクセス ポイントの LED の信号は、表 3-1 に示されています。

コントローラのアソシエーションの確認
アクセス ポイントがコントローラとアソシエートしていることを確認する手順は、次のとおり
です。

ステップ 1 Web ブラウザを使用して、コントローラの Web インターフェイスにログインします。

コントローラのコンソール ポートで、コントローラの CLI コマンド show ap summary を使用す
ることもできます。

ステップ 2 [Wireless] をクリックし、使用しているアクセス ポイントの MAC アドレスが [Ethernet MAC] の
リストにあることを確認します。

ステップ 3 コントローラからログアウトし、Web ブラウザを閉じます。

表 3-1 アクセス ポイントの LED 表示内容

LED 色1、2

1. すべての LED が消灯している場合は、アクセス ポイントに電源が供給されていません。

2. アクセス ポイントへの電源をオンにすると、 初はすべての LED が黄色に点灯します。

意味

ステータス 黒色 電源が供給されていないか、LED が消灯しています。

緑色で点灯 アクセス ポイントが動作中です。

緑色に点滅 Cisco IOS イメージ ファイルのダウンロードまたはアップグ
レードが進行中です。

黄色で点灯 メッシュのネイバー アクセス ポイントの検出が進行中です。

オレンジに点滅 メッシュの認証が進行中です。

赤色、緑色、黄色で点滅 CAPWAP の検出が進行中です。

赤色で点灯 ファームウェアの障害です。サポート組織に問い合わせて助言
を仰いでください。

アップリンク 黒色 すべてのネットワーク ポートがダウンしているか、LED が消灯
しています。

緑色で点灯 アップリンク ポートが動作中です（ケーブル、光ファイバ、また
はイーサネット）。

RF-1 黒色 無線がオフになっているか、LED が消灯しています。

緑色で点灯 無線が動作中で、ネットワークの状態も良好です。

赤色で点灯 ファームウェアの障害です。サポート組織に問い合わせて助言
を仰いでください。

RF-2 黒色 無線がオフになっているか、LED が消灯しています。

緑色で点灯 無線が動作中で、ネットワークの状態も良好です。

赤色で点灯 ファームウェアの障害です。サポート組織に問い合わせて助言
を仰いでください。
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  ブリッジ グループ名の変更
ブリッジ グループ名の変更
ブリッジ グループ名（BGN）は、RAP へのアクセス ポイントのアソシエーションを制御します。
BGN を使用して無線を論理的にグループ分けしておくと、同じチャネルにある異なるネット
ワークが相互に通信することを防止できます。この設定は、同一領域のネットワーク内に複数の 
RAP がある場合にも便利です。

同一領域のネットワーク内に（より大きな容量を得るために）RAP を 2 つ設定している場合は、
別々のチャネルで 2 つの RAP にそれぞれ異なる BGN を設定することを推奨します。

BGN は 大 10 文字までの文字列です。製造時に、出荷時の設定のブリッジ グループ名（NULL 
VALUE）が割り当てられています。このグループ名は表示されませんが、新しいアクセス ポイン
ト無線が新しいアクセス ポイントのネットワークに参加できます。BGN は、コントローラの 
CLI と GUI から再設定できます。BGN の設定後、アクセス ポイントがリブートします。

アクセス ポイントを配置してコントローラにアソシエートした後で、BGN をデフォルト値から
変更する必要があります。これは、MAP が他のメッシュ ネットワークにアソシエートしないよ
うにするためです。

稼働中のネットワークでの BGN の設定は、慎重に行う必要があります。必ず RAP から も遠い
距離にあるアクセス ポイント（末端のノード）から開始し、RAP に向かって設定していきます。
別の場所で BGN の設定を開始すると、そのポイント以降（RAP から遠くなる方向）に存在するア
クセス ポイントは BGN が異なるため、ドロップされてしまいます。

コントローラの GUI を使用してアクセス ポイントの BGN を設定するには、次の手順を実行し
ます。

ステップ 1 Web ブラウザを使用して、コントローラにログインします。

ステップ 2 [Wireless] をクリックします。アクセス ポイントがコントローラにアソシエートされていると、
AP 名の一覧にアクセス ポイントの名前が表示されます。

ステップ 3 アクセス ポイント名をクリックします。

ステップ 4 [Mesh Information] セクションを検索し、[Bridge Group Name] フィールドに新しい BGN を入力
します。

ステップ 5 [Apply] をクリックします。

ステップ 6 各アクセス ポイントに対して、ステップ 2 ～ 5 を繰り返します。

ステップ 7 コントローラからログアウトし、Web ブラウザを閉じます。

ローカルでのアクセス ポイントへの接続 
アクセス ポイントを（有線 LAN に接続せずに）ローカルでモニタする必要がある場合、DB-9 to 
RJ-45 シリアル ケーブルを使用してアクセス ポイントのコンソール ポートに PC を接続します。

（注） コンソール ポートは、実験室環境でのデバッグ作業にのみ使用します。

次の手順に従ってアクセス ポイントのコンソール ポートに接続し、CLI を開きます。
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  ローカルでのアクセス ポイントへの接続
ステップ 1 アクセス ポイントのヒンジ付きカバーを開きます（「アクセス ポイントのヒンジ付きカバーを
開く」セクション（2-14 ページ）の手順を参照）。

9 ピン メス DB-9 to RJ-45 シリアル ケーブルを、アクセス ポイントの RJ-45 コンソール ポート
とコンピュータの COM ポートに接続します（コンソール ポートの位置については、図 3-2 およ
び図 3-3 を参照してください）。

図 3-2 アクセス ポイント モデル AIR-CAP1552C-x-K9、AIR-CAP1552CU-x-K9、および 

AIR-CAP1552I-x-K9 のコンソール ポートの位置

図 3-3 アクセス ポイント モデル AIR-CAP1552E-x-K9 および AIR-CAP1552EU-x-K9 のコンソール 

ポートの位置

（注） DB-9 to RJ-45 シリアル ケーブルのシスコ製品番号は AIR-CONCAB1200 です。シリアル 
ケーブルを発注するには、次のサイトにアクセスしてください。

http://www.cisco.com/pcgi-bin/marketplace/welcome.pl

1 コンソール ポート

25
52

63

1

1 コンソール ポート 2 未使用

28
21
38

1 2
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  アクセス ポイント パワー インジェクタ
ステップ 2 アクセス ポイントと通信できるように、PC 上でターミナル エミュレータ プログラムを設定し
ます。ターミナル エミュレータの接続では、9600 ボー、データ ビット 8、パリティなし、ストップ 
ビット 1 の設定を使用します。フロー制御はなしです。

ステップ 3 目的の作業を終了した後は、シリアル ケーブルを取り外し、ヒンジ付きカバーを閉じます（手順
については、「アクセス ポイントのヒンジ付きカバーを閉じる」セクション（2-15 ページ）を参照
してください）。

アクセス ポイント パワー インジェクタ
パワー インジェクタ（AIR-PWRINJ1500-2=）は、ケース前面に 3 つの LED を備えています（図 3-4 を
参照してください）。パワー インジェクタの詳細については、『Cisco Aironet 1550 Series Outdoor 
Mesh Access Point Power Injector Installation Instructions』を参照してください。

図 3-4 パワー インジェクタのコネクタと LED

1 取り付けタブ 4 AC 電源 LED

2 AP 電源 LED 5 AP 側：アクセス ポイントに接続するイーサネット コネク
タ（RJ-45）（10/100/1000BASE-T）

3 障害 LED 6 スイッチ側：スイッチに接続するイーサネット コネクタ
（RJ-45）（10/100/1000BASE-T）

21
14

85

23
14

84

1

12 3 4 5 6
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第 3 章      トラブルシューティング

  リセット ボタンの使用
パワー インジェクタの LED のモニタリング

パワー インジェクタの LED を使用して、パワー インジェクタのステータスを確認できます。
LED で表示されるステータス情報は次のとおりです。

• AP 電源：アクセス ポイントが正常に検出されると緑色で点灯し、パワー インジェクタから
アクセス ポイントに電源が供給されていることを示します。

• 障害：ディスカバリ モードまたは電源オン時に障害が発生すると、赤色で点灯します。サ
ポートに問い合わせる前に、イーサネット ケーブルと接続を確認してください。

• AC 電源：パワー インジェクタに AC 電力が供給され、いつでもアクセス ポイントに電力を
供給できる状態になると、緑色に点灯します。

リセット ボタンの使用
アクセス ポイントの底面にはリセット ボタンがあります（図 3-5 および図 3-6 を参照）。リセッ
ト ボタンは、小さな穴の奥にあり、ネジとゴム製のガスケットで密閉されています。リセット ボ
タンは、次の操作に使用できます。

• アクセス ポイントのリセット：リセット ボタンを 10 秒未満の間、押します。

• バッテリ バックアップ電源の無効化：リセット ボタンを 10 秒以上押します。

図 3-5 リセット ボタンの位置：モデル AIR-CAP1552E-x-K9 および AIR-CAP1552EU-x-K9

1 リセット ボタン

4 5 6

1

25
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42
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第 3 章      トラブルシューティング

  リセット ボタンの使用
図 3-6 リセット ボタンの位置：AIR-CAP1552C-x-K9、AIR-CAP1552CU-x-K9、および 

AIR-CAP1552I-x-K9 モデル

アクセス ポイントのリブート

アクセス ポイントをリブート（電源の再投入）する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 プラス ドライバを使用して、リセット ボタンのネジを取り外します（図 3-5）。取り外したネジを
紛失しないように注意してください。

ステップ 2 まっすぐに伸ばしたペーパークリップを使用して、リセット ボタンを 10 秒未満の間、押します。
これにより、アクセス ポイントがリブート（電源が再投入）され、すべての LED が約 5 秒間消灯
した後、再度点灯します。

ステップ 3 リセット ボタンに再度ネジをねじ込み、プラス ドライバを使用して 22 ～ 24 インチ ポンド
（2.49 ～ 2.71 Nm）で締めます。

バックアップ用バッテリ電源のディセーブル化

バックアップ用バッテリ電源をディセーブル化する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 プラス ドライバを使用して、リセット ボタンのネジを取り外します（図 3-5）。取り外したネジを
紛失しないように注意してください。

ステップ 2 まっすぐに伸ばしたペーパークリップを使用して、リセット ボタンを 10 秒以上押します。

• アクセス ポイントがバッテリ電源のみで動作している場合は、アクセス ポイントがリブー
トされ、バックアップ用バッテリ電源がディセーブルになります。LED が約 5 秒間消灯し、再
度約 5 秒間点灯した後、消灯したままになります。

• アクセス ポイントにバッテリ電源のほか、別の電源も供給されている場合は、アクセス ポイ
ントがリブートされた後にバッテリがディセーブルになり、2 つめの電源によって動作が継
続されます。LED は、約 5 秒間消灯した後、再度点灯します。

1 リセット ボタン

25
54

15

1
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第 3 章      トラブルシューティング

  リセット ボタンの使用
（注） アクセス ポイントにバッテリ バックアップ装置がない場合は、アクセス ポイントは
リブートのみ行います。

（注） バッテリ バックアップ ユニットは、アクセス ポイントが再びリブート（電源を再投
入）されると、再度アクティブ化されます。

ステップ 3 リセット ボタンに再度ネジをねじ込み、プラス ドライバを使用して 22 ～ 24 インチ ポンド
（2.49 ～ 2.71 Nm）で締めます。
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  リセット ボタンの使用
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Cisco Aironet 1550 シリーズ屋外メッシ

OL-24247-01-J
C H A P T E R 4

バックアップ バッテリの取り付けまたは
交換

この章では、1552E および 1552EU アクセス ポイントのバックアップ バッテリの取り付けまた
は交換を行う手順を説明します。この章の内容は、次のとおりです。

• 取り付けまたは交換を開始する前（4-1 ページ）

• アクセス ポイントの無線カバーを開く（4-2 ページ）

• バックアップ バッテリの取り外し（4-3 ページ）

• 新しいバックアップ バッテリの取り付け（4-4 ページ）

• バックアップ バッテリ ケーブルを接続して無線カバーを閉じる（4-5 ページ）

取り付けまたは交換を開始する前
バックアップ バッテリは 1552E および 1552EU アクセス ポイントに内蔵され、無線カバーに取
り付けられています。バックアップ バッテリの取り付けや交換は、屋外環境で行うことはできま
せん。屋内環境内の静電保護された作業面を使用する必要があります。

警告 この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。ス
テートメント 1030

注意 ESD によって、アクセス ポイントの内部構成部品が損傷する可能性があります。バックアップ 
バッテリの取り付けまたは交換の手順は、ESD の訓練を受けたサービス技術者が ESD 保護され
たワークステーションで行うことを推奨します。

次の操作は、バックアップ バッテリの取り付けまたは交換の手順の概要を示しています。

1. アクセス ポイントが設置されている場合は、すべての電源を切断し、すべてのケーブルを取
り外し、アクセス ポイントを外します。

2. 標準的な静電気放電（ESD）手順に従います。

3. アクセス ポイントを室内の ESD 保護された作業面の上に置きます。

4. アクセス ポイントの無線カバーを開きます。

5. 必要に応じて、不良のバックアップ バッテリを取り外します。
4-1
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第 4 章      バックアップ バッテリの取り付けまたは交換

  アクセス ポイントの無線カバーを開く
6. 新しいバックアップ バッテリを取り付けます。

7. バックアップ バッテリ ケーブルを接続します。

8. アクセス ポイントの無線カバーを閉じます。

9. アクセス ポイントを設置します。

アクセス ポイントの無線カバーを開く
1552E または 1552EU アクセス ポイントの無線カバーを開くには、次の手順を実行します。

ステップ 1 アクセス ポイントを、六角ボルトで取り付けられたカバーが下向きの状態にします。

ステップ 2 #8 トルクス ドライバを使用してアクセス ポイント カバーのすべてのトルクス ネジを緩めます
が、ネジは取り外さないでください（図 4-1 を参照）。

図 4-1 アクセス ポイントの無線カバーのネジ 

ステップ 3 カバーを慎重に開きます。

1 無線カバーのトルクス ネジ

2
5
5
2
6
7

111

111

1 1

1 1
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第 4 章      バックアップ バッテリの取り付けまたは交換

  バックアップ バッテリの取り外し
バックアップ バッテリの取り外し
バックアップ バッテリを取り外すには、次の手順を実行します。

ステップ 1 アクセス ポイントのカバーを開いた状態で持ちながら、バックアップ バッテリ ケーブルを内部
コネクタから慎重に取り外します（図 4-2 を参照）。無線ボードの部品に触れないように注意して
ください。

図 4-2 バックアップ バッテリの位置

ステップ 2 カバーを静電保護されたテーブルの上に慎重に置きます。

1 バックアップ バッテリ 3 バックアップ バッテリ ケーブルの内部コネ
クタ

2 バックアップ バッテリ ケーブル 4 無線ボード（触れないでください）
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第 4 章      バックアップ バッテリの取り付けまたは交換

  新しいバックアップ バッテリの取り付け
ステップ 3 プラス ドライバを使用して、バックアップ バッテリをカバーに取り付けている 4 つのネジを取
り外します（図 4-3 を参照）。

図 4-3 バックアップ バッテリのネジ

新しいバックアップ バッテリの取り付け

（注） AIR-1520-BATT-6AH= バックアップ バッテリは、アクセス ポイント モデル AIR-CAP1552E-x-K9 
および AIR-CAP1552EU-x-K9 専用となっています。AIR-CAP1552H-x-K9、
AIR-CAP1552SA-x-K9、または AIR-CAP1552SD-x-K9 モデルでは、このバッテリを使用しないで
ください。

新しいバックアップ バッテリをアクセス ポイントに取り付けるには、次の手順を実行します。

ステップ 1 アクセス ポイントの無線カバーの上で、新しいバックアップ バッテリを図 4-3 に示す向きにし
ます。

ステップ 2 バックアップ バッテリを無線カバーの 4 つのネジ穴に合わせます。

ステップ 3 4 つの付属のネジを使用してバックアップ バッテリを無線カバーに取り付け、5.5 ～ 6.5 インチ 
ポンド（0.62 ～ 0.73 Nm）で締めます。

ステップ 4 図 4-3 に示すように、バックアップ バッテリ ケーブルを配置して曲げます。

1 バックアップ バッテリのネジ（4 箇所） 3 バックアップ バッテリ 

2 バックアップ バッテリ ケーブルとコネ
クタ

4 アクセス ポイントの無線カバー
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第 4 章      バックアップ バッテリの取り付けまたは交換

  バックアップ バッテリ ケーブルを接続して無線カバーを閉じる
バックアップ バッテリ ケーブルを接続して無線カバー
を閉じる

バックアップ バッテリ ケーブルを接続してアクセス ポイントの無線カバーを閉じるには、次の
手順を実行します。

ステップ 1 図 4-2 に示すように、アクセス ポイントの無線カバーをアクセス ポイントに慎重に合わせます。

ステップ 2 無線カバーを開いて真っすぐに立たせます。その際、無線カバーの端をアクセス ポイントの上部
端に合わせます。

ステップ 3 バックアップ バッテリ ケーブル コネクタを内部バッテリ コネクタに慎重に押し込みます（図 4-2 を
参照）。

ステップ 4 バックアップ バッテリ ケーブルを挟まないよう注意しながら、無線カバーを閉じます。

ステップ 5 図 4-4 に示すように、1 から順番にプラス ドライバを使用して各カバー ネジを仮締めします。各
ネジを 11 ～ 12 インチ ポンド（1.24 ～ 1.36 Nm）で締めます。

ステップ 6 同じ締め付けの順番でステップ 5 を繰り返し、各ネジを 22 ～ 24 インチ ポンド（2.49 ～ 2.71 Nm）
で締めます。

図 4-4 無線カバー ネジを締める順序

次の作業
バックアップ バッテリの手順が完了すると、アクセス ポイントを設置する準備が整います。「取
り付けに関するガイドライン」セクション（2-9 ページ）にある安全性と取り付けに関するガイド
ラインと、「アクセス ポイントの取り付け」セクション（2-16 ページ）にある取り付けおよび取り
付け方法に関する記述をよく読み、それに従ってください。

2
5
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  次の作業
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P P E N D I X A

翻訳版の安全上の警告

翻訳版の安全上の警告については、アクセス ポイントに付属しているか、または Cisco.com で入
手可能な安全上の警告マニュアルを参照してください。

Cisco.com でマニュアルを参照する場合、次の手順に従ってください。

ステップ 1 次に示すシスコ無線マニュアルのホームページのリンクをクリックして移動します。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/wireless/index.html

ステップ 2 [Support] をクリックして [Support and Documentation] ページを表示します。

ステップ 3 [Find Product Support] カラムで [Wireless] をクリックします。

ステップ 4 [1550] をクリックします。

ステップ 5 [Install and Upgrade] をクリックします。

ステップ 6 [Install and Upgrade Guides] をクリックします。

ステップ 7 [Translated Safety Warnings for Cisco Aironet 1550 Series Outdoor Mesh Access Points] をクリック
します。
A-1
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P P E N D I X B

適合宣言および規制情報

この付録では、Cisco Aironet 1552 屋外メッシュ アクセス ポイントに関する適合宣言と規制情報
について説明します。

この付録の内容は、次のとおりです。

• 製造業者による連邦通信委員会への適合宣言（B-1 ページ）

• Industry Canada（B-3 ページ）

• European Community, Switzerland, Norway, Iceland, and Liechtenstein（B-4 ページ）

• RF 被曝に関する適合宣言（B-7 ページ）

• Cisco Aironet アクセス ポイントの使用に関するガイドライン（日本の場合）（B-8 ページ）

• VCCI に関する警告（日本）（B-9 ページ）

• Administrative Rules for Cisco Aironet Access Points in Taiwan（B-9 ページ）

• EU Declaration of Conformity（B-11 ページ）

製造業者による連邦通信委員会への適合宣言

モデル: FCC 認証番号: 

Tested To Comply
With FCC Standards

FOR HOME OR OFFICE USE

AIR-CAP1552E-A-K9 LDK102074P

AIR-CAP1552EU-A-K9

AIR-CAP1552C-A-K9

AIR-CAP1552CU-A-K9

AIR-CAP1552I-A-K9

AIR-CAP1552E-B-K9

AIR-CAP1552EU-B-K9
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付録 B      適合宣言および規制情報

  製造業者による連邦通信委員会への適合宣言
製造業者：

Cisco Systems, Inc.
170 West Tasman Drive
San Jose, CA 95134-1706
USA

このデバイスは、Part 15 の規定に適合しており、動作は次の 2 つの条件を前提としています。

1. このデバイスによって、有害な干渉が発生することはない。

2. このデバイスは、予想外の動作を引き起こす可能性のある干渉も含め、すべての干渉を受け
入れなければならない。

この機器は、FCC 規定の Part 15 に基づくクラス A デジタル デバイスの制限に準拠していること
がテストによって確認済みです。制限は、住宅地で機器を使用した場合に有害な干渉が起きない
ようにするための、一定の保護を目的としたものです。この機器は無線周波エネルギーを生成、
使用、および放射するため、指示に従わずに取り付けたり使用したりした場合は、有害な干渉を
発生させるおそれがあります。ただし、説明書に従った場合にも、干渉が起きないことを保証す
るものではありません。この機器によってラジオやテレビの受信に干渉が発生する場合は（機器
の電源をオン/オフすることで確認できます）、次のいずれかの方法で干渉をなくすようにしてく
ださい。

• 受信アンテナの向きを変えるか、場所を移動します。

• 機器と受信装置の距離を広げる。

• 受信装置が接続されている回路とは別の回路のコンセントに機器を接続する。

• 販売店またはラジオやテレビの専門技術者に問い合わせる。

注意 Part 15 に適合した無線デバイスは、シスコが提供するアンテナを使用している場合は、当該周波
数で動作する他のデバイスと干渉のない状態で動作します。シスコによる明確な許可なしに製
品への変更を行った場合、ユーザはこのデバイスの使用を禁止されることがあります。

注意 規制上の制限事項を満たすには、専門の担当者がアクセス ポイントを設置する必要があります。

AIR-CAP1552C-B-K9

AIR-CAP1552CU-B-K9

AIR-CAP1552I-B-K9

AIR-CAP1552E-A-K9 LDK102074P

AIR-CAP1552EU-A-K9
B-2
Cisco Aironet 1550 シリーズ屋外メッシュ アクセス ポイント ハードウェア設置ガイド

OL-24247-01-J



 

付録 B      適合宣言および規制情報
  Industry Canada
Industry Canada
Models: IC Certification Number: 

Canadian Compliance Statement
This device complies with Industry Canada licence-exempt RSS standard(s). Operation is subject to the 
following two conditions: (1) this device may not cause interference, and (2) this device must accept any 
interference, including interference that may cause undesired operation of the device.

Le présent appareil est conforme aux CNR d'Industrie Canada applicables aux appareils radio exempts 
de licence. L'exploitation est autorisée aux deux conditions suivantes : (1) l'appareil ne doit pas produire 
de brouillage, et (2) l'utilisateur de l'appareil doit accepter tout brouillage radioélectrique subi, même si 
le brouillage est susceptible d'en compromettre le fonctionnement.

Under Industry Canada regulations, this radio transmitter may only operate using an antenna of a type 
and maximum (or lesser) gain approved for the transmitter by Industry Canada. To reduce potential radio 
interference to other users, the antenna type and its gain should be so chosen that the equivalent 
isotropically radiated power (e.i.r.p.) is not more than that necessary for successful communication.

Conformément à la réglementation d'Industrie Canada, le présent émetteur radio peut fonctionner avec 
une antenne d'un type et d'un gain maximal (ou inférieur) approuvé pour l'émetteur par Industrie Canada. 
Dans le but de réduire les risques de brouillage radioélectrique à l'intention des autres utilisateurs, il faut 
choisir le type d'antenne et son gain de sorte que la puissance isotrope rayonnée équivalente (p.i.r.e.) ne 
dépasse pas l'intensité nécessaire à l'établissement d'une communication satisfaisante.

This radio transmitter has been approved by Industry Canada to operate with the antenna types listed 
below with the maximum permissible gain and required antenna impedance for each antenna type 
indicated. Antenna types not included in this list, having a gain greater than the maximum gain indicated 
for that type, are strictly prohibited for use with this device.

Le présent émetteur radio a été approuvé par Industrie Canada pour fonctionner avec les types d'antenne 
énumérés ci-dessous et ayant un gain admissible maximal et l'impédance requise pour chaque type 
d'antenne. Les types d'antenne non inclus dans cette liste, ou dont le gain est supérieur au gain maximal 
indiqué, sont strictement interdits pour l'exploitation de l'émetteur.

AIR-CAP1552E-A-K9 2461B-102074P

AIR-CAP1552EU-A-K9

AIR-CAP1552C-A-K9

AIR-CAP1552CU-A-K9

AIR-CAP1552I-A-K9

Antenna Type Antenna Gain Impedance

2.4 GHz 13 dBi 50 ohms

5 GHz 14 dBi 50 ohms
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付録 B      適合宣言および規制情報
  Declaration of Conformity for RF Exposure
Operation in the band 5150-5250 MHz is only for indoor use to reduce the potential for harmful 
interference to co-channel mobile satellite systems.

La bande 5 150-5 250 MHz est réservés uniquement pour une utilisation à l'intérieur afin de réduire les 
risques de brouillage préjudiciable aux systèmes de satellites mobiles utilisant les mêmes canaux.

Users are advised that high-power radars are allocated as primary users (i.e. priority users) of the bands 
5250-5350 MHz and 5650-5850 MHz and that these radars could cause interference and/or damage to 
LE-LAN devices.

Les utilisateurs êtes avisés que les utilisateurs de radars de haute puissance sont désignés utilisateurs 
principaux (c.-à-d., qu'ils ont la priorité) pour les bandes 5 250-5 350 MHz et 5 650-5 850 MHz et que 
ces radars pourraient causer du brouillage et/ou des dommages aux dispositifs LAN-EL

Declaration of Conformity for RF Exposure
This access point product has been found to be compliant to the requirements set forth in CFR 47 
Section 1.1307 addressing RF Exposure from radio frequency devices as defined in Evaluating 
Compliance with FCC Guidelines for Human Exposure to Radio Frequency Electromagnetic Fields. 
Antennas with less than 8 dBi gain should be located at a minimum of 7.9 in (20 cm) or more from 
the body of all persons and 20 inches (50 cm) for antennas up to 13 dBi gain.

This access point is also compliant to EN 50835 for RF exposure.

European Community, Switzerland, Norway, Iceland, and 
Liechtenstein

Access Point Models:

AIR-CAP1552E-E-K9

AIR-CAP1552EU-E-K9

AIR-CAP1552C-E-K9

AIR-CAP1552CU-E-K9

AIR-CAP1552I-E-K9
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付録 B      適合宣言および規制情報
  Declaration of Conformity with regard to the R&TTE Directive 1999/5/EC & Medical Directive 93/42/EEC
Declaration of Conformity with regard to the R&TTE Directive 
1999/5/EC & Medical Directive 93/42/EEC

This declaration is only valid for configurations (combinations of software, firmware, and hardware) 
provided and supported by Cisco Systems. The use of software or firmware not provided and supported 
by Cisco Systems may result in the equipment no longer being compliant with the regulatory 
requirements. 
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付録 B      適合宣言および規制情報
  Declaration of Conformity with regard to the R&TTE Directive 1999/5/EC & Medical Directive 93/42/EEC
The following standards were applied:

EMC—EN 301.489-1 v1.8.1; EN 301.489-17 v2.1.1

Health & Safety—EN60950-1: 2005; EN 50385: 2002

Radio—EN 300 328 v 1.7.1; EN 301.893 v 1.5.1

The conformity assessment procedure referred to in Article 10.4 and Annex III of Directive 1999/5/EC 
has been followed.

This device also conforms to the EMC requirements of the Medical Devices Directive 93/42/EEC.

（注） This equipment is intended to be used in all EU and EFTA countries. Outdoor use may be restricted to 
certain frequencies and/or may require a license for operation. For more details, contact Cisco Corporate 
Compliance.

The product carries the CE Mark:
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付録 B      適合宣言および規制情報

  RF 被曝に関する適合宣言
RF 被曝に関する適合宣言
米国、カナダ、欧州連合、およびオーストラリアの RF 被曝に関する適合宣言を次に示します。

米国

このシステムは、ANSI C 95.1（米国規格協会）の制限値を基準として、人体に対する RF 被曝レベ
ルが評価されています。この評価は ANSI C 95.1 および FCC OET Bulletin 65C rev 01.01 に基づい
ています。コンプライアンスを守るためには、アンテナと周囲にいる人々との間の分離距離を
低でも、アンテナ ゲインが 8 dBi 未満のアンテナの場合は 20 cm（7.9 インチ）、13 dBi までのアン
テナの場合は 50 cm（20 インチ）取る必要があります。

カナダ

このシステムは、ANSI C 95.1（米国規格協会）の制限値を基準として、人体に対する RF 被曝レベ
ルが評価されています。この評価は RSS-102 Rev 2 に基づいています。コンプライアンスを守る
ためには、アンテナと周囲にいる人々との間の分離距離を 低でも、アンテナ ゲインが 8 dBi 未
満のアンテナの場合は 20 cm（7.9 インチ）、13 dBi までのアンテナの場合は 50 cm（20 インチ）取
る必要があります。

欧州連合

このシステム、ICNIRP（International Commission on Non-Ionizing Radiation Protection）の制限値を
基準として、人体に対する RF 被曝レベルが評価されています。評価は、EN 50385「Product 
Standard to Demonstrate Compliance of Radio Base stations and Fixed Terminals for Wireless 
Telecommunications Systems with basic restrictions or reference levels related to Human Exposure to 
Radio Frequency Electromagnetic Fields from 300 MHz to 40 GHz」に基づいてます。コンプライアン
スを守るためには、アンテナと周囲にいる人々との間の分離距離を 低でも、アンテナ ゲインが 
8 dBi 未満のアンテナの場合は 20 cm（7.9 インチ）、13 dBi までのアンテナの場合は 50 cm（20 イ
ンチ）取る必要があります。ダイバーシティ用のデュアル アンテナは、同じ場所への設置とは見
なされません。

オーストラリア

このシステムは、Australian Radiation Protection 規格に基づき、ICNIRP（International Commission 
on Non-Ionizing Radiation Protection）の制限値を基準として、人体に対する RF 被曝レベルが評価
されています。コンプライアンスを守るためには、アンテナと周囲にいる人々との間の分離距離
を 低でも、アンテナ ゲインが 8 dBi 未満のアンテナの場合は 20 cm（7.9 インチ）、13 dBi までの
アンテナの場合は 50 cm（20 インチ）取る必要があります。
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付録 B      適合宣言および規制情報

  Cisco Aironet アクセス ポイントの使用に関するガイドライン（日本の場合）
Cisco Aironet アクセス ポイントの使用に関するガイドラ
イン（日本の場合）

この項では、日本で Cisco Aironet アクセス ポイントを使用する際に、干渉を回避するためのガイ
ドラインを示します。このガイドラインは、日本語と英語で提供されています。

Lightweightアクセス ポイントのモデル:

AIR-CAP1552E-Q-K9

AIR-CAP1552EU-Q-K9

AIR-CAP1552C-Q-K9

AIR-CAP1552CU-Q-K9

日本語

English Translation
This equipment operates in the same frequency bandwidth as industrial, scientific, and medical devices 
such as microwave ovens and mobile object identification (RF-ID) systems (licensed premises radio 
stations and unlicensed specified low-power radio stations) used in factory production lines.

1. Before using this equipment, make sure that no premises radio stations or specified low-power radio 
stations of RF-ID are used in the vicinity.

2. If this equipment causes RF interference to a premises radio station of RF-ID, promptly change the 
frequency or stop using the device; contact the number below and ask for recommendations on 
avoiding radio interference, such as setting partitions.

3. If this equipment causes RF interference to a specified low-power radio station of RF-ID, contact 
the number below.

Contact Number: 03-6434-6500

03-6434-6500

43
76

8
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付録 B      適合宣言および規制情報
  Administrative Rules for Cisco Aironet Access Points in Taiwan
VCCI に関する警告（日本）

Administrative Rules for Cisco Aironet Access Points in Taiwan
This section provides administrative rules for operating Cisco Aironet Access Points in Taiwan. The 
rules are provided in both Chinese and English.

Chinese Translation

Warning This is a Class A product based on the standard of the Voluntary Control Council for Interference by 
Information Technology Equipment (VCCI). If this equipment is used in a domestic environment, radio 
disturbance may arise. When such trouble occurs, the user may be required to take corrective 
actions.
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付録 B      適合宣言および規制情報
  Administrative Rules for Cisco Aironet Access Points in Taiwan
English Translation
Administrative Rules for Low-power Radio-Frequency Devices

Article 12

For those low-power radio-frequency devices that have already received a type-approval, companies, 
business units or users should not change its frequencies, increase its power or change its original 
features and functions.

Article 14

The operation of the low-power radio-frequency devices is subject to the conditions that no harmful 
interference is caused to aviation safety and authorized radio station; and if interference is caused, the 
user must stop operating the device immediately and can't re-operate it until the harmful interference is 
clear.

The authorized radio station means a radio-communication service operating in accordance with the 
Communication Act. 

The operation of the low-power radio-frequency devices is subject to the interference caused by the 
operation of an authorized radio station, by another intentional or unintentional radiator, by industrial, 
scientific and medical (ISM) equipment, or by an incidental radiator. 

Chinese Translation

English Translation
Low-power Radio-frequency Devices Technical Specifications

4.7

Unlicensed National Information Infrastructure

4.7.6

The U-NII devices shall accept any interference from legal communications and shall not interfere the 
legal communications. If interference is caused, the user must stop operating the device immediately and 
can't re-operate it until the harmful interference is clear.
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付録 B      適合宣言および規制情報
  Operation of Cisco Aironet Access Points in Brazil
4.7.7

Manufacturers of U-NII devices are responsible for ensuring frequency stability such that an emission 
is maintained within the band of operation under all conditions of normal operation as specified in the 
user manual.

ステートメント 371：電源ケーブルおよび AC アダプタ

English Translation

When installing the product, please use the provided or designated connection cables/power cables/AC 
adapters. Using any other cables/adapters could cause a malfunction or a fire. Electrical Appliance and 
Material Safety Law prohibits the use of UL-certified cables (that have the “UL” shown on the code) for 
any other electrical devices than products designated by CISCO. The use of cables that are certified by 
Electrical Appliance and Material Safety Law (that have “PSE” shown on the code) is not limited to 
CISCO-designated products.

EU Declaration of Conformity
All the Declaration of Conformity statements related to this product can be found at the following 
location:

http://www.ciscofax.com

Operation of Cisco Aironet Access Points in Brazil
This section contains special information for operation of Cisco Aironet access points in Brazil.

Access Point Models
AIR-CAP1552I-N-K9

AIR-CAP1552WU-N-K9

AIR-CAP1552SA-N-K9

AIR-CAP1552SD-N-K9

AIR-CAP1552E-N-K9

AIR-CAP1552EU-N-K9
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付録 B      適合宣言および規制情報
  Operation of Cisco Aironet Access Points in Brazil
AIR-CAP1552C-N-K9

AIR-CAP1552CU-N-K9

AIR-CAP1552I-N-K9

Regulatory Information
図 1 contains Brazil regulatory information for the access point models identified in the previous section.

図 1 Brazil Regulatory Information

Portuguese Translation
Este equipamento opera em caráter secundário, isto é, não tem direito a proteção contra interferência 
prejudicial, mesmo de estações do mesmo tipo, e não pode causar interferência a sistemas operando em 
caráter primário.

English Translation
This equipment operates on a secondary basis and consequently must accept harmful interference, 
including interference from stations of the same kind. This equipment may not cause harmful 
interference to systems operating on a primary basis. 
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P P E N D I X C

チャネルと電力レベル

チャネルと 大電力レベルの設定については、Cisco.com の [Cisco Wireless documentation] ページ
で『Channels and Maximum Power Settings for Cisco Aironet Lightweight Access Points and Bridges』ド
キュメントを参照してください。

マニュアルを参照する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 次に示すシスコ無線マニュアルのホームページのリンクをクリックして移動します。
http://www.cisco.com/en/US/products/hw/wireless/index.html

ステップ 2 [Support] をクリックします。テクニカルサポート/ドキュメンテーションのページが表示されます。

ステップ 3 [Wireless] をクリックします。

ステップ 4 [1550] をクリックします。

ステップ 5 [Install and Upgrade] をクリックします。

ステップ 6 [Install and Upgrade Guides] をクリックします。

ステップ 7 [Channels and Maximum Power Settings for Cisco 1550 Series Outdoor Mesh Access Points] マニュア
ルをクリックします。
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付録 C      チャネルと電力レベル
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P P E N D I X D

アクセス ポイントの仕様 

表 D-1 に、Cisco Aironet 1552 屋外メッシュ アクセス ポイントの技術仕様を記載します。詳細な仕様
については、『Cisco Aironet 1550 Series Outdoor Access Point』データ シートを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/wireless/ps5679/ps11451/data_sheet_c78-641373.html

表 D-1 アクセス ポイントの仕様

カテゴリ 仕様

サイズ • 1552C/1552I：31.2 cm X 22.9 cm X 14.2 cm（12.3 インチ X 8.6 インチ X 5.6 インチ）

• 1552E/EU/CU：31.2 cm X 22.9 cm X 16.3 cm（12.3 インチ X 8.6 インチ X 6.1 インチ）

重量 • 1552E/EU：7.8 kg（17.3 ポンド）

• 1552C/CU：6.4 kg（14 ポンド）

• 1552I：14 ポンド（6.4 kg）

• バックアップ バッテリ：0.7kg（1.5 ポンド）

• 柱取り付けブラケット：6.1 ポンド（2.8 kg）

• ケーブルより線取り付けブラケット：1.3 ポンド（0.6 kg）

コネクタ • 1552EU/CU：メス N 型アンテナ コネクタ 6 個（2.4-GHz 無線用に 3 個、5 GHz 無線用に 
3 個）

• 1552E：メス N 型アンテナ コネクタ 3 個（2.4 GHz 無線および 5 GHz 無線のデュアルバ
ンド ポート） 

• 1552E/EU/I：AC 電源コネクタ - 3 ピン Remke Mini-Link 50909 コネクタ

• 1552E/EU/I：内部 PoE 入力コネクタ（アップリンク ポート）- RJ-45 コネクタ

• 1552E/EU：内部 PoE 出力コネクタ（ダウンリンク ポート）- RJ-45 コネクタ

• 1552E/EU：オプション内部 SFP ファイバ モジュール - LC ファイバ コネクタ

• 1552C/CU：ケーブル コネクタ - スティンガ コネクタ（ユーザ側で用意）

電源
（配電容量については
表 D-2 および表 D-3 を
参照）

• 90 ～ 480 VAC、50 ～ 60 Hz（1552E/EU モデル）

• 110 ～ 277 VAC、50 ～ 60 Hz（1552I モデル）

• 40 ～ 90 VAC、50 ～ 60 Hz、準方形波、Power over Cable（POC）（1552C/CU モデル）

• パワー インジェクタによる Power over Ethernet（PoE）：56 VDC パーセント（1552E/EU モ
デル）

• 12 VDC
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セス ポイント ハードウェア設置ガイド

http://www.cisco.com/en/US/prod/collateral/wireless/ps5679/ps11451/data_sheet_c78-641373.html


 

付録 D      アクセス ポイントの仕様
  
動作温度 アクセス ポイントおよびパワー インジェクタ

-40 ～ 55°C（-40 ～ 131°F）プラス太陽熱負荷

注 –20oC 以下の温度でケーブル モデムを使用する場合は、 大 20 分の起動時間が必要
となります。

保管温度 アクセス ポイント

-40 ～ 185oF（-40 ～ 85oC）

パワー インジェクタ

–58 ～ 185oF（–50 ～ 85oC）

湿度 アクセス ポイント

0 ～ 100% 結露あり：アクセス ポイント（動作時および非動作時）

パワー インジェクタ

10 ～ 90% 結露なし：パワー インジェクタ（動作時）

データ レート 802.11a：6、9、12、18、24、36、48、および 54 Mbps

802.11g：1、2、5.5、6、9、11、12、18、24、36、48、および 54 Mbps

802.11n データ レート（2.4 GHz および 5 GHz）：データ レートについては表 D-5 を参照して
ください

環境評価 • IP67

• NEMA Type 4X

大高度 動作時：温度55oC（131oF ）で海面

温度 40oC（104oF）で 4,206 m（13,800 フィート）

非動作時：温度 –25oC（–13oF）で 4,877 m（16,000 フィート）

耐風性 耐風性:

• 大連続風速 100 MPH

• 大瞬間風速 165 MPH

表 D-1 アクセス ポイントの仕様（続き）

カテゴリ 仕様
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付録 D      アクセス ポイントの仕様
  
RF 出力電力 2.4 GHz

• 802.11b（CCK）

– 28 dBm（アンテナ 2 本）

• 802.11g（非 HT 重複モード）

– 28 dBm（アンテナ 2 本）

• 802.11n（HT20）

– 28 dBm（アンテナ 2 本）

5 GHz

• 802.11a

– 28 dBm（アンテナ 2 本）

• 802.11n 非 HT 重複（802.11a 重複）モード

– 28 dBm（アンテナ 2 本）

• 802.11n（HT20）

– 27 dBm（アンテナ 2 本）

• 802.11n（HT40）

– 27 dBm（アンテナ 2 本）

（注） 大出力はアクセス ポイントを取り付ける規制地域により異なりま
す。詳細は、付録 C「チャネルと電力レベル」の項を参照してください。

表 D-1 アクセス ポイントの仕様（続き）

カテゴリ 仕様
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付録 D      アクセス ポイントの仕様
  
周波数帯および 
20 MHz 動作チャネル

-A 地域：

• 2.400 ～ 2.4835 GHz、11 チャネル

• 5.725 ～ 5.850 GHz、5 チャネル

• 5.500 ～ 5.560 GHz、5 チャネル

• 5.680 ～ 5.700 GHz、2 チャネル

• 5.745 ～ 5.825 GHz、5 チャネル

-C 地域：

• 2.400 ～ 2.4835 GHz、13 チャネル

• 5.725 ～ 5.850 GHz、5 チャネル

-E 地域：

• 2.401 ～ 2.4835 GHz、13 チャネル

• 5.470 ～ 5.725 GHz、8 チャネル

-K 地域：

• 2.400 ～ 2.4835 GHz、11 チャネル

• 5.250 ～ 5.825 GHz、14 チャネル

-M 地域

• 2.400 ～ 2.4835 GHz、13 チャネル

• 5.470 ～ 5.850 GHz、12 チャネル

-N 地域：

• 2.400 ～ 2.4835 GHz、11 チャネル

• 5.725 ～ 5.850 GHz、5 チャネル

-Q 地域：

• 2.400 ～ 2.4835 GHz、13 チャネル

• 5.470 ～ 5.725 GHz、11 チャネル

-R 地域：

• 2.400 ～ 2.4835 GHz、13 チャネル

• 5.250 ～ 5.725 GHz、11 チャネル

-S 地域：

• 2.400 ～ 2.4835 GHz、13 チャネル

• 5.725 ～ 5.850 GHz、5 チャネル

-T 地域：

• 2.400 ～ 2.4835 GHz、11 チャネル

• 5.470 ～ 5.850 GHz、16 チャネル

表 D-1 アクセス ポイントの仕様（続き）

カテゴリ 仕様
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付録 D      アクセス ポイントの仕様
  
表 D-2 に、1552E アクセス ポイント構成に必要な供給電力バジェットを記載します。

耐性 • 6 kV/3 kA、8/20 ms 波形で 5 mJ 以下

• ANSI/IEEE C62.41

• EN61000 4-5 レベル 4 AC サージ耐性 

• EN61000 4-4 レベル 4 電気的ファスト トランジェント バースト耐性

• EN61000 4-3 レベル 4 EMC フィールド耐性

• EN61000 4-2 レベル 4 ESD 耐性 

安全性 適合する規格

IEC 60950、第 2 版
UL 60950、第 2 版
CAN/CSA-C22.2 No. 60950、第 2 版
EN 60950、第 2 版

無線の認可 • FCC Parts 15.247、15.407

• FCC Bulletin OET-65C

• RSS-210

• RSS-102

• AS/NZS 4268.2003

• EN 300 328

• EN 301 893

EMI および耐障害性 • FCC Part 15.107、15.109

• ICES-003

• EN 301 489-1、-17

表 D-1 アクセス ポイントの仕様（続き）

カテゴリ 仕様

表 D-2 AIR-CAP1552E/EU-x-K9 アクセス ポイント構成に必要な供給電力バジェット

要素
公称電力 

（ワット）
絶対 大電
力（ワット）

DC 電源使用時の合計電力バジェット 34 43

AC 電源使用時の合計電力バジェット 41 52

オプション コンポーネント 

802.3af クライアント接続 　 　

バックホールでのファイバ ユーザ 1 1

バッテリ バックアップ充電時（1552E のみ） 8 8

合計消費電力 67 78
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付録 D      アクセス ポイントの仕様
  
表 D-3 に、1552C アクセス ポイント構成に必要な供給電力バジェットを記載します。

表 D-4 に、1552I アクセス ポイント構成に必要な供給電力バジェットを記載します。

表 D-4 AIR-CAP1552I-x-K9 アクセス ポイント構成に必要な供給電力バジェット

表 D-5 802.11n データ レート（2.4 GHz および 5 GHz） 

表 D-3 AIR-CAP1552C/CU-x-K9 アクセス ポイント ケーブル構成に必要な供給電力バジェット 

要素
公称電力 

（ワット）
絶対 大電
力（ワット）

DC 電源使用時の合計電力バジェット 42 50

POC 電源使用時の合計電力バジェット 48 58

要素
公称電力 

（ワット）
絶対 大電
力（ワット）

DC 電源使用時の合計電力バジェット 34 43

AC 電源使用時の合計電力バジェット 39 49

MCS 指数1

GI2 = 800 ns GI = 400 ns

20 MHz レート
（Mbps） 

40 MHz レート
（Mbps）

20 MHz レート
（Mbps）

40 MHz レート
（Mbps）

0 6.5 13.5 7.2 15

1 13 27 14.4 30

2 19.5 40.5 21.7 45

3 26 54 28.9 60

4 39 81 43.3 90

5 52 108 57.8 120

6 58.5 121.5 65 135

7 65 135 72.2 150

8 13 27 14.4 30

9 26 54 28.9 60

10 39 81 43.3 90

11 52 108 57.8 120

12 78 162 86.7 180

13 104 216 115.6 240

14 117 243 130 270

15 130 270 144.4 300
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P P E N D I X E

アクセス ポイントのピン配置 

この付録では、アクセス ポイントのイーサネット コネクタおよびパワー インジェクタの入出力
コネクタのピン信号について説明します。表 E-1 に、アクセス ポイントの PoE 出力コネクタのピ
ン信号を記載します。

表 E-2 は、アクセス ポイントの PoE 入力イーサネット コネクタのピン信号を示しています。

表 E-1 アクセス ポイントの PoE 出力イーサネット コネクタのピン配置 

ピン番号 信号名

1 イーサネット信号ペア（10/100/1000BASE-T）

2

3 イーサネット信号ペア（10/100/1000BASE-T）

6

4 イーサネット信号ペア（10/100/1000BASE-T）および 48 VDC（+）

5

7 イーサネット信号ペア（10/100/1000BASE-T）および 48 VDC 供給リターン

8

シールド シャーシ アース

表 E-2 アクセス ポイント PoE 入力イーサーネット コネクタのピン配置

ピン番号 信号名

1 イーサネット信号ペア（10/100/1000BASE-T）および 56 VDC 供給リターン

2

3 イーサネット信号ペア（10/100/1000BASE-T）および 56 VDC（+）

6

4 イーサネット信号ペア（1000BASE-T）および 56 VDC（+）

5

7 イーサネット信号ペア（1000BASE-T）および 56 VDC 供給リターン

8

シールド シャーシ アース
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付録 E      アクセス ポイントのピン配置
  
表 E-3 は、パワー インジェクタの入力コネクタ（スイッチ側）のピン信号を示しています。

表 E-4 は、パワー インジェクタの出力コネクタ（アクセス ポイント側）の RJ-45 ピン信号を示し
ています。

（注） イーサネット ケーブルが 1550 PoE 入力コネクタに接続されている場合、パワー インジェクタの
出力コネクタ（アクセス ポイント側）からは 56 VDC のみが供給されます。

表 E-3 パワー インジェクタ入力コネクタ（スイッチ側）のピン配置

ピン番号 信号名

1 イーサネット信号ペア（10/100/1000BASE-T）

2

3 イーサネット信号ペア（10/100/1000BASE-T）

6

4 イーサネット信号ペア（1000BASE-T）

5

7 イーサネット信号ペア（1000BASE-T）

8

シールド シャーシ アース

表 E-4 パワー インジェクタ出力コネクタ（アクセス ポイント側）のピン配置

ピン番号 信号名

1 イーサネット信号ペア（10/100/1000BASE-T）および 56 VDC 供給リターン

2

3 イーサネット信号ペア（10/100/1000BASE-T）および 56 VDC（+）

6

4 イーサネット信号ペア（1000BASE-T）および 56 VDC（+）

5

7 イーサネット信号ペア（1000BASE-T）および 56 VDC 供給リターン

8

シールド シャーシ アース
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P P E N D I X F

DHCP オプション 43 の設定

この付録では、Cisco Catalyst 3750 シリーズ スイッチなどの DHCP サーバを Cisco Aironet アクセ
ス ポイントで使用できるように、DHCP オプション 43 を設定する手順について説明します。こ
の付録の内容は、次のとおりです。

• 概要（F-1 ページ）

• 1000、1500、および 1550 シリーズ アクセス ポイントのオプション 43 の設定（F-2 ページ）

• 1100、1130、1200、1240、1250、1300、1520、および 1550 シリーズ アクセス ポイントのオプ
ション 43 の設定（F-3 ページ）

概要
ここでは、DHCP サーバを Cisco Aironet アクセス ポイントで使用できるようにするための 
DHCP オプション 43 の設定例を示します。その他の DHCP サーバの実装に関する DHCP オプ
ション 43 の設定については、DHCP サーバの製品マニュアルを参照してください。オプション 
43 では、コントローラ管理インターフェイスの IP アドレスを使用します。

（注） DHCP オプション 43 では、1 つの DHCP プールを 1 種類のアクセス ポイントだけに割り当てるこ
とができます。アクセス ポイントの種類別に、異なる DHCP プールを設定する必要があります。

Cisco Aironet 1000、1500、および 1552 シリーズ アクセス ポイントでは、DHCP オプション 43 に
カンマ区切りストリング形式を使用します。他の Cisco Aironet アクセス ポイントは、DHCP オプ
ション 43 に Type-Length-Value（TLV）形式を使用します。DHCP サーバは、アクセス ポイントの 
DHCP Vendor Class Identifier（VCI; ベンダー クラス ID）文字列（DHCP オプション 60）に基づいて
オプションを返すようにプログラミングされている必要があります。表 F-1 は、Lightweight モー
ドで動作する Cisco アクセス ポイントの VCI ストリングを示しています。

表 F-1 Lightweight アクセス ポイントの VCI ストリング

アクセス ポイント Vendor Class Identifier（VCI）

Cisco Aironet 1000 シリーズ Airespace.AP1200

Cisco Aironet 1100 シリーズ Cisco AP c1100

Cisco Aironet 1130 シリーズ Cisco AP c1130

Cisco Aironet 1200 シリーズ Cisco AP c1200

Cisco Aironet 1240 シリーズ Cisco AP c1240
F-1
セス ポイント ハードウェア設置ガイド



 

付録 F      DHCP オプション 43 の設定

  1000、1500、および 1550 シリーズ アクセス ポイントのオプション 43 の設定
1100、1130、1200、1240、1250、1300、1520、および 1552 アクセス ポイントに対応した TLV ブロッ
クの形式を次に示します。

• 型：0xf1（十進数では 241） 

• 長さ：コントローラの IP アドレス数 * 4 

• 値：WLC 管理インターフェイスのリスト 

1000、1500、および 1550 シリーズ アクセス ポイントのオプ
ション 43 の設定 

組み込み Cisco IOS DHCP サーバで Cisco 1000、1500、および 1550 シリーズ アクセス ポイントの 
DHCP オプション 43 を設定する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 Cisco IOS Command-Line Interface（CLI; コマンドライン インターフェイス）でコンフィギュレー
ション モードに切り替えます。

ステップ 2 デフォルトのルータやネーム サーバなどの必要なパラメータを指定して、DHCP プールを作成
します。これらのコマンドは、DHCP プールの作成に使用されます。

ip dhcp pool pool name 
network IP Network Netmask 
default-router Default router 
dns-server DNS Server

それぞれの説明は次のとおりです。

pool name は、DHCP プールの名前です（例：AP1000）。
IP Network は、コントローラがあるネットワーク IP アドレス（10.0.15.1 など）です。

Netmask はサブネット マスク（255.255.255.0 など）です。

Default router は、デフォルト ルータの IP アドレス（10.0.0.1 など）です。

DNS Server は、DNS サーバの IP アドレス（10.0.10.2 など）です。

Cisco Aironet 1250 シリーズ Cisco AP c1250

Cisco Aironet 1300 シリーズ Cisco AP c1300

Cisco Aironet 1500 シリーズ Cisco AP c15001

Cisco AP.OAP15002、Cisco AP.LAP15102、または
Cisco AP.LAP15052 

Airespace.AP12003

Cisco Aironet 1520 シリーズ Cisco AP c1520

Cisco Aironet 1550 シリーズ Cisco AP c1550

1. コントローラがリリース 4.1 以降の場合。

2. コントローラがリリース 4.0 の場合、VCI はモデルごとに異なります。

3. コントローラがリリース 3.2 の場合。

表 F-1 Lightweight アクセス ポイントの VCI ストリング（続き）

アクセス ポイント Vendor Class Identifier（VCI）
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付録 F      DHCP オプション 43 の設定

  1100、1130、1200、1240、1250、1300、1520、および 1550 シリーズ アクセス ポイントのオプション 43 の設定
ステップ 3 以下の構文を使用して、アクセス ポイントにオプション 60 行を追加します。

option 60 ascii “VCI string”

VCI のストリングには、表 F-1 の値を使用します。引用符は必ず含める必要があります。

ステップ 4 次の構文に従って、オプション 43 の行を追加します。

option 43 ascii “IP アドレスのカンマ区切りリスト”

たとえば、コントローラ IP アドレス 10.126.126.2 および 10.127.127.2 を使用して、Cisco 1000、
1500、または 1500 シリーズ アクセス ポイントのオプション 43 を設定する場合、Cisco IOS CLI 
で、次の行を DHCP プールに追加します。

option 43 ascii “10.126.126.2,10.127.127.2”

引用符は必ず含める必要があります。

1100、1130、1200、1240、1250、1300、1520、および 1550 シリーズ 
アクセス ポイントのオプション 43 の設定

組み込みの Cisco IOS DHCP サーバを使用して、Cisco Aironet 1100、1130、1200、1240、1250、1300、
1520、および 1550 シリーズのアクセス ポイント用に DHCP オプション 43 を設定する手順は、次
のとおりです。

ステップ 1 Cisco IOS の CLI でコンフィギュレーション モードに切り替えます。

ステップ 2 デフォルトのルータやネーム サーバなどの必要なパラメータを指定して、DHCP プールを作成
します。DHCP プールの作成に使用するコマンドは次のとおりです。

ip dhcp pool pool name 
network IP Network Netmask 
default-router Default router 
dns-server DNS Server 

それぞれの説明は次のとおりです。

pool name は、DHCP プールの名前です（例：AP1550）。
IP Network は、コントローラがあるネットワーク IP アドレス（10.0.15.1 など）です。

Netmask はサブネット マスク（255.255.255.0 など）です。

Default router は、デフォルト ルータの IP アドレス（10.0.0.1 など）です。

DNS Server は、DNS サーバの IP アドレス（10.0.10.2 など）です。

ステップ 3 次の構文に従って、オプション 60 の行を追加します。

option 60 ascii “VCI string”

VCI のストリングには、表 F-1 の値を使用します。引用符は必ず含める必要があります。
F-3
Cisco Aironet 1550 シリーズ屋外メッシュ アクセス ポイント ハードウェア設置ガイド

OL-24247-01-J



 

付録 F      DHCP オプション 43 の設定

  1100、1130、1200、1240、1250、1300、1520、および 1550 シリーズ アクセス ポイントのオプション 43 の設定
ステップ 4 次の構文に従って、オプション 43 の行を追加します。

option 43 hex hex string 

16 進数文字列は、下に示すように TLV 値を連結することによって作成されたものです。

型 + 長さ + 値 

型は、常に f1（16 進数）です。長さは、コントローラの管理 IP アドレスの数に 4 を掛けた値です
（16 進数）。値には、コントローラの IP アドレスを順番に指定します（16 進数）。

たとえば、管理インターフェイスの IP アドレス 10.126.126.2 および 10.127.127.2 を持ったコン
トローラが 2 つあるとします。型は、f1（16 進数）です。長さは、2 * 4 = 8 = 08（16 進数）です。IP ア
ドレスは、0a7e7e02 および 0a7f7f02 に変換されます。文字列を組み合わせて、
f1080a7e7e020a7f7f02 と指定します。DHCP スコープに追加された結果の Cisco IOS コマンドは、
次のとおりです。

option 43 hex f1080a7e7e020a7f7f02 
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用 語 集
802.3af Power over Ethernet（PoE）のメカニズムを説明する IEEE 規格。この規格は、標
準のイーサネット ケーブル配線を介して電力およびデータの両方を提供す
る機能を規定します。

802.11 2.4 GHz 周波数帯で稼働する 1 Mb/s および 2 Mb/s 無線 LAN に対するキャ
リア検知メディア アクセス コントロールと物理層の規格を定めている 
IEEE 規格。

802.11a 5GHz 周波数帯で稼働する無線 LAN に対するキャリア検知メディア アク
セス コントロールと物理層の規格を定めている IEEE 規格。

802.11b 2.4 GHz 周波数帯で稼働する 5.5 Mb/s および 11 Mb/s 無線 LAN に対する
キャリア検知メディア アクセス コントロールと物理層の規格を定めてい
る IEEE 規格。

802.11g 2.4 GHz 周波数帯で稼働する 6 Mb/s、9 Mb/s、12 Mb/s、18 Mb/s、24 Mb/s、
36 Mb/s、48 Mb/s、および 54 Mb/s 無線 LAN に対するキャリア検知メディ
ア アクセス コントロールと物理層の規格を定めている IEEE 規格。

802.11n 無線 LAN（WLAN）通信に対する規格。一連の 802.11 規格に対する追加で、
802.11n は、ネットワーク速度および信頼性を上げ、無線ネットワークの動
作距離を延ばします。raw データ スループットは 600 Mb/s に到達、あるい
は 802.11g のスループットの 10 倍を超えると考えられます。

A

AWPP Adaptive Wireless Path Protocol。

B

BOOTP ブート プロトコル。ネットワーク上のデバイスに静的に IP アドレスを割
り当てる際に使用されるプロトコルです。

BPSK 2 位相偏移変調。IEEE 802.11b 準拠の無線 LAN で、1 Mb/s の伝送に使用さ
れる変調技術です。
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用語集
C

CAPWAP Control And Provisioning of Wireless Access Points。

CCK Complementary Code Keying。IEEE 802.11b 準拠の無線 LAN で、5.5 Mb/s お
よび 11 Mb/s の伝送に使用される変調技術。

CCKM Cisco Centralized Key Management。CCKM を使用すると、認証されている
クライアント デバイスは、あるアクセス ポイントから別のアクセス ポイ
ントへ、再アソシエーションの際にほとんど遅延を感じることなくローミ
ングできます。ネットワーク上のアクセス ポイントは、Wireless Domain 
Service（WDS; 無線ドメイン サービス）を提供し、サブネット上の CCKM 
対応クライアント デバイスに対してセキュリティ クレデンシャルの
キャッシュを生成します。WDS アクセス ポイントのクレデンシャルの
キャッシュにより、CCKM 対応クライアント デバイスが新しいアクセス 
ポイントにローミングする際に発生する再アソシエーションに必要な時
間が大幅に短縮されます。

CSMA Carrier Sense Multiple Access（キャリア検知多重アクセス）。IEEE 802.11 規
格で定められた無線 LAN のメディア アクセス手段です。

D

dBi アンテナ ゲインの測定に一般的に使用されるデシベルと等方性アンテナ
の比率。dBi の値が大きいほどゲインが高く、対応角度が鋭角になります。

DFS 動的周波数選択。一部の規制地域では、レーダー信号との干渉を回避する
ために 5 GHz 無線で DFS を使用する必要があります。

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol。多数のオペレーティング システムで
使用でき、ネットワーク上のデバイスに指定範囲内の IP アドレスを自動
発行するプロトコル。割り当てられたアドレスは、管理者が指定した一定
の期間、デバイスに保持されます。

DNS Domain Name System（ドメイン ネーム システム）サーバ。テキスト名を IP 
アドレスに変換するサーバ。英数字のホスト名とそれらに対応する IP ア
ドレスが登録されたデータベースを保持します。

DSSS Direct Sequence Spread Spectrum（ダイレクト シーケンス スペクトラム拡
散方式）。スペクトラム拡散方式の無線送信の一種。その信号を、広範な周
波数帯に連続して送信します。

E

EAP Extensible Authentication Protocol。オプションの IEEE 802.1x セキュリティ
機能。大規模なユーザ ベースを持ち、EAP 対応の Remote Authentication 
Dial-In User Service（RADIUS）サーバにアクセスする組織に 適なプロト
コルです。
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G

GHz ギガヘルツ。10 億サイクル/秒。周波数の測定単位です。

I

IEEE Institute of Electrical and Electronic Engineers（米国電気電子技術者協会）。出
版物、会議、規格策定などの活動を通じて、電気技術者を支援する専門家団
体です。イーサネットの 802.3 規格および無線 LAN の 802.11 規格を策定
します。

IP アドレス ステーションのインターネット プロトコル（IP）アドレス。

IP サブネット マスク IP サブネットワークの識別に使用される番号。IP アドレスが LAN で認識
可能かどうか、あるいは、ゲートウェイ経由で到達させる必要があるかど
うかを示します。この番号は、255.255.255.0 のように IP アドレスと同様の
形式で表されます。

M

MAP メッシュ アクセス ポイント

MBSSID Multiple Basic SSID。Multiple Basic SSID ごとに固有の MAC アドレスが割
り当てられます。複数の BSSID を使用して SSID ごとに固有の Delivery 
Traffic Indication Message（DTIM）設定を割り当て、SSID をビーコンにブ
ロードキャストできます（ビーコンごとに 1 個の SSID）。

MIMO Multiple Input/Multiple Output

MAC アドレス Media Access Control（メディア アクセス コントロール）アドレス。イーサ
ネット データ パケットで、アクセス ポイントやクライアント アダプタな
どのイーサネット デバイスを識別するために使用される 48 ビットの一意
な番号です。

O

OFDM 直交周波数分割多重方式。IEEE 802.11a 準拠の無線 LAN で、6 Mb/s、
9 Mb/s、12 Mb/s、18 Mb/s、24 Mb/s、36 Mb/s、48 Mb/s、および 54 Mb/s の伝送
に使用される変調技術。

Q

QPSK 4 位相偏移変調。IEEE 802.11b 準拠の無線 LAN で、2 Mb/s の伝送に使用さ
れる変調技術。
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R

RAP ルート アクセス ポイント

RF Radio Frequency（無線周波数）。無線を使用したテクノロジーに使用される
一般用語です。

RP-TNC Cisco Aironet の無線機器とアンテナに特有のコネクタ タイプ。スペクトラ
ム拡散デバイスに関する FCC 規則の Part 15.203 では、送信機器で使用で
きるアンテナのタイプが制限されています。この規則に適合するため、
Cisco Aironet では、他のすべての無線 LAN プロバイダーの製品と同様に、
無許可のアンテナを無線機器に取り付けることができないよう、無線装置
とアンテナに固有のコネクタを使用しています。

S

SSID Service Set Identifier（サービス セット ID）。「無線ネットワーク名」とも呼ば
れます。無線ネットワークの識別に使用され、ステーションで相互通信や
アクセス ポイントとの通信に必要とされる一意の識別子。SSID には、 大 
32 文字の英数字を使用できます。

U

UNII Unlicensed National Information Infrastructure。5.15 ～ 5.35GHz および 
5.725 ～ 5.825GHz 周波数帯で稼働する UNII デバイスに関する規制です。

UNII-1 5.15 ～ 5.25GHz 周波数帯で稼働する UNII デバイスに関する規制。

UNII-2 5.25 ～ 5.35GHz 周波数帯で稼働する UNII デバイスに関する規制。

UNII-3 5.725 ～ 5.825GHz 周波数帯で稼働する UNII デバイスに関する規制。

W

WDS Wireless Domain Service（無線ドメイン サービス）。無線 LAN で WDS を提供
するアクセス ポイントは、無線 LAN の CCKM 対応クライアント デバイス
に対するクレデンシャルのキャッシュを維持します。CCKM 対応クライア
ントが、1 つのアクセス ポイントから別のアクセス ポイントにローミング
する場合、WDS アクセス ポイントは、マルチキャスト キーを持つ新しいア
クセス ポイントに、クライアントのクレデンシャルを転送します。クライ
アントと新しいアクセス ポイントとの間で渡されるパケットは 2 つだけ
であるため、再アソシエーションの時間が大幅に短縮されます。

WEP Wired Equivalent Privacy（有線と同等のプライバシー）。IEEE 802.11 規格で
定められているオプションのセキュリティ メカニズムです。ケーブルと
同等のリンク完全性を無線デバイスで実現します。
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WLSE Wireless LAN Solutions Engine。WLSE は Cisco Aironet 無線 LAN インフラ
ストラクチャを管理するための専用のアプライアンスです。顧客が定義し
たグループ内のアクセス ポイントを中央から識別および設定し、スルー
プットとクライアントのアソシエーションに関してレポートします。
WLSE の集中管理機能は、統合テンプレートベースの設定ツールでさらに
拡張され、設定の簡易化と生産性の向上を実現します。

WNM Wireless Network Manager（無線ネットワーク マネージャ）。

WPA Wi-Fi Protected Access（WPA）は、既存および将来の無線 LAN システムの
データ保護とアクセス コントロールの水準を大幅に向上させる、標準規
格に基づく相互運用性のあるセキュリティ拡張です。WPA は、現在策定中
の IEEE 802.11i 規格のサブセットで、この規格と互換性があります。WPA 
では、データ保護に Temporal Key Integrity Protocol（TKIP）を使用し、認証済
みキー管理に 802.1X を使用しています。

あ

アクセス ポイント 電波を使用して、有線ネットワークと無線ステーションを接続する無線 
LAN データ トランシーバ。

アソシエート ステーションがアクセス ポイントと無線通信できるように適切に設定さ
れること。

アドホック ネット

ワーク

アクセス ポイントを使用せずに、ステーションだけで構成された無線
ネットワーク。

アンテナ ゲイン 一定圏内で無線エネルギーをある方向へ収束させるアンテナの能力を示
す測定値。アンテナ ゲインが高いほど、特定の方向により収束された放射
パターンとなります。

い

イーサネット も広く使用されている有線のローカル エリア ネットワーク。キャリア検
知多重アクセス（CSMA）を使って複数のコンピュータによるネットワーク
の共有を可能にし、使用されている物理層に応じて 10 Mb/s、100 Mb/s、また
は 1000 Mb/s での動作を実現します。

インフラストラク

チャ

有線イーサネット ネットワーク。

く

クライアント アクセス ポイントのサービスを使用して、ローカル エリア ネットワーク
上で他のデバイスと無線通信を行う無線デバイス。
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け

ゲートウェイ 2 つの互換性のないネットワークを接続するデバイス。

じ

受信機感度 受信機が受信し、正しくデータに変換することができる も弱い信号の測
定値。

す

スペクトラム拡散

方式

他の方式よりも広帯域幅にユーザ情報を拡散する無線送信テクノロジー。
耐干渉性が向上し、無資格での運用が可能になるという利点を得るために
必要なテクノロジーです。

せ

セル 無線デバイスがベース ステーションと通信できる無線範囲（カバレッ
ジ）。セルのサイズは、転送速度、使用されるアンテナの種類、物理的な環
境、およびその他の要因によって決まります。

全方向性 通常は、基本的に円状のアンテナ放射パターンを指します。

そ

送信電力 無線送信の電力レベル。

で

データ レート デバイスによってサポートされているデータ転送レートの範囲。データ 
レートはメガビット毎秒（Mb/s）で測定されます。

と

等方性 球形に信号を放射するアンテナ。
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ど

ドメイン名 ネットワークまたはネットワーク リソースのグループを示すテキストの
名前。name.com（企業）、name.edu（教育関連組織）、name.gov（政府関連組
織）、ISPname.net（ISP などのネットワーク プロバイダー）、name.ar（アルゼ
ンチン）、name.au（オーストラリア）など、組織のタイプや地域ごとに付け
られます。

ぱ

パケット ネットワーク上の通信に使用される基本的なメッセージ単位。パケットに
は通常、ルーティング情報とデータが含まれ、場合に応じてエラー検出情
報が含まれます。

範囲 トランスミッタが信号を送信できる直線距離。

ひ

ビーコン 無線デバイスのアベイラビリティと存在を信号で通知する無線 LAN パ
ケット。ビーコン パケットはアクセス ポイントおよびベース ステーショ
ンから送信されますが、コンピュータ対コンピュータ（アドホック）モード
で実行されている場合は、クライアントの無線カードから送信されます。

ふ

ファームウェア メモリ チップにプログラミングされているソフトウェア。

ファイル サーバ ファイル、メール、プログラムなどをローカル エリア ネットワークで共有
するためのファイル用リポジトリ。

ブロードキャスト パ

ケット

同一サブネット上のすべてのアドレスに送信される単一のデータ メッ
セージ（パケット）。

へ

変調 ユーザ情報とトランスミッタを組み合わせてキャリア信号を得る数種類
の技法。

ま

マルチキャスト パ

ケット

複数のアドレスに送信される単一のデータ メッセージ（パケット）。

マルチパス 無線信号が物体に当たって跳ね返ることで発生するエコー。
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ゆ

ユニキャスト パ

ケット

特定の IP アドレスに送信される単一のデータ メッセージ（パケット）。

ろ

ローミング 複数のアクセス ポイントを使用して、ユーザが LAN への連続した接続を
維持したまま構内を移動できるようにする機能。

わ

ワークステーション クライアント アダプタを備えたコンピュータ デバイス。
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